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　　　　　一




「おい、起きろ」

　大きく肩を揺すられ、貴たか久ひさは、ぼんやりと瞼まぶたを開いた。

　薄うす暗ぐらいトラックの荷室の中。水色の作業服を着た男が、貴久の前に立っている。

　軽い吐き気。そして頭痛──薬で眠らされた後遺症だ。

「目は覚めたか？」

　男が、軽く腰を屈かがめるようにして、貴久の顔を覗のぞき込んでくる。

「……はい」

　答える声がかすれているのが、自分でも分かった。

　窓もないトラックの荷室に乗せられ、薬で眠らされて運ばれる。その手順は、訓練所へ運ばれた時と同じだった。ただ一つ、違う点があるとすれば、それは座らされたのがベンチシートではなく、背もたれと肘ひじ掛かけの付いた座席だという事である。お陰で今回は、眠らされても床に這はい蹲つくばらずに済んだ。訓練所を卒業できた分、ささやかながら待遇が良くなったという事だろうか。

「じゃあ、立て」

「……はい」

　男に促うながされ、貴久は座席から立ち上がった。ふらつく体を、背もたれに右手をついて支える。

　荷室の中には、左右の壁かべに沿うように、四つずつ、計八つの座席が据すえ付けられていた。

　その座席に、五人の男たちが腰をおろしていた。いずれも、背もたれに深々と体を埋め、あるいは後頭部をヘッドレストに預け、あるいはぐったりと首を垂たらして、両目を閉じている。先程までの貴久と同様、薬を嗅かがされ、眠らされているのだった。

　村むら雨さめ省しよう吾ご、小お澤ざわ優ゆう也や、磯いそ崎ざき直なお人と。そして片かた山やま伸のぶ之ゆきと時とき田た三さぶ郎ろう。

　いずれも、貴久の見知った男たちだった。貴久とともに過酷な卒業試し験けんをクリアしてきた、ユニコーンの戦せん闘とう員いん候補生である。

　卒業試験を突破した訓練生はもう一人いたが、本ほん多だ和かず志しというその訓練生は、腹部に銃弾を受けていたため、貴久たちに同行はしていない。快かい復ふくするまでの間、訓練所に留め置かれる事になっていた。

「さっさと降りろ。念願の娑しや婆ばだぞ」

　作業服の男が、顎あごの先を、ぐいっと横に振った。

　振ったその先には、荷室の出入り口がある。

　開かれたそのドアの向こうには、明るい日の光が満ちていた。
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　踏み締しめた地面は、アスファルトに舗ほ装そうされていた。

　駐ちゆう車しや場じよう──それも、かなり広い。

　右手の方には、レストランのような建物が見える。左手に目を向けると、幅広の道路が延びていて、大型トラックや乗用車が、かなりの速度で走り抜けていく様よう子すが見えた。

　どうやらここは、高速道路のサービスエリアのようだった。

　車から降りて売店に向かう者もいれば、その反対に、売店から車へと戻ろうとする者もいる。

　長距離トラックの運転手に、家族連れ、若いカップルの姿も見える。

　いずれも、訓練所では見る事のできなかった、普通に生きる普通の人々の姿だった。

　だが、それらの普通に生きる人々の姿が、今の貴久には、妙に遠く感じられる。

　山奥の訓練所で過ごした二ヶ月余り。その過酷な日々が、貴久の感覚を、日常から乖かい離りさせてしまったかのようだ。

『娑しや婆ば』か……。

　貴久の口元に、知らず、自じ嘲ちよう混じりの笑みが浮かんだ。

「よう、山やま口ぐち」

　聞き覚えのある声が、貴久を呼んだ。

　貴久が乗ってきたトラックの脇わきに、青い乗用車が停とまっていた。そのトランクに軽く尻しりを乗せるようにして、一人の男が寄り掛かかっている。年ねん齢れいは二〇代後半といったところ。前髪には軽くメッシュが入っていた。

「……服部はつとりさん」

「久しぶり。元気そうだな」

　服部は貴久に笑顔を向け、指の間に煙草タバコを挟んだまま、ひらひらと右手を振ってよこした。

　この男も、ユニコーンの一員である。訓練所に赴おもむく事になった貴久のため、あれこれと世話を焼いてくれたのが、この服部だった。

「はい。なんとか無事に帰って来られました」

　貴久が、服部に向き直って、そう挨あい拶さつを返していると、先程の作業服の男も、貴久に続いて外に降りてきた。荷室の扉を閉め、ガチャリとロックを掛ける。

　服部は、寄り掛かっていた乗用車から離れると、

「ま、積もる話もあるだろうが、とりあえず、先に乗ってな」

　そう貴久の肩を叩たたいて、そのまま作業服の男の方へと歩み寄っていった。なにか連絡事項でもあるのだろう。

「はい。分かりました」

　貴久はそう答え、服部と入れ違いに、青い乗用車へと向かった。

　──と、その時である。

　貴久の前で、後部座席の窓が、するすると開いた。

　……誰だれか乗っている？

　貴久が思わず立ち止まると、開いた窓のその向こうから、若い女が、ひょこんと顔を出した。

　年齢は、はたちそこそこといったところだろうか。ショートカットの髪型に、目元をくっきりさせるようなメイクをしている。薄うす手でのブラウスは大きく襟えり口ぐちが開いていて、胸元ばかりか、肩まで露あらわになっていた。

「こ〜んにちは。山口くん」

　唖あ然ぜんとしている貴久の前で、女は、にっこりと笑ってみせた。
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　貴久を乗せた車は、先程からずっと、追い越し車線を走っていた。走行車線を行く車が、次から次へと、後ろに置き去りにされていく。かなりの速度ではあるが、運転自体は安定していて、危なげがない。

　貴久は、後部座席の右側に座っていた。助手席が段ボール箱で塞ふさがっていたからだ。

　同じく、後部座席の左には、先程の女が座っている。ストッキングの上に、ショートパンツを重ね、足下は膝ひざまである茶色の革ブーツというスタイルだった。貴久に興きよう味みでもあるのか、車が走り出してからも、ちらちらと貴久を気にしていた。

「……で、どうだったよ？　訓練所ってのは」

　前方を見詰めたまま、服部が、そう話し掛けてきた。

　だが、訓練所をあとにする時、貴久たちは、

『言うまでもねえだろうが、娑婆に戻っても、ここの事は口にするんじゃねえぞ』

　そう念を押されている。服部相手ならば構わないようにも思うが、隣となりに得体えたいの知れない女もいる事だ。迂う闊かつな事は口にできない。

「……緑が綺き麗れいでしたよ」

　貴久が、言葉を選びながら答えると、

「そうか。そりゃ良かったな」

　服部の声に、笑いの響ひびきが混じった。

「……それにしても、日にも焼やけて、体も締まって、いい男になったじゃねえか。……なあ、ナツキ。お前もそう思うだろ？」

　バックミラーに映る服部の目元が、貴久の隣となりの席に、ちらりと動いた。

「そうね。結構、タイプかも」

『ナツキ』と呼ばれた女が、貴久にからかうような視線を向けてくる。

「あの……服部さん。この方はいったい、どういう方なんですか？」

　ちょうどいい機会なので、貴久は、それを確かめてみる事にした。

「なんだ、まだ自己紹介もしてなかったのか」

　バックミラーの中の服部の視線が、再び、ナツキの方へと動く。

「だってぇ、私、うぶな女の子だもん。自分から話し掛けるなんて、恥ずかしくって」

　ナツキが体をくねらせると、

「は。よく言うぜ」

　服部は、鼻で笑ってから、貴久に視線を戻した。

「じゃあ、改めて紹介しとく。こいつはナツキ。お前付きの連絡役だ」

「連絡役……ですか？」

「ああ。俺おれも、お前一人にかかずらってる訳にはいかないんでな。これからは、なにかあった時には、こいつをお前のとこにやる事になる」

　なるほど……そういう事か……。

　服部の立場からすれば、貴久などはその他大勢の一人に過ぎない。いつまでも貴久一人に付きっきりでいられるわけではないのも、当然と言えば当然だった。

「こいつの都つ合ごうが悪い時には、他の人間に振り替える事もあるかもしれねえが、その場合でも、必ず俺が、前もって顔繋つなぎする。味方の振りした奴が近付いてきたとしても、迂う闊かつに信用するんじゃねえぞ」

　服部が、前方を向いたまま、そう念押ししてきた。

「はい。分かりました。……よろしくお願ねがいします」

　貴久は、服部に応えてから、次にナツキに向かって、軽く頭を下げた。

「うん。よろしくね。仲良くしましょ」

　ナツキは頷うなずくと、膝の上のポシェットを開き、中から一枚の紙片を取り出した。淡いピンク色をした名めい刺しである。ナツキは、指の間に挟はさむようにして、それを貴久の前に差し出してよこした。

「それじゃ、これ、私の携帯番号。一応、渡しとくね」

「どうも」

　手渡された名刺には、『夏なつ樹き』という名と携帯番号が、併あわせて記されていた。ただし、ボールペンを使った手書きである。反対側を返して見ると、どうやらそちらが表側らしく、綺麗にレイアウトされた文字が印刷されていた。

『らぶらぶクッキング　──一人暮らしのあなたのもとに、愛をお届けします──』

　そう、記されている。

「……これ、いったい、なんの名刺なんですか？」

　たっぷり一〇秒ほど、その文面を見み詰つめてから、貴久は夏樹を見返した。

「私の仕事先の名刺よ。よかったら指名してね」

「指名はいいですけど……これ、どういうお仕事なんです？」

『クッキング』と言うからには、料理をするのだろうとは思うが、それにしては『愛をお届け』と言う文言が、妙にいかがわしい。

　すると、運転席から服部が、口を挟んできた。

「なにカマトトぶってんだよ、山口。そんなの見りゃ分かるだろう。デリだよ、デリ。デリバリーヘルス」

　あっさりそう言われて、貴久もさすがに驚おどろいた。貴久も、デリバリーヘルスが、いわゆる風俗業の業務形態の一つだという事ぐらいは知っている。

「という事はつまり……」

　思わず、傍かたわらの夏樹を見詰めると、

「いやぁねえ。そんなに、まじまじと見ないでよ。恥はずかしいじゃない」

　夏樹は、ほんのりと顔を赤らめながら、右手で、とんと貴久の左肩を突ついてきた。

「え……あ、すいません」

　貴久は、慌てて、夏樹から目を逸そらした。

「なに動揺してんだよ、山口。風俗嬢じようったって、立派な仕事だ。職しよく業ぎよう差別はよくねえぞ」

　服部がからかうように言った。バックミラーに映るその目元には、笑いが滲にじんでいる。

「あ、いえ……そういうわけじゃないんですが……でも、なぜ、そういう仕事を？　ひょっとして任務のためですか？」

　情報を収集するにも、あるいは要職にある人間を籠ろう絡らくするにも、女を抱かせるというのは、有効な手段である事は間違いない。ユニコーンがそれを行っていたとしても、なんら不ふ思し議ぎはなかった。

　だが、その質問に、服部は首を振った。

「いや、そうじゃねえ。逆だ、逆。人手が必要になったから、夏樹を引き抜いたのさ。仕事柄、前から、こいつの事は知ってたし、こいつなら役に立ってくれると思ってな」

「服部さんは、どんなお仕事をなさってたんですか？」

　そう言えば、服部がどんな素す性じようの男なのか、貴久もまだはっきりとは聞いた事はなかった。

「フリーのスカウトマンさ。風俗専門のな。ビデオだの、ヘルスだのソープだの、そいつに一番合った仕事を紹介してやるのが、俺の仕事だ。女に囲まれていい仕事だと思うだろうが、これで結構大変なんだぜ」

「それはそう……でしょうね」

　貴久にはよく分からない世界の事だが、欲望を金に換かえる世界だけに、揉もめ事も多く存在するのだろうと、想像はできる。

「ああ。この世界に入ってくるような女は、大抵訳わけありだしな。付きまとってくる男から逃げる算さん段だんを付けてやったり、借金で首がまわらなくなった女のために街まち金きんに口利きいてやったり、店の紹介するだけじゃ済すまねえのが、この仕事だ」

　……なるほど。それでか……。

　貴久は、訓練所へと送られる前の事を思い出していた。長期間アパートを離はなれる貴久が他ひ人とから不審に思われないよう、服部は、部屋代や郵便物の事まで事細かに処理してくれていたのだが、あの手て際ぎわの良さは、本業でも似たような事を何度となくやってきていたから、なのだろう。

「でも、服部さんがそれだけ面めん倒どう見てくれるから、女の子たちも服部さんに懐なついてるんじゃない。店と揉めてバックレた子でも、服部さんには連絡してくるでしょ？」

「ま、フリーの俺としては、それだけが財産だからな」

　夏樹の言葉に、服部は皮肉な感じで笑ったが、その表情を見る限り、満まん更ざらでもなさそうである。

　どうやら、服部の面倒見の良さは、もとからのものらしい。逆に言えば、そういう点を買って、ユニコーンも服部を仲間に引き込んだのだろう。

　……ユニコーンにもいろんな人間がいるもんだ。

　夏樹と服部のやりとりを眺めながら、貴久は、そんな事を思っていた。
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　ドアを開けると、中から、むっとするような空気が流れてきた。九月に入ったとはいえ、陽ひ射ざしはまだ夏に近い。窓から射し込む陽光が、室内の空気を温めていたのだ。

「へ〜結構、広いのね」

　夏樹は、玄関先にブーツを脱ぎ捨てると、さっさと中へと上がっていった。

「窓、開けていい？」

「ええ、どうぞ」

　頷きながら、貴久も靴を脱ぬぐ。

　二ヶ月ぶりの我が家である。部屋の中は、訓練所へと赴いたあの日のままだ。

　ひと足先に六畳間に入った夏樹が、窓を開ける。吹き込む風が、開け放たれたままの玄関のドアヘと抜け、室内の淀よどんだ空気を入れ替えていった。

「う〜ん、いい気持ち」

　夏樹は、風に向かって大きく深呼吸すると、くるりと貴久を振り返った。

「ねえ、なにか飲む物あるかな？」

「すいません。それが無いんですよ。なにぶん、ずっと留る守すにしてましたので」

　冷れい蔵ぞう庫の中は空っぽだし、それ以前に、電気のブレーカー自体を落としてある。

「あ、そう言えば、そうだっけ」

　夏樹が、ちろっと舌を出した。

「なにか買って来ましょうか？　近くにコンビニがありますから」

「ううん。気にしないで。そこまで欲しいってわけじゃないし。ちょっと言ってみただけだから」

　夏樹はそう言うと、窓辺を離れ、今度は壁かべ際ぎわの本棚の方へと向かった。やや腰を屈かがめるようにして、そこに並べられた専門書の背表紙を、興きよう味み深ぶかそうに眺めている。

　貴久が、ブレーカーやガスの元栓を元に戻していると、やがて、車を停めに行っていた服部が戻ってきた。両手に大きな段ボール箱を抱えている。例の、助手席に積んであった箱だ。

「どうだ？　久しぶりの我が家は」

「妙な感じです。あまり自分の家という気がしません」

「ふん……そうか」

　服部は、にやりと笑うと、靴くつの先で引っ掛けるようにして、玄関のドアを閉めた。

「じゃ、とにかく、やる事すませとくか。お前も、こっち来いよ」

　服部は靴を脱ぐと、顎あごの先を振るようにして、貴久を奥の六畳間へと誘った。

「はい」

　両手に抱えていた段ボール箱を床におろし、服部はベッドの端に腰掛ける。それを見て、夏樹も机の前の椅い子すを引き、そこに腰をおろした。

「なんなんですか？　これは？」

　貴久が、段ボール箱のそばに座ると、

「北ほつ海かい道どう土産みやげの詰め合わせセットだ」

　服部は笑いながら、段ボール箱を開けた。

「うわぁ……」

　中を覗のぞき込んだ夏樹が、思わず嘆声を漏もらす。

　段ボール箱の中に詰め込まれていたのは、ありとあらゆる北海道土産だった。バターキャンディに、ホワイトチョコ。ラベンダーの香水に入浴セット。絵葉書もあれば、三角形のペナントまで入っている。

「これ……全部ですか？」

「ああ。とにかく、北海道旅行に行ってたって事になってんだ。土産がなけりゃ始まらないと思ってな。で、適当なもんを選んで送れって言っといたんだが……なにがいいか分からねえから、店で目に付いたもん、ひと通り全部送りますと来たもんだ。さすがに呆あきれたが、まあ、あって困るもんじゃねえからな。知り合いに挨拶まわりに行く時、良さそうなもんを持ってってやんな」

「なんか、オモチャ箱みたいね」

　夏樹は、段ボール箱の中身を取り出しては、楽しそうに、床に並べている。

「これは……ホタテチップス？　なんだろ？　……ねえ、開けてみてもいいかな？」

「ちゃんと話を聞いてろ。こいつは必要なもんなんだよ」

　服部が窘たしなめたが、夏樹は諦あきらめきれずにいるようだった。

「だって、五つもあるんだから、一つぐらいいいじゃない。……駄だ目め？」

　夏樹は、スナック菓子の袋を抱えたまま、貴久を上うわ目め遣づかいに見た。そんな目付きで見られては、まさか駄目とは言えない。

「ええ、構いませんよ。どうぞ」

　貴久は苦笑しながら頷いた。

「ありがとん」

　夏樹は満面の笑みを浮かべると、早速、スナック菓子の袋を開け始めた。薄ピンク色のスナックを一枚摘つまみ上げ、しげしげと眺めてから、さくっとかぶりつく。

「ふむふむ……？」

　検分するような顔付きで、しばし咀そ嚼しやくしたあと、

「……あ、わりと、おいしい」

　にっこり笑ったところを見ると、どうやら気に入った様子である。夏樹は、片手に袋を抱えたまま、次から次へと、ホタテチップスを口に運び始めた。

「……ったく、まるでガキだね」

　服部が、苦笑しながら首を振る。そして、左手で襟元を摘むようにして、ジャケットの内ポケットに右手を差し入れると、輪ゴムで束ねた封筒を引き出し、貴久の膝に放ってきた。

「これ、二ヶ月分の郵便だ。ダイレクトメールは省いといた」

「すいません」

「それから、こっちが、旅行の分」

　ぱさっと、また別の書類の束が、貴久の膝の上に載せられた。

「ホテルの領収書に、レンタカーの領収書、連絡船のチケットの半券も、そっちの封筒に入ってる。それから、二ヶ月分の旅行日程とその時の天気も、表にしておいた。まあ、暗記する必要はねえが、一応、目だけ通しておけ」

「……はい、分かりました」

　まったく、服部のやる事には抜かりがない。だからこそ、あの速はや水みも、この男を信用しているのだろう。

　続いて服部がジャケットのポケットから取り出したのは、煙草タバコの箱とライターだった。どうやら一服付けようとしたらしいが、その時、

「ほら、服部さんも、あ〜んして」

　夏樹が、指先に摘んだホタテチップスを、服部の口元に差し出した。服部は、左右の手に煙草の箱とライターを持ったまま、じろりと夏樹を睨ねめ付けたが、夏樹はそれでも手を引っ込めない。やがて服部は、根こん負けしたように、ぱくっと、ホタテチップスを口に咥くわえた。

　さくさくと、何度か口を動かしたあと、

「…………む。意外にいける」

「でしょでしょ？　ちゃんとホタテの味もするし。ほら、山口くんも食べてみて」

　夏樹は、どこまでも屈託がない。

「じゃあ……いただきます」

　貴久は、夏樹の差し出す袋に手を入れ、ホタテチップスを一枚、つまみ上げた。口に運んでみると、塩味の中にホタテの風味が混じり、ビールのつまみに合いそうだ。登と坂さかに持っていってやったら、喜ぶかもしれない。

「……ところで、服部さん」

　口の中のホタテチップスを飲み込むと、貴久は床に座ったまま、ベッドの上の服部を見上げた。

「ん？」

　改めて一服付けようとしていた服部が、煙草を咥えたまま、貴久に目を向ける。

「僕はこれから、どうなるんですか？」

　訓練所を卒業したはいいが、その後の指示を、貴久はまだ受けていない。ユニコーンの一員として、これから先なにをし、どう生きていけばいいのか。肝かん心じんのその点が、今もって判然としていないのである。

「ああ、その事か」

　服部は煙草に火を点つけ、一度、煙を吸い込んでから、話し始めた。

「前にも言ったと思うが、お前は、他の連中と違って、Ａ類──つまり、表の顔を残したままでの入隊だ。だから、二重生活が基本になる」

　そう言えば、貴久の加入を認めた時、速はや水みも似たような事を言っていた。要するに、これまで通り、大学院生としての生活をしながら、一方で、ユニコーンの戦闘員としての仕事もこなせという事だろう。

「その二つ、比重はそれぞれどのくらいになるんでしょうか？　ユニコーンでの拘こう束そく時間が長くなりますと、学校の方で、知り合いに不審がられてしまいます」

「さあな。その辺は、俺にも分からねえよ。まあ、訓練所を卒業したとは言っても、お前はまだ見習いの新入りだ。本部に行ったら行ったで、また別の訓練もあるだろうし、しばらくは、そっちの比重が大きくなるんじゃねえか？　どっちにしろ、九月中はまだ夏休みなんだろ？」

「ええ、それはそうですが……」

「なら、とりあえずは、それでいいじゃねえか。まずい事があったら、また上から指示があるだろう。お前は言われた通りに、右に左に動いてりゃ、それでいいんだ」

「……そうですね」

　貴久は、僅わずかな苦笑を浮かべつつ、頷いた。

　服部の言う通り、貴久は最下辺の一戦闘員に過ぎない。余計な事は考えず、一歯車に徹てつするのが、正しいあり方なのだろう。

　服部は、ポケットから携帯用の灰皿を取り出すと、まだ半ばほどまでしか吸っていない煙草を、そこで揉み消した。そして、ぱちんと、音を立てて、灰皿の蓋ふたを閉める。

「さて、と……それじゃ、通つう達たつも終わった事だし、俺は、そろそろ引き上げるとするよ」

「はい。わざわざ、どうもありがとうございました」

　ベッドから腰を上げる服部の動きに合わせて、貴久もまた、床から立ち上がった。

「四、五日もすれば再招集が掛かるだろうと思うが、それまでは自由時間だ。今のうちに、せいぜい羽根を伸ばして、リフレッシュしとくこったな」

「はい、そうします」

　そう頷きはしたものの、貴久には、この期間にやっておかなければならない事があった。研究室に顔を出して、登坂や田た崎さき教授に挨拶しておく必要もあるし、山奥に隔離されていたこの二ヶ月の間に、世間ではなにが起きていたのか、それをチェックしておく必要もある。『自由時間』とは言っても、そうそうのんびりはしていられまい。

　玄関へと向かう服部を見送るべく、貴久もそのあとに続いた。夏樹も、指に付いたホタテチップスの粉を、手を叩くようにして払い落としながら、立ち上がる。

　服部は、玄関先で靴くつを履はくと、貴久を振り返った。

「それじゃ、再招集がある時は、俺か夏樹が通達を持ってくる。四、五日とは言ったが、それも上次第でどう転ぶか分からねえから、いつ連絡が来てもいいように、準備だけはしておけ」

「はい、分かりました」

「ま、それはそれとして、とにかく卒業おめでとさん。これからもいろいろ大変だろうが、ま、しっかりやれや」

　服部は、右手を伸ばすと、貴久の左肩のあたりを、ぽんぽんと叩いた。

「はい、ありがとうございます」

「じゃあ、夏樹、あとは頼んだぜ」

　服部が貴久の背後へと視線を向け、

「うん。ま〜かせて」

　それを受けて、夏樹が、にっこりと笑って返した。服部が既すでに靴を履いているというのに、夏樹は帰り支度をする気配けはいもない。まるで、貴久と一緒に、服部の見送りに出てきたような素そ振ぶりで、貴久の脇に控えている。

「……あの……いったい、なんの事ですか？」

　貴久は、夏樹と服部を交互に見ながら、訊ねた。

「俺からの卒業祝いだよ。今日は、こいつを置いてくから、たっぷりサービスして貰もらえ」

「サービス……？」

　咄とつ嗟さには意味が分からないでいた貴久に、その時、夏樹が、後ろから身を寄せてきた。両手で貴久の左腕を抱えるようにしながら、やわらかく微笑ほほえむ。

「いっぱい気持ちよくしてあげるね」

　二の腕に押し付けられた胸のやわらかさに、貴久は慌てて、夏樹から身を離した。

「ちょ、ちょっと、待ってください。サービスって……そういうサービスの事ですか!?」

「なんだ、ほんとに分からなかったのか……。意外に鈍いな、お前」

　服部は、貴久の慌て振りを、おかしげに眺めている。

「冗じよう談だんはよして下さいよ。そんな事、できるわけないじゃないですか」

「なんでだ？　訓練所暮らしで、ホモに転向でもしたか？」

「そうじゃありませんが……」

「それとも、私、タイプじゃない？」

　夏樹が、上目遣いに、貴久の表情を窺うかがった。

「いえ、そういうわけでもないんですが……」

「なら、なんの問題もねえだろ。折せつ角かくの卒業祝いなんだから、素直に受け取っとけ。中学生や高校生じゃあるまいし、そんな事で、いちいち照れんなよ」

　服部と夏樹に、交互に言い募られ、貴久は防戦一方となっていた。

　二人の様子を見る限り、どうやら服部は本気のようだし、夏樹もそのつもりでいるようだ。冗談を言っているわけでも、からかっているわけでもないのが、なおさら始末に負えない。

「……その……なんと言いますか……。久しぶりに自分の家に帰って来たんで、今日はゆっくり休みたいんです。お気持ちはありがたいんですが、そういうわけなので、今日は、一人にしておいて貰えないでしょうか」

　一般常じよう識しきからはかけ離れているとは言え、二人とも好意で言ってくれている事だ。貴久は、角の立たない言い訳を探さなければならなかった。

　そんな貴久を、服部は、からかうような目付きで眺めていたが、

「まあ、お前がそう言うんじゃ、無理にとは言わねえけどよ。……残念だったな、夏樹」

「なんだぁ……折角、そのつもりで、いろいろ準備してきたのに……」

　夏樹は不服そうに、ぷくっと頬ほおを膨ふくらませている。

「なぁに、これから長い付き合いになるんだ。機会はいくらでもあるさ。それに、お疲れモードの山口より、元気な時の山口の方が、お前だっていいだろ？」

「そっか……そう言えば、そうかも」

　なにやら不ふ穏おんな事を言い合っているような気もするが、とにかく夏樹も、このまま帰る気になってくれたようだった。

「それじゃあ、今日は、本当に、どうもありがとうございました。これからもお世話になるかと思いますが、よろしくお願いします」

　二人の気が変わらないうちにと、貴久は、先手を打って、別れの挨拶をした。

「ああ。お前も頑張れよ。訓練所を卒業したからって、それで終わりじゃねえ。卒業してからが本番なんだからな」

　服部が、軽く頷きながら、貴久に挨拶を返す。

「……はい」

　服部の言う通りだった。貴久は訓練所を卒業し、ユニコーンの戦闘員となる。これからの相手は、教官ではない。警けい察さつと、そしてガーディアンだ。文字通り、一つのミスも許されない闘たたかいが、これから始まるのである。

「おい、夏樹。なにやってんだ？　とっとと帰るぞ」

　服部が、貴久の背後に声を投げ掛けると、

「あん。ちょっと待ってよ」

　奥の六畳間から、夏樹が顔を覗かせた。右手にポシェットを提さげている。どうやら、それを取りに戻っていたようだった。ついでに左手には、例のホタテチップスの袋を抱えている。

「ねえ、これ貰ってってもいいかな？　口、開けちゃったし」

　どうやら、相当、気に入ってしまっているようだ。

「ええ、どうぞ」

　貴久が、苦笑しながら頷くと、

「ありがと」

　夏樹はにっこり笑い、そして、ひょいと顔を突き出すようにして、素早く、貴久の頬ほおに、唇を触れさせた。

「あ……!?」

　思わず仰のけ反ぞった貴久に、

「あはは。油断したね〜？」

　夏樹は、してやったりと言わんばかりの表情を浮かべた。
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　服部が夏樹を伴って引き上げていく。

　それを見送ってから、貴久は玄関のドアを閉めた。

「……参ったな」

　夏樹にキスされた左の頬をなんとなく撫なでながら、一人、苦笑を浮かべる。

　天てん真しん爛らん漫まんと言おうか、傍ぼう若じやく無ぶ人じんと言おうか、とらえどころのない女性だった。なにかと振りまわされそうな気もするが、服部が選んで付けてくれた連絡員である。ユニコーンの任務に関する事には間違いはあるまい。……そう信じたい。

　二人がいなくなったあとの部屋は、静かすぎるほど静かだった。

　住み慣れた筈はずの自分の部屋が、妙に落ち着かなく感じる。

　長期間留守にしていたせいか、あるいは、貴久自身が変わったからか。

　いずれにせよ、服部の指示によれば、貴久は、これからもここで生活していく事になるらしい。少なくとも表向きは、そういうポーズを作る必要がある。

　訓練所へ行く前に腐りそうなものは片付けてしまっていたから、食料の類たぐいも買い出しに行かなければならないが、それはまだ、あとでいい。

　貴久は、六畳間へと戻ると、パソコンの置いてある机の前に座った。二ヶ月もの間、使っていなかった机は、うっすらと埃ほこりを被かぶっている。

　……掃除もしなきゃならないか……。

　そう思いながら、貴久はパソコンを起動し、インターネットヘと接続した。

　今やインターネット上には、ユニコーンの活動を専門に研究するサイトが、幾つも出来ている。その大半は、個人の制作した、興きよう味み本位のものに過ぎないが、そこに蓄積されたデータは、それほど馬ば鹿かにしたものではない。『リッジウェイ』での作戦を突き止めた時も、そこにリストアップされた様々な情報が、かなり役に立ったものである。

　この二ヶ月の間に、世間ではなにが起きていたのか。

　ユニコーンはどのような活動をし、国こ府う田だ警けい視し正せい率いる捜査本部はそれに対してどのような手を打っているのか。そしてガーディアンは、まだ健在なのか。

　貴久は、サイトを巡り、この二ヶ月間の情報を、貪どん欲よくに取り込んでいった。
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　翌日、貴たか久ひさは早速、城じよう南なん大学へと赴おもむいた。研究室の面々に、『旅行』から帰ってきた事を報告するためである。

　九月に入ったというのに、陽ひ射ざしはまだ夏の強さを誇っていた。肌を焼やく陽の光が、訓練所の日々を思い起こさせる。

　服部はつとりにも言ったように、大学はまだ夏休み期間中だった。三み岡おか雪ゆき江えや登と坂さか秋あき芳よしが来ている保証もないが、いないならいないで置き手紙でも残して置けばいい。どちらかと言えば、顔を合わさずに済む分、その方が気が楽である。

　工学部の研究棟に入ると、貴久はまず、教官室のあるフロアヘと向かった。

『田た崎さき幸ゆき信のぶ』と、名が記されているドアの前に立ち、ここんっ、と、軽くノックする。

「どうぞ」

　貴久の予想に反して、ドアの向こうから、声が返ってきた。田崎教授の声だ。休み中にもかかわらず、出勤していたらしい。

　貴久は一いつ瞬しゆん、躊躇ためらってから、

「失礼します」

　教官室のドアを開けた。

　教官室の中は、相変わらず雑然としていた。八畳間ほどの面積しかないのに、本棚が六つとデスクが三つ、押し込められているのだ。本棚はいずれも専門書で溢あふれかえっているし、デスクの上は金属試料やファイルの束たばが積み重ねられ、今にも雪崩なだれを起こしそうなほどである。

　田崎教授は、窓際のデスクの前に座っていた。デスクの上のパソコンにはワープロソフトが起動されている。田崎教授は、椅い子すに座ったままの体勢で戸口を振り返ると、軽くその目を見開いた。

「山やま口ぐちくん……君か……？」

「はい。随ずい分ぶんと、ご無ぶ沙さ汰たしていました」

　貴久は、戸口に立ったまま、静かに頭を下げた。

　田崎教授は、この年、五五歳。小柄な体格で、身長も、ほとんど三岡雪江と変わらない。髪には既すでに二割ほど白いものが混じっているが、その年ねん齢れいのわりには、かなり活動的で、好奇心も強い。どこかの研究所で興きよう味み深ぶかい成果が出たと知れば、それが国内であれ海外であれ、直接現地に出向いて行ってしまうほどである。

　貴久が、こうして田崎教授と顔を合わせるのは、随分と久しぶりの事だった。『パルメール』での事件のあと、二、三度、言葉を交わす機会はあったものの、その後貴久はすぐに、ユニコーンの動きを捕捉するための活動を開始してしまった。そして、その後は訓練所。丸々三ヶ月ぶりの対面である。

「まあ、とにかく、その辺に掛けなさい」

　田崎教授は、ファイルが山積みになったデスクの方を指し示しながら、椅子から立ち上がった。右手の壁かべの隅に置いてある小さな冷れい蔵ぞう庫こを開け、中から烏ウー龍ロン茶ちやのペットボトルを引き出す。

「あ、僕がやります」

「いいからいいから」

　手伝おうとする貴久を片手で制し、田崎教授は、冷蔵庫の上に載っていたビニール袋から、紙コップを二つ取り出した。烏龍茶を注つぎ、一方を貴久の前に差し出してよこす。

「……すいません」

　貴久は、頭を下げながら、紙コップを受け取った。

　田崎教授は、軽く頷うなずいてから、右手に持った紙コップを口元へと運んだ。烏龍茶をひと口飲んでから、

「北海道に旅行に行っていたそうだね」

　と、貴久に話し掛けてきた。

「……はい。長い間、勝手に学校を休んでしまいまして、申し訳ありませんでした」

　貴久はまずその点を謝しや罪ざいしたが、田崎教授は軽く首を振っただけだった。田崎教授も、『パルメール』事件の事は知っていたのである。

「それと……これは、その旅行のお土産みやげです。よろしかったら、皆さんで召し上がって下さい」

　貴久は、携えてきた紙袋を、田崎教授に差し出した。中には、ホワイトチョコレートや例のホタテチップスなど、服部から渡された段ボールの中身から、適当に選んだものを詰め込んである。

「ありがとう。お茶菓子代わりに使わせて貰もらうよ」

　田崎教授は、紙袋を受け取ると、ちらっと中を覗のぞいてから、そう礼を言った。

「三岡さんや登坂さんは、お元気ですか？」

「ああ、元気だよ。三岡くんは、しばらく前から里帰りしてるが、登坂くんは今日も来てる。確か、今は測定室にいる筈はずだが……ちょっと、呼んでみようか」

「いえ、測定作業中でしたら、邪じや魔まするわけには……」

「いや、彼も、君の事は気にしていたからね。呼ばなかったら、却かえってがっかりするだろう」

　田崎教授は、紙袋を冷蔵庫の上に載せると、机の上の内線電話を取り上げた。

「もしもし。……ああ、登坂くんか。悪いが、ちょっと私の部屋まで足を運んでくれるかな。きりのいいところまで、作業を終えてからで構わないが……そうか。分かった」

　田崎教授は、それだけ言って電話を切ると、貴久を振り返った。

「すぐに来るそうだ」

「……そうですか」

　登坂と会うのも久しぶりだ。懐なつかしい顔と再会できるのは嬉うれしい事でもあったが、反面、気の重い部分もある。

　登坂はがさつなところもあるが、基本的には後輩想いの男である。百ゆ合り子こを亡くし、精神的に不安定になっていた貴久を、親身になって心配してくれていた。

　だが、今の貴久には、登坂には打ち明ける事の出来ない、重大な秘密が出来てしまっている。親身になってくれている人間にさえも、それを隠し通さなければならない。騙だまさねばならない。それが、貴久の気を重くするのだった。

「ところで、北海道はどうだった？」

「……いいところでしたよ。途中、一週間ほど雨が続いた時がありましたけど、それ以外は、天気も良かったですし」

　服部から貰った北海道の天候表の内容を思い出しながら、貴久は答えた。

「気分転換にはなったかね？」

「ええ……まあ、それなりには」

「そうか。それはよかった」

　田崎教授は、静かな目で、貴久を見み詰つめている。

「それで、後期からは研究室に戻って来られるのかな？」

「………ええ、一応、そのつもりではいますが、ただ……」

　貴久が答えようとした時、廊下の方から、せかせかした足音が聞こえてきた。

「なんですか、教授？」

　勢いよくドアを開けたのは、登坂だった。

　貴久が椅子から立ち上がると、

「お、山口」

　登坂は、戸口に立ったまま、目を真ん丸に見開いた。

　久しぶりに見る登坂は、全身真っ黒に日焼けしていた。夏休み中という事もあってか、下はゆったりとしたハーフパンツ、上はアロハシャツという出で立ちである。そんな格かつ好こうを見ていると、ここが研究棟の中だという事を忘れてしまいそうだった。

「お久しぶりです」

　そう挨あい拶さつする貴久を、登坂は、上から下まで、品定めするように眺めた。

「へ〜〜、随分、日に焼けたじゃねえか。元気そうでなによりだ」

　そう言って、にやりと笑う。

「登坂さんほどじゃないですよ。登坂さんも、どこか旅行に出掛けてたんですか？」

　貴久は苦笑しながら、問い返した。

「ああ、これか。俺おれのはそんなんじゃねえんだ。言ってみりゃ、家業の手伝いって奴やつだよ」

「登坂さんのお父さんって、会社員じゃありませんでした？」

「まあ、そうなんだけどさ。実は、お袋の実家が九く十じゆう九く里りにあってよ、夏の間は、浜で海の家やってんだよ。いつもはバイトを頼むんだが、今年は人数が足りねえって泣き付かれてさ。海水浴を楽しんでる連中を尻しり目めに、焼きそば作ったり、かき氷作ったり……やれやれだよ」

　そう言うと登坂は、大おお仰ぎような仕し草ぐさで肩を竦すくめて見せた。

　以前、学祭で焼き鳥の屋台を開いた時、登坂の見事な売り子振りに感心したものだったが、ひょっとすると登坂は露ろ天てん商に縁があるのかもしれない。海の家で焼きそばを作っている登坂の姿がありありと想像できてしまい、貴久はつい笑ってしまった。

「笑いやがったな、この野郎……。よおし、来年はお前も引きずり込んでやるからな。覚えとけよ」

　登坂が、ぎろりと目を剥むいた。もちろん本気ではない。そうする事で貴久をからかっているのだ。

「じゃあ、来年はなるべく早めに、出掛ける用事を作るようにします」

　貴久は笑え顔がおのまま、それに応えた。

　気の合う先せん輩ぱいと後輩との、いつもの掛け合い。この研究室ではよくあるやりとりだった。

　だが、今の貴久は、それを演じている。今も登坂を欺あざむいている。

「それで……お前の方はどうだったんだ？　少しはすっきりしてきたのか？」

　さりげないその切り出し方に、登坂の気き遣づかいが滲にじんでいた。

「ええ、もう大丈夫です。ご心配かけて申し訳ありませんでした」

「本当だろうな？」

「ええ。いつまでも、うじうじしてられませんよ。百合子に叱しかられますからね」

　貴久は、登坂を見返し、はっきりと頷いて見せた。

「……そうか」

「教授にも今お伝えしたところなんですが、後期からは、学校に復帰するつもりです。ただ……」

「ただ……なんだ？」

　登坂が、顔を上げた。

「いえ、大した事じゃないんですけど、今回の旅行費用、実はローンだったんですよ。結構な額だったんで、それを返すのに、しばらくはバイト三ざん昧まいになりそうです」

　貴久がわざわざそんな事を口にしたのは、おそらく、これからも研究室の方は休みがちになるに違いないと思ったからである。そのための伏線を、前もって張っておく事にしたのだ。

「なるほどねえ……。ま、二ヶ月も優雅な旅行を楽しんで来たんだ。そんくらいの苦労はしねえとな」

　登坂が、口元を緩ゆるめた。

「借りた金を返すのも大事だが……しかし、学業の方も頑がん張ばってくれないと困るぞ。君の場合は、前期の課題もまだ残っているんだからな」

　田崎教授が、教育者らしく、釘くぎを刺してくる。

「はい。承知しています。いろいろと、ご面めん倒どうをお掛けしまして、申し訳ありませんでした」

『パルメール』事件のあと、貴久はほとんど大学に顔を出していない。そんな貴久のために、田崎教授が、他ほかの教授たちに掛け合って、レポート提出期限の延長を交渉してくれるなど、可能な限りの便べん宜ぎを図ってくれていたのだった。

　とはいえ、延長されたその期限も、九月いっぱいまで。ユニコーンの戦せん闘とう員いんとしての活動の一方でそれらのレポートを書き上げねばならないとなると、ここからのひと月は、かなりハードなものになりそうだった。

「ま、そんな辛しん気き臭くさい話は明日からって事にして、今日んところは、お前の再出発を祝って、一いつ緒しよに一杯やろうじゃねえか。……よかったら、教授もどうです？」

　そんな事を言い出す登坂を、貴久は慌あわてて遮さえぎった。

「あ、いえ、お気持ちはありがたいんですが、今言った借金返済のバイト、実は今日の夜から、もう入ってるんですよ。なので、今日はちょっと……」

「なんだ、付き合いの悪い奴やつだな」

　登坂は不満そうに顔を顰しかめたが、

「すいません」

　貴久が謝あやまると、意外にあっさりと引き下がってくれた。

「まあ、いいさ。じゃあ、またの機会って事にしよう。そん時ゃお前の奢おごりだから、今のうちにしっかり稼いどけよ」

「はい、分かりました」

　貴久は、苦笑しながら、頷いた。

「ところで、山口。お前、久く美み子こちゃんには、帰ってきた事、もう伝えたのか？」

　登坂が、ふと思い出したように、そんな事を言い出した。

「いえ、昨日帰ってきたばかりですから、まだ……」

「じゃ、早いとこ連絡してやれよ。あの子もあの子なりに、お前の事、心配してたみたいだからよ」

「そうですね……そうします」

　久美子の顔立ちを思い描きながら、貴久は、そう答えた。




　　　　　二




　田崎教授の部屋を辞した貴久は、その足で、二駅隣となりにある城南大学の学部棟へと赴いた。

　大学図書館のデータベースを使って、この二ヶ月間の出来事をチェックするためである。

　もっとも、新聞記事のデータベース化は、四半期ごとに行われる事になっているので、ちょうど貴久が訓練所に行っていた七月と八月分の新聞記事は、まだデータ化されていない。コンピューターではなく、紙の新聞をめくって記事を調べていく必要があったのだが、昨夜のネット検索で、だいたいのあたりは付けておいたので、すべての新聞に目を通す必要はなかった。

　この二ヶ月の間に起きたユニコーン関連の事件は、全部で三件あった。

　七月中旬には、各警けい察さつ署しよを繋つなぐ通信回線を、数カ所にわたって、分断している。

　八月の初めには、製薬工場を襲おそい、血液製剤を大量に奪だつ取しゆしている。

　その二週間後には、例によって、やくざ関連の事件。

　以上の三件である。

　そして、製薬会社を襲った八月の事件で、ガーディアンの姿が確認されていた。夜間警備にあたっていたガードマンの話によると、ガーディアンは、蝙こう蝠もりのような姿をした改造人間と戦闘、これを屠ほふってのけたのだと言う。

　ガーディアンは健在だった。

　今もなお、正義のヒーローとして、この世に存在している。

　貴久にとってみれば、ガーディアンが正義のヒーローとして、君臨し続けている事は腹立たしい。だが、ユニコーンのハイブリッドに倒されてしまえば、生きる目的を喪うしなってしまう。

　ガーディアンを憎みつつも、その健在を確認して安あん堵どしている自分がいる。

　自じ己こ撞どう着ちやくとは、まさにこの事だった。




　　　　　三




　閲えつ覧らん台だいの脇に新聞の束を積み上げて情報収集を続けていると、時間はすぐに過ぎ去っていった。重要と思われる記事は、その都つ度どコピーを取ったが、その紙の束も分厚く溜たまってしまった。

　束ねたコピー用紙を鞄かばんに突っ込み、貴久がアパートに戻ってきたのは、そろそろ七時になろうとする時刻だった。空はもう、すっかり暗くなっていた。

　……自宅待機の間に、少しでもレポートの方を進めておかないとな……。

　そんな事を思いながら、自分の部屋へと向かった貴久だったが、アパー卜の階段を上りきったところで、ふと、その足を停とめた。

　貴久の部屋のドアに、背中を凭もたせ掛けるようにして佇たたずんでいる人影があったからだ。

　……久美子ちゃん……？

　ライトグレーのプリーツスカートに、白いブラウス。襟えり元もとには臙えん脂じ色のネクタイ。おそらく、学校帰りにそのまま寄ったのだろう。そこにいたのは、制服姿のままの、緑みどり川かわ久美子だった。

「……あ、山やま口ぐちさん」

　目め敏ざとく貴久を認めた久美子が、ドアから身を離す。

「こんばんは。お久しぶりです」

　久美子は、貴久に向かって、にっこりと微笑ほほえんで見せた。

「……あ、ああ、こんばんは」

　貴久は、半ばその笑顔につられて、挨あい拶さつを返した。

「でも……どうして、俺おれが帰ってきたのが、分かったんだ？」

　貴久がその疑問を口にすると、久美子は屈託のない笑顔で、それに答えた。

「登と坂さかさんから、携帯にメールを貰ったんです。山口さんが帰ってきたって。それで」

　なるほど……そういう事か。

　登坂も、あれで意外にまめなところがあるようだ。お節せつ介かいと言えばお節介だが、どちらにせよ、久美子にも一度は連絡はするつもりだった。

「まあ、とにかく、こんなところで立ち話もなんだし、中に入りなよ」

　貴久は、鍵かぎを開けると、久美子を部屋の中へといざなった。

　部屋の電気を点つけ、鞄を机の脇に置く。

「なんか、この部屋に来るの、随分、久しぶりみたいな感じです」

　久美子は六畳間の戸口に立ったまま、なんとなく部屋の中を見渡していた。

「コーヒーでも淹いれようか？」

「あ、それなら、私がやりますよ」

「いいって。お客さんは座ってなよ」

　貴久は、六畳間の真ん中に折り畳み式のテーブルを広げると、台所へと戻った。

　やかんに水を汲くみ、ガスコンロに載せてから火を点ける。

「あの……絵葉書、どうもありがとうございました」

　貴久が六畳間に戻ると、久美子が早さつ速そく、そう話し掛けてきた。

「……え？」

　一いつ瞬しゆん、なんの事か分からなかった貴久だったが、すぐに思い出した。訓練所に行く前に、服部に言われて、絵葉書を何通か書いて預けておいたのである。それを、適当な間隔をおいて北海道から投とう函かんするように、服部が手配してくれていたのだ。一種のアリバイ工作のようなものである。

「ああ、あれか……」

「時々、テレビで旅行番組みたいなのがあるじゃないですか。それで北海道特集みたいなのがあったんですよ。それで、絵葉書にあったのと同じ場所が出てきたりして」

「へえ……そうなんだ」

　絵葉書の題材に使われるのも、旅行番組で紹介されるのも、北海道ならではの場所が選ばれるのだから、同じ風景が映っていたとしても不ふ思し議ぎではない。

「ひょっとしたら、画面のどっかに山口さんが映ってないかなとか思って、つい熱心に観みちゃいました」

　だが、貴久は北海道になど行ってはいないし、久美子に出した絵葉書にも、適当な当たり障さわりのない文面しか書いていない。久美子の照れたような笑顔を見ていると、貴久は後ろめたくてならなかった。

「どうでしたか？　北海道は。楽しかったですか？」

「ああ、まあね……。予定も決めずに、その日の気分で、あっちこっち、ぶらついてたよ。……ああ、そうそう。それで思い出した。久美子ちゃんにも、お土産があるんだ。ちょっと待ってて」

　貴久は曖あい昧まいに答えると、久美子のそばを離れ、部屋の隅に置いてあった、例の段ボール箱の脇に屈かがみ込んだ。

「はい、これ」

　貴久が、段ボール箱の中から選び出したのは、箱入りのホワイトチョコレートと、もう一つ、北海道名物の木彫りの熊だった。木彫りの熊とは言っても、可愛かわいらしくデフォルメされたミニチュアで、携帯電話のストラップに使えるように、細い鎖くさりが付けられている。

「あは。可愛い」

　久美子は、鎖の端を摘つまみ上げ、揺れる熊のミニチュアを、楽しげに眺めている。

「気に入ってくれた？」

「うん。ありがとうございます」

　久美子は礼を言うと、ポケットから携帯電話を取り出し、その場でストラップを付け替え始めた。




　その後しばらく、貴久は、久美子と他愛たわいのない世間話をして過ごした。

　夏休みの出来事や、じきに始まる文化祭の話。テレビの話や音楽の話……本当に他愛のない話題ばかりだった。

　北海道旅行について、あまり突っ込んだ話を聞かれるとぼろが出そうだという思いもあり、できるだけ貴久の方から、話を振るようにしていたのだが、久美子は貴久の求めに応じて、この夏の出来事について、いろいろと話して聞かせてくれた。

　百合子の話は、貴久もしなかったし、久美子もしなかった。

　忘れているわけではない。忘れられる筈もない。だが、口にすれば思い出す。喪ったものの大きさと、それが取り戻せないものである事を、改めて思い知らされる。

　だから、百合子の事は話題にしない。どちらから言い出したわけでもないが、それが貴久と久美子の間の、暗あん黙もくの了解のようになっていた。




　貴久のアパートに寄っていく事は、母親にも知らせて了解を貰っていたとの事だったが、だとしても、高校生の女の子をあまり遅くまで引き留めておくわけにもいかない。

　時計の針が八時をまわったところで、貴久は久美子を帰す事にし、最寄りの駅まで送っていった。

「今日はどうもありがとうございました。久しぶりに、山口さんの元気な顔が見れてよかったです」

　帰りの切符を買うと、久美子は改めて、貴久に向き直った。

「とんでもない。久美子ちゃんの方こそ、わざわざ来てくれてありがとう。久しぶりに久美子ちゃんの顔を見たら、帰って来たんだなって実感したよ」

　それは単なる社交辞令ではない。確かな事実だった。

『パルメール』のあの日以来、貴久の生活は激変してしまった。百合子を喪い、ガーディアンを追い求め、そして貴久はユニコーンと接触してその一員となった。

　今の貴久は、『パルメール』事件以前の貴久ではない。ガーディアンと闘たたかう力を得るために、闇やみの組そ織しきに身を投じた人間なのである。犯罪に手を染め、警察からも逃げ回る。そういう立場の人間になってしまったのだ。

　だが、久美子といる時は、それを忘れる事ができる。『パルメール』以前の自分に戻る事ができる。貴久にとって久美子は、かつての自分との間を繋ぐ、懸かけ橋はしのような存在となっていた。

「……また、遊びに来てもいいですか？」

　久美子が、やや上目遣いになりながら、貴久を見た。

「それは別に構わないけど……ただ、例の旅行費用を返すのに、これからしばらくはバイト三昧になりそうなんだ。だから、しばらくの間は、留守がちになるかもしれないな」

　貴久は、登坂に告げたと同じ嘘うそを、久美子にも告げねばならなかった。

「そうなんですか……それじゃ、山口さんが暇な時にでも、またお邪じや魔まさせて貰いにきますね。実はあれから、お料理のレパートリーが増えたんです。だから、また、その実験台になって下さい」

　久美子は、冗じよう談だんめかしてそう言うと、

「それじゃ、今日はこれで失礼しますね。おやすみなさい」

　ぺこりとお辞じ儀ぎしてから、改札口の方へと向かっていった。

　改札口を抜けたところで、もう一度振り返り、貴久に向かって、手を振ってくる。

　その久美子に、軽く手を振って返しながら、貴久は、以前にもこんな事があったなと、思い返していた。

　百合子を亡くし、無む為いの日々を送っていた貴久のもとを、久美子が訪れてきたあの日。

　あの日もこの場所に立って、久美子の姿が見えなくなるまで見送っていたものだった。

　あれから三ヶ月あまりが過ぎ、貴久はあの時と同じ場所に立って、同じように久美子を見送っている。

　だが、貴久を取り囲む状況は、あの時とは完全に一変していた。

　あるいは久美子は、自分に対して、特別な感情を抱いているのかもしれない。単に、亡き姉の恋人に対する親愛の情というだけではなく、それ以上の気持ちを持っているのかもしれない。

　時に貴久は、そう感じる事がある。

　だが、仮にそうであったとしても、今の貴久には、久美子のその想いを受け入れる事はできない。その資格が、今の貴久にはない。

　今の貴久は、ユニコーンの戦闘員。闇に潜ひそむ犯罪組織の、その一員なのである。

　久美子の姿が、ホームヘと続く階段の中に消えていく。

　それを見送ってから貴久は踵きびすを返し、駅前をあとにした。




　　　　　四




　知り合いや家族にも、旅行から帰ってきた報告を済ませ、とりあえず、『山口貴久』といいう一個人が社会復帰できるような手筈は整えた。

　だが、それで、貴久のすべき事がすべて終わったわけではない。

　翌日から貴久は、前期日程の課題である、レポート作成に取りかかった。ユニコーンからの再招集があれば、また訓練等に時間を取られる事になる。今のうちに可能な限り進めておかねばならなかったからだ。

　大学図書館まで出向いて専門書を調べ、必要があれば、研究棟で実験データを集めてくる。そんな作業を続けていると、自分が学生であった事が、今いま更さらながらに思い出される。だが同時に、ただの学生であった頃ころの自分が、妙に遠くにも思えてくるのだった。

　レポートの執筆は比較的順調に進んでいたが、机の前に座ってばかりいると、どうも。体がむずむずしてくる。

　訓練所にいた頃は、それこそ毎日毎日、教官たちにしごかれ、たまにはゆっくり体を休めたいと思っていたものだったが、不思議なもので、いざ訓練から解放されてみると、今度は、妙に体が落ち着かない。

　そこで貴久は、夕方の二時間ばかりを、体力トレーニングに当てる事にした。

　自宅の周辺の、車通りの少ない道を選んで、ざっと八キロの距離を走り込む。ちょうど、その途中に公園があるので、芝しば生ふの上で柔軟体操をして、腹筋・背筋・腕立て伏せをそれぞれ二〇〇回ずつ。

　訓練所での毎日に比べれば、ごく軽いトレーニングメニューだったが、とりあえず、それだけ体を動かせば、適度な疲れも得られ、夜もぐっすり眠れるのだった。

　自宅待機四日目のその日も、貴久はランニングに出掛け、日の暮れる頃に戻ってきた。

　既に九月に入ったとはいえ、夏の暑さはまだまだ色濃く残っている。アパー卜に戻ってきた頃は、貴久は全身、汗まみれとなっていた。

　濡ぬれたＴシャツを体から引ひき剥はがすようにして脱ぬぎ捨て、熱いシャワーを頭から浴びる。

　汗と疲れを洗い流し、さっぱりしたところで浴室を出ると、外はもう、すっかり夜になっていた。

　コンビニに行って、弁当でも買ってくるか……。

　そんな事を思いながら、濡れた髪をタオルで拭ふいていた時である。

　ぴんぽ〜ん。

　玄関の呼び鈴が鳴った。

　……久美子ちゃんかな？

　貴久がそう思ったのは、二日前の別れ際に、久美子が言っていた言葉を思い出したからである。貴久は急いで服を着ると、玄関口ヘと向かった。

　ロックを外し、ドアを開ける。

「……あ」

　そして貴久は、そのままの体勢で、身の動きを止めた。

　ドアの外に立っていたのは、二人の男だった。一人は、四〇代半ばと見える、ずんぐりとした体格の男。その隣となりにいるのは、やや細身の二〇代の男だった。二人とも地味な色合いの背広を着ている。年上の男の方は、脱いだ上着を、左手に掛けるようにして携えていた。

　この二人組には、貴久にも見覚えがあった。確か、年とし嵩かさの男は立たつ宮みや、若い方は青あお木きと言った筈だ。『パルメール』事件を担当していた所しよ轄かつ署の刑事である。

「夜分、失礼します」

　ぺこりと頭を下げたのは、青木の方だった。

「ひょっとして、ご入浴中でしたか？」

　立宮が、やや恐きよう縮しゆくしたように言った。貴久の濡ぬれた髪に気付いたのだろう。

「いえ、ちょうどさっき上がったところですから……」

　とりあえず、そう受け答えをしながら、貴久は頭の中で、別の事を考えていた。

　……なぜ、この二人がここにいる？　なんのために来たんだ？

　もちろん、相手は警察だし、『パルメール』事件では、貴久も目もく撃げき者しやとして事情聴取を受けている。貴久の住所を知っているのは当然だが、長期間アパートを留守にしていた貴久の帰宅に合わせたような、この訪問のタイミングが、少し気に掛かった。あるいは、貴久の行動を不審に思い、探りを入れに来たのかもしれない。

「あの……ひょっとして、我々の事をお忘れでしょうか？」

　半ば上の空状態となっていた貴久を不思議に思ったのか、青木が、貴久の目を覗のぞき込むようにしながら、そう訊たずねてきた。

「あ、いえ、まさか……。ちゃんと覚えてますよ。青木さんと立宮さんですよね」

　怪しまれてはならない。貴久がユニコーンの一員となった事を、この二人に悟られてはならない。

「ただ……お二人が、わざわざ僕の部屋を訪ねていらっしゃるとは思わなかったので、ちょっと驚おどろいたんです。なにか、あったんですか？」

　貴久は、不自然な態度を表に現さないよう、細心の注意を払いながら、表面的にはさりげなく、訊ねてみる事にした。

「いえ、特になにというわけではありませんが……長期の旅行に出掛けてらっしゃるという話を聞きましてね。本部長も山口さんの事は気に掛けておられましたし、いつ頃帰って来られるのだろうと、近くを通った時には、寄るようにしていたんですよ。そしたら今日は、窓に明かりが灯ともっていましたんで、それでご挨あい拶さつがてら、寄らせて貰った次第です」

　青木が、そう答える。

　ユニコーン対策本部の本部長である国こ府う田だ警けい視し正せいが、一介の目撃者をそれほど気に掛けるとは思えない。半ば以上は社交辞令だろうが、この二人の様よう子すを見る限りでは、挨拶がてらに寄ってみただけというのは、本当のようだった。

　考えてみれば、貴久が警察に先駆けてユニコーンと接触できたのは、奇跡のような僥ぎよう倖こうが味方してくれたからである。普通に考えれば、あり得ない事だ。ユニコーンの作戦の、言ってみれば被害者であった貴久が、今はそのユニコーンの一員となっているなど、青木にしても立宮にしても、想像の埒らち外がいの事に違いない。

　やや緊きん張ちようの解れた貴久は、今度は自分から、訊ねてみる事にした。

「国府田さんは、お元気でらっしゃいますか？」

「ええ、お元気のようですよ。毎日のように、あちこち飛び回ってらっしゃいます。まったく、いつ休んでいるのかと思うぐらいでしてね。あの人の働きぶりには、我々も頭が下がります」

　立宮が、そう答えた。

　国府田警視正が、対ユニコーンに特化した警備体制を確立するために、各県警や関係各省に協力を要請しているというニュースは、大学図書館で調べた新聞記事の中にも載っていた。ユニコーンの武装とハイブリッドの戦せん闘とう能力の前には、通常の警官隊では対処できない。まずは、常に機動隊を臨戦状態に置き、ユニコーン出現と同時に、可か及きゆう的てき速すみやかに現場に派遣できるようにするのが、目標だと言う。

　有能な人間が捜査側のトップに立ち、ユニコーンを一いち網もう打だ尽じんにする準備を、着々と整えている。警察に対するユニコーンの優ゆう位いも、いつまでもは続かないかもしれない。

「ところで、北海道旅行はいかがでしたか？　お見掛けしたところ、随分とリフレッシュされたような印象を受けましたが」

　青木が、やや気分を変えるように、そんな事を訊ねてきた。

「そうですね……。あまり旅行を楽しむというような気分にはなれませんでしたけど、とにかく、このままうじうじしてても仕方ないなとは思いました」

　貴久が答えると、青木は軽く頷いた。

「ええ、それがいいと思います。奴らの事は、我々に任せておいて下さい。必ず捕まえて、法の裁きを受けさてみせますから」

「……はい。お願いします」

「では、我々はこれで失礼します。また、ご協力を仰あおぐ事もあるかもしれませんが、その時はよろしくお願いします」

「ええ、もちろん。……あ、そうだ、ちょっと待ってて下さいね」

「はい……なんでしょう？」

　貴久は、怪け訝げんな様子の青木をその場に置いて、いったん六畳間の方へと戻った。段ボール箱の中から、綺き麗れいに包装された缶かん入りのバターキャンディを取り上げ、もう一度、玄関先へと戻ってくる。

「これ、北海道土産ですが……よろしかったら、署の皆さんで召し上がって下さい」

「いえ、とんでもない。そんな事をしていただくわけには……」

　青木は、手を振って固辞したが、

「実を言うと、ちょっと土産物を買い過ぎてしまいましてね。知り合いにはもうひと通り配ってしまいましたし、ちょっと処分に困ってたんです。ですから、貰っていただけるとありがたいんですよ」

　貴久が再度勧すすめると、青木は困ったような表情を浮かべながら、傍かたわらの立宮を見やった。その青木に、口元に微び笑しようを浮かべたまま、立宮が頷いて返す。それで青木も、受け取る気になったようだった。

「そうですか……では、ありがたく頂ちよう戴だいいたします」

　青木は、軽く頭を下げながら、貴久の差し出した缶入りのバターキャンディを受け取った。

「では、国府田さんに、よろしくお伝え下さい」

「ええ。お元気そうだったと伝えておきます。……それでは、失礼します」

　青木はもう一度、改めて貴久に挨拶すると、立宮とともに、貴久の部屋の前を去っていった。

　キャリア組のエリートである国府田警視正。そして、青木と立宮、二人の刑事。

　貴久が出会った三人の警察官は、タイプこそ違え、好感の持てる男たちだった。悪を憎み、ユニコーンを逮捕捕ほ縛ばくするために、日夜、地じ道みちな捜査を続けている。

　だが、彼らが職務に忠実であればあるほど、ユニコーンにとっては手て強ごわい敵となるのだ。

　いつかは正面切って向き合う事になるのかもしれない。あの男たちを相手に戦わねばならなくなる時が来るのかもしれない。

　ユニコーンに加入した以上、貴久は、上の命令には従うつもりでいる。国府田を襲えと命ぜられれば、おそらく自分は、それに従うだろう。

　……できれば、そんな事にはなって欲しくないな。

　貴久は、そう思うのだった。
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　その翌々日。昼の二時頃の事である。

　貴久がパソコンの前に座って、レポートの清書を進めていると、

　こここんっ。

　やや忙せわしない感じで、玄関のドアがノックされた。どうやら、また来客らしい。

　……今度は誰だれだ……？

　貴久は、椅子から立ち上がって、玄関へと向かった。

　だが、ドアの覗き穴から外を眺めても、誰もいない。

　……悪戯いたずら……？

　不審に思いつつ、それでも一応、貴久は、ドアを開けてみた。

　すると、いきなり、

「毎度〜。らぶらぶクッキングの夏なつ樹きで〜す」

　ドア脇の壁の陰から、夏樹が、ひょこんと顔を突き出してきた。どうやら、貴久がドアを開けるのを、そこに隠れて待ち構えていたらしい。

「へへ〜〜驚いた？」

　思わず一歩後ずさった貴久を見て、夏樹が満足そうに笑う。

「……はい」

　貴久は憮ぶ然ぜんとしながら答えた。

　この日の夏樹は、短パンにタンクトップという姿だった。タンクトップは丈たけが短く、なめらかに引ひき締しまった腹が覗けて見えている。まだ暑い日々が続いているとはいえ、露ろ出しゆつ度どの高いその服装は、目の毒だった。

　こんな目立つ格かつ好こうの人間を戸口に立たせておくわけにもいかないので、貴久はひとまず、夏樹を部屋の中に引き入れ、玄関のドアを閉めた。

「……どうでもいいですけど、夏樹さん。ああいう挨拶を大声で言わないでくれませんか？　近所の人が妙に思うじゃないですか」

「あれ〜？　意外〜。近所の評判とか、気にする人だったんだ？」

　夏樹が、やや前まえ屈かがみになりながら、下から貴久の顔を覗き込んでくる。

「そりゃ気にしますよ。第一、僕らは、なるべく人目に付かないようにしなきゃならない立場でしょう」

「そうやって、こそこそすると、余計に目立つの。いいじゃない、男の子なんだから。馴な染じみの風ふう俗ぞく嬢じようがいたってさ。そんなの普通よ、普通」

　そんな勝手な事を言いながら、夏樹は早速、パンプスを脱いで、部屋の中に上がっていく。貴久は溜ため息いきをつきながら、ドアに鍵を掛け、夏樹のあとに続いて、六畳間へと戻った。

「なにやってたの？」

　電源の入ったままのディスプレイを覗き込みながら、夏樹が訊ねてくる。

「課題のレポートですよ。学校の」

「ふ〜ん。学校のお勉強かぁ……」

　夏樹はディスプレイに浮かんでいる文章をちらりと眺めたが、すぐに興味を無くしたように、パソコンの前から離れた。

「ねえねえ、ところでさ、この間のお菓子、まだ残ってるかな？」

「この間のって……ホタテの奴ですか？」

「そうそう、それそれ」

「まだ一袋、残ってると思いますけど？」

「じゃあさ、貰ってもいいかな？」

「……どうぞ。その段ボール箱の中にある筈ですよ」

　貴久が、部屋の隅に置いてある段ボール箱を示すと、夏樹はそのそばに屈み込んで、中を物色し始めた。

「……あ。あったあった。これこれ。職場の女の子にも、結構、評判がよかったんだ、これ」

　段ボール箱の中から目当てのものを見つけ出すと、夏樹はベッドの端に腰をおろし、早速、その袋を開けた。にこにこしながら、ホタテチップスをぱくついてる姿は、無む邪じや気きもいいところである。

「今日は、それが目当てで来たんですか？」

　貴久は、パソコンの前に座り直しながら、夏樹に訊ねた。

「うん。まあ、目的の一つはね」

「じゃあ、別の目的はなんなんです？」

「この間の約束。そろそろ疲れも取れた頃じゃないかなと思って」

　そう言うと夏樹は、貴久に向かって、片目を瞑つむって見せた。

　どうやら夏樹は、どうあっても、服部に言われた事を果たすつもりでいるようである。

「……お気持ちはありがたいんですが、今はこの通り、レポートをやらなきゃいけないんですよ」

　貴久は、ディスプレイに向き直ると、半分は夏樹への言い訳のために、キーボードに指を走らせた。

「なんで〜？　いいじゃん、別に。ちょこちょこっとやっちゃおうよ。ね？」

「本当に時間がないんですよ。再招集が掛かったら、やってる暇もなくなりますからね。今のうちにできるだけ進めておかないと」

「ちぇ〜つまんないの」

　夏樹が、ごろんとベッドの上に寝転がったのが、気け配はいで分かった。

「じゃ、今日は諦あきらめるけどさ、そういう事だったら、そのレポート、今夜のうちに片付けておいた方がいいわよ」

「……どうしてです？」

「今日、ここに来た目的の最後の一つが業務連絡だから」

　貴久は、キーボードの上に両手を乗せたまま、夏樹を振り返った。

　夏樹はベッドの上に仰あお向むけに横たわっている。天井を見上げたまま、口を開いた。

「明日、午前一〇時。これから言う場所に出頭して」

「それは、つまり……」

「ええ。再招集よ」

　訓練所から戻ってきて、六日目。

　束の間の休息は、こうして終わりを告げた。

　戦闘員候補生から、『候補生』の文字が取れ、正規の戦闘員としての日々が、これから始まる。
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　指定された場所は、貴久のアパートから、電車で一時間ほど揺られた先にある、小さな駅だった。その裏手にある、賃貸ビルの四階。『蓬ほう莱らい園えん』という看板が出ている部屋に行くよう、夏樹からは伝えられていた。

　貴久が、その賃貸ビルの前に立ったのは、指定された時刻の一〇分前。九時五〇分の事だった。

　狭い敷地に無む理り矢や理り建てたと見え、随分と縦に細長いビルだった。コンクリートの壁かべには、ところどころ細かいひびが入っていて、建てられてからの年月の長さを窺うかがわせる。

　ドアもない玄関ホールを奥へと進むと、突き当たりに古びたエレベーターが設置されていた。上へとあがるボタンを押すと、やがて、がたついた音を立てながらエレベーターが降りてきて、ドアが開いた。

　エレベーターの中に入ると、左手の壁に、各階の案内板が貼はり付けられてある。それを見る限りでは、ワンフロアに一つの業者しか入っていないようだ。それだけ、フロアごとの面積が狭いという事なのだろう。

　案内板の四階には、『蓬莱園』という文字が認められたが、その横に『中国式マッサージ』という表記もくっついている。

　貴久は、しばらくその文字を眺めてから、四階のボタンを押した。

　がたつく音を立てながら、エレベーターが上昇していく。

　再びドアが開くと、極ごく彩さい色しきが貴久の目に飛び込んできた。

　真っ赤な絨じゆう毯たん。ひと抱えもありそうな大きな花か瓶びんと、そこに詰め込まれた色とりどりの花々。壁には、黒地に金文字が記された、大きな額が掛かっている。漢字である事は確かなようだが、崩し文字のため、なにが書いてあるのかは、よく分からなかった。

　置かれた調度品は、どれも派は手でな色彩を誇っていたが、どこか安っぽい感じがする。豪華さを演出しようとして失敗している。そんな印象があった。

　貴久が、エレベータを下りたところで、周囲を見渡していると、やがて、カーテンで仕切られた廊下の奥から、オレンジ色のチャイナドレスを着た女性が、姿を現した。

「いらっしゃいませ。こちらはじめてですか？」

　話し掛けてくる日本語が、どこかたどたどしい。東洋系である事は確かだが、日本人ではなさそうだ。あるいは本当に中国人なのかもしれない。

「榊さかき原ばらで予約を取ってある筈なんですが……」

　これも夏樹から指示された通りの合い言葉を口にすると、

「ああ、サカキバラさん。きいてますね」

　チャイナドレスの女性は、にこりと笑って頷き、

「じゃあ、こちきてください」

　そう言うと、今し方、やってきたばかりの廊下の奥を指し示した。

　貴久は無言で頷くと、チャイナドレスの女性のあとについて、カーテンをくぐった。

　カーテンの向こうは、ひどく薄うす暗ぐらい。細い通路の両脇には、やはりカーテンで仕切られた幾いくつもの区画があり、そのそれぞれにベッドが置かれている。

　区画のいくつかは、カーテンで塞ふさがれていて、時折、ぼそぼそと囁ささやくような声が聞こえてくる。どうやら午前のこんな時間でも、何人か客がいる様子だった。

　狭い通路を進んでいくと、またカーテンが、行く手を塞いでいた。

「このむこうね」

　チャイナドレスの女性は、そのカーテンをめくって、貴久を奥へと誘いざなった。

　奥へと進むと、そこには普通に、昼の明るさが広がっていた。通路の突き当たりには、非常口の表記がある金属製のドアが見えた。おそらく、その向こうには非常階段があるのだろう。

　通路の右手には、三つのドアが並んでいたが、チャイナドレスの女性が貴久を連れてきたのは、その真ん中のドアの前だった。ドアに貼り付けられたプラスティック製のプレー卜には『支配人室』と記されている。

「サカキバラさん、きたよ」

　チャイナドレスの女性がドアをノックすると、がちゃりと音を立てて、そのドアが内側から開けられた。姿を現したのは、三〇歳ぐらいの目つきの鋭するどい男である。

　男は、ちらりと貴久に目を向けてから、チャイナドレスの女性へとその視線を戻し、

「こっちはもういいから、お前は向こうに戻ってろ」

　ぶっきらぼうな調子で、そう命じた。

「はぁい。わかりましたね」

　チャイナドレスの女性は頷くと、

「じゃ、ごゆっくり」

　貴久にもそう声を掛けて、『支配人室』の前を離れていった。

　それを見送ってから、男が再び、貴久に目を向ける。

「中に入れ」

「はい」

　貴久は頷くと、『支配人室』の中へと足を踏み入れた。
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　部屋の中は、ごく普通の造りだった。パソコンが載せられた執務机と、ファイルを収めた書しよ架か。壁の隅には、頑がん丈じような金属製の金庫も置かれている。

　執務机の手前には、小さなソファセットが置かれていて、そこにポロシャツを着た男が座っていた。年ねん齢れいは四〇歳ぐらい。頭髪の薄うすさに比べ、やけに太い眉まゆ毛げが印象的な男だった。

　貴久の背後でドアの閉まる音が聞こえた。先程の目つきの鋭い男が、閉められたドアに背中を凭せ掛けるようにして立っている。まるで貴久の退路を断つかのような姿勢だった。

　ソファに座っていた男が、ちらりと腕時計に目を落としてから、貴久を見上げた。

「時間通りだな」

『はい』と答えるわけにもいかないし、『いいえ』と謙けん遜そんするのも妙なものだ。どう答えるべきかと迷ったが、男は別に、貴久の返答など求めてはいなかったようだ。

「俺は藤とう堂どう。そっちのそいつは佐さ久く間まだ」

「山口貴久です。よろしくお願いします」

　貴久はそう応え、ソファの藤堂と、戸口の佐久間、それぞれに頭を下げた。

「とりあえず、そこに座れ」

　藤堂が、向かいのソファを顎あごの先で指し示す。

「はい。失礼します」

　貴久は、藤堂に一礼してから、言われた通りに、ソファに腰を下ろした。

「久しぶりの休きゆう暇かはどうだった？　羽根は伸ばせたか？」

「はい。それなりには」

　旅行の言い訳やらレポート制作やら、やるべき事が多くあり、完全な休暇というわけにはいかなかったが、自宅で寝泊まりできるという事は、それだけでもリラックスできる事ではあった。

「休暇中になにか変わった事はなかったか？　報告すべき事があれば報告しろ」

　変わった事と言われても、貴久としては、服部に指示された事を、その通りにこなしていっただけだ。報告と言っても、なにをどう報告すればいいのか分からない。

　そこで貴久は、とりあえず自宅待機中にあった事を、順を追って説明する事にした。

　服部に夏樹を紹介された事。

　田崎教授の研究室に赴き、『旅行』から帰ってきた報告をした事。その時、田崎教授から、前期課程のレポートを仕上げるように言われた事。

　緑川久美子が貴久の帰宅を知ってアパートまでやってきた事も、必要はないかもしれないと思いつつ、一応、報告した。

「……それと、三日ほど前の事ですが、刑事さんが二人、やってきました」

　貴久が、それを口にした時、藤堂の視線が、ちらりと貴久の背後に動いた。どうやら、戸口の佐久間と目を見交わしたらしい。

　だが、それも一いつ瞬しゆんの事だった。藤堂は、すぐにその目を貴久に向けると、

「そいつらは、なんのために来たんだ？」

　と、そう訊ねた。

「ただ挨拶に来ただけだと言ってました。特になにかを探るような感じもありませんでしたから、おそらくはその言葉通りなんだろうと、私は受け止めましたが」

　そう答えながらも、貴久は、今の藤堂の目線の動きが、気に掛かっていた。

「二ヶ月以上も家を空けていたお前が久しぶりに家に帰ったら、たまたまそこに来たと言うわけか？」

「私もそれが不思議だったんですが、どうやら、時々、様よう子すを見に来ていたようです。この間は、部屋の電気が点いてたので、それで私がいる事が分かったと、そう言っていました」

「そいつらは、どうして、そんなにお前の事を気にしてるんだ？」

「『パルメール』の事件の際、私が恋人を失った事を彼らは知っています。その後、私が長期の旅行に出掛けたので、もしかしたら、世を儚はかなんで自殺でも計るかもしれないと、そんな風に思っていたのではないでしょうか。私の事を気に掛けていたような事を言ってましたから」

「なるほどな……」

　頷いた藤堂の視線が、またちらりと、背後に動いた。

　……そうか。そういう事か……。

　ようやく貴久にも、この問答の意味が分かった。いや、今のこの問答だけではない。

　なぜ、訓練所を卒業したあと、そのまま本隊に配属されなかったのか。

　なぜ自宅待機などという期間が設けられているのか。

　その理由が、今、はっきりと分かった気がする。

　貴久が、青木と立宮の訪問を告げた時の、藤堂の視線の動き。あれは驚おどろきを示すものではなかった。藤堂は知っていたのだ。貴久のもとに、青木たちがやってきた事を。いや、それだけではない。盗聴器でも仕掛けていたか、それとも見張りを付けていたか、いずれにせよ、貴久がこの自宅待機中にどこでなにをしていたか、その一部始終を把は握あくしていたに違いない。

　厳きびしい訓練所生活から解放され、監視の目が緩ゆるんだその時、訓練生たちがどう動くか。ユニコーンから脱走を計ったり、裏切ったりする事はないのか。それを離れたところから観察していたのだ。

「聞くべき事は聞いた。特に問題はあるまい。立て、山口」

　藤堂の指示が、貴久の耳を打つ。

　貴久は無言のまま、ソファから立ち上がった。

「この部屋を出て右に行くと、非常階段がある。その階段を下りた先の駐ちゆう車しや場じように、グレイのバンが停まっている筈だ。その後は、バンのそばにいる男の指示に従えばいい。分かったな」

「はい、分かりました」

「では、行け」

　藤堂が顎あごをしゃくると、それを受けて、佐久間がドアを開ける。

　貴久は、戸口へと向かいかけ、そこでもう一度、藤堂を振り返った。

「ひとつ、伺ってもよろしいですか？」

「なんだ？　言ってみろ」

「もし私が刑事の来訪を報告せずにいたとしたら、私をどうされるおつもりだったんでしょうか？」

　藤堂は、片眉まゆを跳ね上げるようにして、貴久を見上げた。

　回答が貰えると期待していたわけではなかったが、一瞬の間のあと、藤堂のその口元に、苦笑めいた笑いが浮かんだ。

「おそらくは、ドラム缶が一つと、コンクリートが少しばかり、必要になっただろうな」

　……やはり、そうだったのか……。

　訓練所で行われた卒業試し験けん。あの山狩りもどきの追走劇は、本当の意味での卒業試験ではなかった。その後の自宅待機期間こそが、真の意昧での『卒業試験』だったのである。

「気が済んだなら、早く行け。仲間を待たせるんじゃない」

「はい。それでは失礼します」

　貴久は、藤堂と佐久間に一礼すると、くるりと踵きびすを返し、『支配人室』をあとにした。
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　錆さびの浮いた非常階段を下へと降りていくと、ビルの裏手に小さな駐ちゆう車しや場じようが見えた。その端には、藤とう堂どうが言っていたように、グレイのバンが停とまっていた。

　そのバンの車体に寄り掛かるようにして、一人の男が煙草たばこを吹かしている。

　貴たか久ひさがバンに歩み寄っていくと、男は咥くわえていた煙草をアスファルトに落とし、靴くつの底で踏み消した。左手の親指で、ぐいっと、後部のスライドドアを指し示したのは、後ろに乗り込めという事だろう。

　貴久が頷うなずくと、男はそのまま、バンの前部をまわり込むようにして、運転席側のドアヘと向った。

　貴久がスライドドアを開けると、バンの後部座席には既すでに、訓練所の仲間たちが集まっていた。

「お、山やま口ぐち」

　最初に声を掛けてきたのは、村むら雨さめ省しよう吾ごだった。下はジーンズ、上半身は白いＴシャツを着た上に、赤と白のチェック柄がらのシャツを、ボタンを留めずに羽は織おっていた。

　村雨の右みぎ隣どなりには、片かた山やま伸のぶ之ゆきがいる。真っ白なワイシャツの襟えりを立て、その上に黒いジャケットを重ねていた。腕を組み、目を閉じたその姿は、訓練所行きの車に同席した時と同じだったが、村雨の声に目を開いて、貴久にちらりと視線を向けた。

「こんにちは」

　後列の座席からも、小お澤ざわ優ゆう也やが声を掛けてきた。その隣には磯いそ崎ざき直なお人とがいたが、こちらは貴久を見て、無愛想に鼻を鳴らしただけだ。小澤は薄うすいベージュのヨットパーカーを着ており、磯崎は黒いＴシャツの袖そでをまくり上げ、両肩を剥むき出しにしている。

　訓練所では、皆同じユニフォーム姿だったせいか、四人の私服姿が妙に新しん鮮せんだった。ちょっとした同窓会の気分である。

「元気でやってたか？」

　村雨がそう言いながら、腰の位置をずらして、貴久の座るスペースを空けてくれる。

「ああ。それなりにな」

　軽く頷きながら、貴久は、村雨の隣に腰をおろした。

「じゃあ、全員揃そろったところで、いよいよ本部に向けて出発するとするか」

　先程、外にいた男が、運転席から、身をねじるようにしながら、そう告げた。

　しかし、ここには、貴久を含めて五人しかいない。

「あの……時とき田たさんが、まだですけど？」

　皆の疑問を代表するように、小澤が、運転席の男に訊たずねた。

「ん？　誰だれだ？　そいつは」

「僕たちと同じ訓練生です。訓練所から戻ってくる時、一いつ緒しよにいたんですが……」

「ふぅん、そうなのか。……だが俺おれは、そういう話は聞いてねえな。お前ら五人を連れてけと言われただけだ」

「そう……なんですか……。……なんでだろ？」

　小澤が、腑ふに落ちない様よう子すで小首を傾かしげると、

「そんな事、いちいち気にしたって仕様がねえだろ。上の連中の秘密主義は、今に始まった事じゃねえんだからよ」

　磯崎が、皮肉な調子で、それに答えた。訓練所でもそうだったが、上の人間は、貴久たちのような下っ端に、いちいち理由など説明はしない。ただ頭ごなしに命ずるだけなのだ。

「ひょっとしたら時田の奴、訓練所に逆戻りでも食らったかもしれねえな。羽は目めを外し過ぎたかなんかしてよ」

　村雨が笑いながら、小澤を振り返る。

「有り得る話だ」

　片山も腕を組んだまま、低く笑った。

　確かに、有り得る話ではある。だが……本当にそうだろうか？

　貴久は、先程の、藤堂とのやりとりを思い出していた。

　この『自宅待機』が訓練生たちの適正を見る最終試し験けんを兼ねていた事は間違いない。そして、その期間にユニコーンを裏切るような行動を取ったなら、上の人間がそれを許す筈はずがない事も、また確かだった。

　あるいは時田は、一時的に自由の身になった事で、考えを変えたのかもしれない。このままユニコーンの命令に従って生きるより、今のうちに逃げ出そうと、そう思ってしまったのかもしれない。もし、そうだとしたら、藤堂の言う『コンクリートとドラム缶』が、時田に対して使われていた可能性も、なくはないのである。

「どうした？　山口。なに考え込んでんだよ」

　村雨が、横合いから、貴久の顔を覗のぞき込んできた。

　だが、なんの確証もない、ただの想像に過ぎない事だ。別行動を取らせるべき、特殊な事情が時田にあったのかもしれないし、村雨や片山の言うように、訓練所に送り返されたのかもしれない。

　また仮に、貴久の想像通りだったとしても、ユニコーンがそういう組織だという事は、最初から分かっていた事である。今いま更さら、そんな事を口にしても始まらない。小澤あたりを、徒いたずらに不安にさせるだけだ。

「……いや、別に。大した事じゃないよ」

　貴久は小さく首を振って、村雨に答えた。
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　貴久たちを乗せたバンは、海岸沿いの道路を、西へと走っていた。

　時刻は、まだ一一時を過ぎたあたり。空は今日も、よく晴れている。ゆるやかに波打つ海面は陽光を受け、きらきらと輝かがやいていた。

「おい、山口。ちと、窓開けてくんねえか」

　村雨が、貴久の脇わきを肘ひじで小突きながら、そう頼んできた。

　貴久は、ドアの内側に設けられた、窓の開閉スイッチを入れた。

　窓ガラスが下にさがると、開いたその隙すき間まから、勢いよく潮しお風かぜが吹き込んでくる。

「ん〜〜いい風だ。まるっきりドライブ気分だぜ。窓があるだけで、こうも違うもんかね」

　村雨が、胸いっぱいに、潮風を吸い込む。

「訓練所への行き帰りの時は荷物扱いだったからな」

　片山が、喉のどを鳴らすようにして、低く笑った。

　気持ちよさそうに風に顔をなぶらせてる村雨をしばし見やってから、

「なあ、村雨」

　貴久は、そう声を掛けてみた。

「……ん？」

「待たい機き期間中、お前たち、どこにいたんだ？」

　貴久は自分のアパー卜で過ごしていたが、それが許されたのは、貴久が、服部の言うところの『Ａ類』に分類されているからだ。だが、村雨たちはそうではない。自宅に戻るわけにはいかない村雨たちがこの待機期間をどこでどう過ごしていたのか、その点に少し興きよう味みがあった。

「どこって……ホテルさ」

「ホテル？」

「ああ。結構いいホテルに部屋取って貰ってよ。金はなかったが、勘定は全部部屋に付くって言うんで、ホテルの施設は使い放題だった。プールにゃ水着のお姉ちゃんもいたしな。結構、羽根は伸ばせたぜ」

「みんな同じホテルだったのか？」

「いんや。お前が来る前に、その話をしてたんだけどよ。どうも、みんなバラバラだったみたいだな」

「なるほどね……」

「つーか、お前だって、似たようなもんだったんじゃねえのか？　なんで、わざわざ、そんな事、訊くんだよ」

　村雨が、不ふ思し議ぎそうに訊き返してきた。

「いや、俺は……」

　貴久は、一いつ瞬しゆんためらった。貴久一人が特別待遇を受けていた事を知れば、村雨たちの間に、貴久に対する隔意が生まれるかもしれないと、それが気に掛かったのである。

　だが、黙だまっていても、いずれは分かる事だろうし、仲間に対して隠し事をする方が、却かえってまずい結果を招きかねない。

「……俺は、うちに帰ってたよ」

　結局、貴久は、素直にありのままを答えた。

「うちに？」

　村雨が、軽く眉まゆを寄せる。

「うちって……自分のうちにって事ですか？」

　小澤の表情にも、驚おどろきの色が浮かんでいた。

「ああ。うちと言っても、実家じゃなくて、アパートの方だけどな」

「だけど……でも、どうして山口さんだけ……？」

「さあな。確かな事は分からないが、俺の表の顔がユニコーンの役に立つかも知れないと、そう判断されたらしい。戦せん闘とう員いんとしての務めも果たしながら今まで通りの生活も続けるようにと言われた」

「表の顔って………お前、そんなご大層な身分だったのかよ？」

　村雨が、脇から訊たずねてくる。

「いや、ただの学生だよ。工学部の大学院に通ってる」

「大学じゃなくて、大学院かよ。……ほぇ、そら凄ぇな」

　村雨が、片眉を跳ね上げた。

「じゃあ、お前んとこでやってる研究成果かなんかを、上が欲しがってるって事なのか？」

　今度は片山が、そう訊ねてきた。

「どうなんでしょうね。俺にもその辺は、よく分かりません。さっきも言ったように、俺はただ、そうするようにと言われただけですから」

　確かに、田た崎さき教授の研究は、その分野では最先端の部類に入るが、生化学の分野ならともかく、貴久たちがやっているような材料工学の、しかも基き礎そ研究のデータを、ユニコーンが欲しがっているとは考えにくい。

　ユニコーンが、貴久に対して、単なる戦闘員として以上の利用価値を見み出いだしているとすれば、むしろそれは『パルメール』の一件に関しての事に違いあるまい。あの事件で貴久は、被害者の恋人として警けい察さつの記録に残っているし、捜査本部の長ちようたる国こ府う田だ警けい視し正せいとの面めん識しきも得ている。

　そのコネクションが、あとあと、警察への対処法のひとつの駒こまとして使える時が来るかもしれない。おそらくユニコーンは、そう考えているのだろう。

　だが貴久は、その推測を村雨たちに話す気にはなれなかった。話せば、村雨たちは、その時そこでなにが起きたのかを、知りたがるに違いない。そして、その求めに応じるためには、あの日の記き憶おくを蘇よみがえらさねばならない。それは貴久にとって、避さけたい事だったからである。

「そうなんですか……」

　頷きはしたものの、小澤は納得がいかないでいる様よう子すだった。小澤だけではなく、村雨も片山も、どこか釈然としない表情を浮かべている。

　貴久が懸け念ねんした通りの反応だった。

　訓練所ではみな同じ扱いだった。みな同じように厳きびしい訓練に立ち向かっていた。だからこそ訓練生たちは、仲間同士、同じ思いを共有してきたのだ。特別扱いだの優遇措置だのは、その絆きずなを綻ほころびさせるものでしかない。

「へっ、要するに、またお前だけ、特別扱いってわけだ。いつでもどこでも贔ひい屓きされて、羨うらやましいぜ、まったくよ」

　磯崎が、皮肉たっぷりに鼻を鳴らした。
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　貴久たちを乗せたバンは、海沿いの道を走り続けていた。分岐路があるたびに、海側、海側へと進路をとっていく。陸側の景色を眺めていると、次第に、家並みが少なくなっていくのが分かった。

「いったい、どこまで連れてくつもりなんだか」

　村むら雨さめが、溜ため息いき混じりに呟いて、座席の上で、もぞもぞと腰を動かした。長時間車に揺られ、さすがに体が凝こってきたらしい。

　すると、

「もう見えてる」

　運転席から、そんな言葉が返ってきた。

「え？　ほんとっすか？」

　村雨が、ひょいっと、フロントガラスの方へと、身を乗り出した。

「ああ。あれだよ」

　運転席の男が、ハンドルを握ったまま、左手で前方を指し示した。

　貴久たちを乗せたバンが今走っているのは、海岸沿いの堤防の上だった。堤防といっても、それほどかっちりと造られたものではないから、土手と表現した方が近いかもしれない。その上に延びている道路も、一応、舗ほ装そうはされているものの、二車線に満たないほどの道幅しかなかった。

　堤防は海岸線に沿って、左へのカーブを描いている。そして、その突き当たりに、白灰色のコンクリートの建物が、ぽつんとひとつ、建っていた。

「……あれっすか？」

　村雨の問い掛けに、

「ああ、そうだ」

　運転席の男が頷いて返す。

　それはなんの変哲もない、古びた建物だった。建てられてからかなりの年月が経たっているらしく、コンクリートの壁へき面めんのそこかしこに、茶色の染みが浮かんでいる。

　海側にコンクリートの柵さくで区切られた槽そうが何面か設けられているところを見ると、どうやら元は、養殖か水産試験のためにでも造られた施設のようだ。土手を挟んだ陸側には、ちょっとしたグラウンドがあり、両端にサッカー用のゴールポストが置かれている。

　建物の背後には、岩肌を剥むき出しにした崖がけがそびえていた。崖の上には雑多な木々が乱生しており、その緑の中に、古びた赤煉れん瓦が造りの灯台が覗のぞいている。その老ろう朽きゆうぶりから見て、現在は機能していない事は明らかだが、灯台がそこにあるという事は、ここが岬の突端である事を意味していた。

　……あれが、ユニコーンの本部なのか……。

　次第に近付くその建物を、貴久は無言のまま見詰めていた。
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　建物のそばにバンを横付けにすると、男は運転席から、貴久たちを振り返った。

「ほれ、着いたぞ。とっとと降りろ」

　顎あごを振るようにして、そう指示する。

「はい」

　貴久は頷いて、スライド式のドアを開けた。

　外に降りると、海からの風が、貴久の体に吹き付けてくる。強い磯いその香りが、ここが海のそばである事を、改めて感じさせた。

　貴久に続いて、村むら雨さめや片山もバンを降りてくる。

「……ったく、しけたとこだな」

　建物を見上げた磯崎が、期待外れとでも言いたげに、軽く舌打ちした。

　貴久たちのいる陸側からだと、その建物は三階建てのように見える。だが、海側には土手の下にも、もう一階層あるから、実質的には四階建てという事になりそうだ。各階を併あわせた総面積はかなりのものがありそうだが、いかんせん、建物自体が古すぎる。長年潮風を浴び続けたせいか、コンクリートの壁へき面めんには汚れが目立ち、ところどころにはひび割れさえも走っていた。磯崎ががっかりするのも無理はない。

　建物の奥、崖に近い側には、シャッターの下ろされた区画があった。どうやら、車庫の入口らしい。貴久たち五人が外に降りると、男はバンを、そちらへと動かしていった。

　置き去りにされた形の貴久たちだったが、おそらく貴久たちの到着をどこかから見ていたのだろう。それと入れ違いのように正面玄関のドアが開き、一人の男が外に出てきた。

　身長は一七〇センチ前後。ややくすみのある黒い作業服に全身を包んでいる。年ねん齢れいは三〇代半なかばというところ。どちらかと言えば丸顔で、髪を短く刈っている。その表情は穏やかで、柔にゆう和わな印象さえあったが、この男は間違いなく、ユニコーンの人間だった。訓練所での卒業試験の際、ゴールに設定された山小屋の中に、荒あら木き茂しげ樹きとともにいた男である。

　誰が号令を掛けたわけでもないが、貴久たちは、ごく自然に、横一列に整列していた。訓練所で身に付いてしまった、条件反射のようなものだ。磯崎さえも例外ではない。まだ完治していない右足を引きずりながら、磯崎は列の端に並んだ。

　男は、貴久たちの前に立つと、居並ぶ顔をざっと見渡してから、おもむろに口を開いた。

「よく来たな、新入りども。俺は奥おく山やま。荒木さんの下で、第二小隊長を務めている。戦せん闘とう員いん候補生は実際の任務に就つく前に、荒木さんのもとで実務訓練を積むのが慣例だ。従って、これよりしばらく、お前たちは、この俺の指示で動く事になるわけだ。分かったな？」

　奥山の話しぶりは、簡かん潔けつかつ明解なものだった。

「はい、よろしくお願いします」

　貴久たちが頭を下げると、奥山は軽く頷いてから、踵きびすを返した。

「では、本部の中を案内する。ついてこい」
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　本部の入り口は、そのドアも周囲の外壁も、透明なガラスで造られていた。おかげで外光がふんだんに差し込み、玄関ホールの中まで、明るく照らされている。ホールの右手には受付カウンターがあり、その奥には、明るい制服を着た女性職しよく員いんの姿もあった。

　闇やみの組そ織しきには似つかわしくないほど、開放的な造りだったが、建物の中へと入ると、そこかしこに監視カメラが設置されているのが分かった。

「まずは下だ。お前らの寝床ネグラに案内しよう」

　玄関ホールに面した場所にエレベーターが設置されている。だが、奥山は当然のようにその前を通り過ぎ、廊下の奥にある階段へと向かった。貴久たちも一団となって、そのあとに続く。

　廊下を進んでいくと、時折、他の人間とすれ違った。ワイシャツにネクタイという、いかにもサラリーマン風の人間もいれば、奥山と同じ作業服を着た男たちもいる。作業服の男たちは、通り過ぎる際、決まって奥山に、目礼していった。

　階段を一階層分降りると、奥山は更に廊下の奥へと、貴久たちを引き連れていった。

「ここだ」

　奥山が立ち止まったのは、そのフロアのほとんど突き当たりに近い場所だった。廊下の左右には、ずらりとドアが並んでいる。そのひとつを示しながら、奥山は貴久たちを振り返った。

「お前たち平ひらの戦闘員は、この四人部屋で過ごす事になっている。磯崎、小澤、村雨、山口。お前たち四人はその部屋だ。片山、お前はその隣となりに入れ」

「はい」

　廊下に並ぶドアの間隔から、おおよその見当は付いていたが、その四人部屋はひどく狭かった。左右の壁かべに面してそれぞれ二段ベッドが設置され、正面の壁には書き物机が置かれているのだが、その三つの調度品で、部屋の面積の六割は占められてしまっていた。おまけに、このフロアは玄関のあるフロアのひとつ下で、しかも陸側だから、窓さえもない。

「まるきり刑ム務シ所ヨだな、こら」

　村雨が、皮肉な笑いで唇を歪ゆがめた。

「ベッドの割り当ては決めてある。マットレスの上のカルテを見ろ。そこに書いてある名前が、そのままベッドの割り当てだ」

　廊下から、奥山の指示が聞こえた。

『名札』ではなく『カルテ』という表現になっていたのが妙だったが、実際にベッドヘと目を向けてみると、その意味がすぐに分かった。

　ベッドは綺き麗れいに清掃されていて、そのマットレスの中央に、四角に折り畳んだシーツと枕まくらが載せられている。その隣には、今奥山が身に着けているものと同じ作業服と運動靴が用意されている。そして、その上に被かぶせるように、一枚の厚手の用紙が置かれていた。

　用紙を手に取って眺めてみると、生年月日に身長、体重。血液型に病歴まで。およそ身しん体たいに関するデータを記入する欄が、ずらりと並んでいた。

　なるほど。確かにこれは『カルテ』だ。

「自分の割り当てが分かったら、訓練前に着替えろ。サイズは合ってる筈だ」

　貴久のベッドは、ドアから見て左手のベッドの下段だった。その上は村雨。反対側のベッドは、上段が磯崎で、下段が小澤である。

　貴久たちは言われるままに、訓練着に着替えた。脱いだ服は畳んでマットレスの上に置き、靴の方はベッドの下に押し込む。

「着替え終わったら、カルテを持って、廊下に出ろ」

　奥山の指示で廊下に出ると、既に片山も着替えを終えていた。

「さっきも言ったように、ここがこれからのお前らのねぐらになる。ちゃんと部屋を覚えておけよ」

　奥山は、それだけ告げると、またくるりと踵を返した。

「では、次は上だ」
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　再び階段を使って、元のフロアヘと戻ると、奥山は、今度は廊下の奥まった場所へと、貴久たちを連れて行った。

「これから、そのカルテの空くう欄らんを埋めて貰う。言ってみれば、健康診断だな。中に先生がいらっしゃる。失礼のないようにしろ」

　奥山はそう告げると、貴久たちの先に立って、ドアを開けた。

「福ふく井い先生、新入りたちを連れてきました。よろしくお願いします」

　戸口から奥へと向けて一礼し、それから奥山は、部屋の中へと入っていった。

「失礼します」

「失礼しま〜す」

　貴久たちも、そのあとに続いた。

　部屋の中は、完全に医務室の造りとなっていた。白いカーテン、白いベッド。そして白衣をまとった医師。

「さすがに時間通りだね」

　デスクの前にいた男が、椅子に座ったまま、貴久たちを振り返った。黒くろ縁ぶちの眼鏡めがねを掛けた、初老の医師である。柔和な眼まな差ざしが印象的で、とても非合法な組織に手を貸すような人間には思えない。あるいは訓練所に詰めていた佐さ野のという元外科医のように、過去に問題を起こした医師なのかもしれなかった。

　そして、その福井の左右に寄り添うように、二人の看かん護ご婦ふが立っていた。この二人にしたところで、正規の資格を持った人間とは限らないのだが、看護婦の制服を着て医師の隣に立っているのだから、看護婦と表現しても構うまい。

　いずれも、二〇代前半の、若い看護婦だった。一人は、艶つややかな黒髪を後ろに束たばねた眼鏡めがねの女性。もう一人は、ショートカットのやや気の強そうな女性である。

　ぴ〜うぃっ。

　不意に、貴久の左隣で、口笛が聞こえた。村雨だ。二人の看護婦の、白いスカートに包まれた腰のあたりを見比べるようにしながら、だらしなく目め尻じりを下げている。

「村雨」

　奥山が、横目にじろりと、村雨を睨にらむ。

「あ、申し訳ありません」

　村雨は慌てて、直立不動の体勢を取った。

　看護婦たちは、互いに目を見交わし合って、余裕のある笑みを浮かべている。血の気の多い戦闘員たちが大勢集まっている、この本部である。そうした視線を向けられる事にも慣なれているのだろう。

　黒髪の看護婦が、貴久たちの方へと、一歩、進み出た。

「それじゃあ、これから、いろいろと検査をさせて貰いますね。そんなに難しい検査じゃないから、緊きん張ちようしないで大丈夫ですよ」

　穏おだやかな笑みと、やわらかな声で、そう告げる。

「よろしくお願いします」

「簡かん単たんな検査は私たちが受け持ちますから、ローテーションを組むような感じでまわってくださいね」

　黒髪の看護婦がそう説明している間に、ショートカットの看護婦は採血台の準備をしている。福井と呼ばれた医師は、聴ちよう診しん器きを耳に嵌はめて、最初の診察者を待っていた。

「分かったら、さっさと動け」

　奥山が、ぱんと手を叩たたく。

「はいっ」

　その合図で、貴久たちは、それぞれに散った。

　まず最初に、村雨は迷わずショートカットの看護婦が待つ採血合へと向かった。磯崎も磯崎で、こちらは黒髪の看護婦が用意しようとしている血圧計の前に、早くも陣取っている。どっちもどっちと言うところか。貴久は苦笑しながら、空いていた福井のもとへと進んだ。

「お願いします」

　一礼して、福井の前の椅子に座り、カルテを手渡す。

「じゃあ、シャツを捲まくりあげて」

　ひんやりとした聴診器を胸に当てられていると、採血合の方から、村雨とショートカットの看護婦とのやりとりが聞こえてきた。

「……むらさめ？　なんか作ったような名前ね。ほんとに本名なの？」

「当たり前じゃないすか。戸こ籍せきだってチェックされてんだから、偽名の使いようがないでしょう」

「それもそっか」

　看護婦は納得したように頷くと、カルテを脇に置いて、村雨の左腕に、手際よくゴムチューブを巻き付け始めた。

「君の方はなんて名前なの？」

　されるままになりながら、村雨が看護婦に訊たずねた。

「そんな事聞いてどうすんのよ」

　ゴムチューブをぎゅっと引き絞りながら、看護婦が、ちらりと上目を遣う。

「知りたいから……じゃ、駄目かい？」

　村雨が、覗き込むように顔を寄せながら、それに答えた時、

「ん、んんっ！」

　聞こえよがしの空から咳ぜきが聞こえた。奥山のものである事は言うまでもない。

「……と思ったけどさ、またの機会にするわ」

　村雨が、前まえ屈かがみになっていた上体を、自動人形のように元に戻した。

「そうね、その方がいいわね、新米さん」

　看護婦は目元で笑いながら、村雨の腕に浮き出た血管に、注射針を刺し込んだ。

「うっ」

　顔を歪ゆがめる村雨に、

「はあい、強い子は痛がっちや駄目よ〜？」

　からかうような笑みを向けながら、看護婦は容赦なく血液を採取していく。

　そんなコントのようなやりとりを見ているうちに、福井の診察は終わったらしい。

「もう、おろしていいよ」

　福井は、耳から聴診器をずらすと、机に向き直って、カルテヘの記入を始めた。書き込みを終えると、それを貴久の方へと戻してよこし、

「検査する事はまだあるが、先に向こうを済ませて来なさい」

　二人の看護婦の方を、目線で示した。

「はい、分かりました」

　貴久はカルテを受け取ると、後ろに並んでいた片山に、席を空け渡す。

　次は、採血合か血圧計だが、ひと足先に測定を終えた磯崎が、村雨の後ろに並んでいたので、貴久は黒髪の看護婦のいる血圧計の方へと向かった。

　磯崎に続いて測定を受けていたのは小澤だったが、こちらは村雨とはまったくの正反対だった。袖そでを捲り上げた腕に看護婦の手が触れるたびに、びくっと体を震ふるわせている。

「そんなに緊張しないでってば」

「す、すいません……」

　笑いとともに窘たしなめられ、小澤はしきりに恐きよう縮しゆくしていた。

　そうこうするうちにも測定が終わり、小澤がカルテを手に血圧計の前を離れる。

「お願いします」

　貴久はそう挨あい拶さつして、看護婦にカルテを差し出した。

「じゃあ、その椅子に腰掛けてくださいね」

　そう答えながら、看護婦がカルテを受け取る。……と、その時、看護婦の目線がカルテの一点で停とまった。

「……山口……貴久？」

　顔を上げ、まじまじと貴久を見る。

「はい、そうですが……？」

　貴久は、怪け訝げんな思いで、黒髪の看護婦の顔を見返した。

　ふと気付くと、磯崎の採血準備をしていたもう一人の看護婦も、ゴムチューブを手にしたまま、貴久の方に顔を向けている。

「？」

　二人の看護婦の反応が、貴久には理解できなかった。『村雨』という姓に反応するならまだ分かるが、『山口』という姓も、『貴久』という名も、特に珍しいものではない。あるいは以前に面識でもあったのかとも思ったが、黒髪の方にもショートカットの方にも見覚えはない。間違いなく、初対面の筈だ。

「……僕の名前が、どうかしましたか？」

　貴久が重ねて訊ねると、

「え……、ああ……ううん、別に。なんでもないのよ」

　黒髪の看護婦は、とってつけたように首を振った。

「じゃあ、その……とりあえず、腕を捲まくって貰えますか？」

「……はい」

　釈然としないものがありはしたが、とにかく今、検査のために、ここに来ている。貴久は首を傾かしげながらも、言われるまま、左の袖を捲り上げた。
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　検査が一段落したのは、一時間ほどが経過したあとだった。大掛かりな装置を使うような検査はなかったとはいえ、血液のほかに尿も採取され、挙げ句の果てには、背骨に針を刺し込まれて髄ずい液えきまで取られてしまった。

「ちょいとばかり、モルモットの気持ちが分かったよ」

　村雨が口にしたその言葉は、さほど的まと外はずれでもない。

　検査を終えた貴久たちが服装を整えると、奥山が再び、ぱんと手を叩いた。

「よし。じゃあ次だ。本部の中を、ひと通り案内してやる。ついてこい」




　ユニコーンの本部は、地上四階、地下二階という構成になっていた。そのうちの一階部分は、最初に案内されたように、堤防との段差の兼ね合いで、海側には窓があるという変則的な造りになっている。おもに戦闘員の居住空間として用いられ、戦闘員用の風ふ呂ろ場ばなども、このフロアにあるそうだ。

　二階は玄関から直接入れるフロアという事もあって、半ばは偽装のための施設である。場所が場所だけに、訪問者が来る事自体、ほとんどなさそうだが、可能性がいかに少なくとも、ゼロではない限り、やはりそのための偽装は必要なのだろう。

　奥山の説明によると、この建物は、『富とみ井い物産』という食品会社の研究施設として登録されているらしい。『富井物産』自体が、ユニコーンの所有する法人なのだが、見せかけたけではなく、ちゃんと業務も行っている。そのため、この本部でも、海産物を利用した食品開発を、曲がりなりにも続けているという事だった。

　三階には、隊員たちの食堂やトレーニングルームが設置されている。また、女性隊員のための宿舎もこの階にあるが、その区画は男子禁制という事だった。

　地下一階には、各種装備の保管室や、射しや撃げき訓練場が配置されていた。射撃訓練場が地下に置かれているのは、防音を考えての事だろう。

　貴久たちは、奥山に施設や備品の使い方の説明を受けつつ、本部内を見てまわったが、すべてのフロアに案内されたわけではなかった。

　幹部の居室と、作戦司令室がある最上階。及び、ユニコーン最大の武器であり、最高の機密ともいうべき、ハイブリッド関連の施設がある地下二階。この二つのフロアには、幹部もしくは、特に必要があって出入りを許可された者以外は、立ち入りを禁止されていたからである。




　医務室のある二階フロアから、いったん地下一階まで降り、そして再び階段を上がって、地上三階。

　出入りを許されるエリアの説明が、ひと通り終わったところで、

「それで……俺たちはこれからここで、なにをする事になるんですか？」

　村雨が、それを奥山に訊ねた。

「訓練だ」

「……やっぱり……」

　諦あきらめにも似た吐と息いきを漏もらしたのは、小澤である。

　奥山は表情を変えぬまま、小澤を一いち瞥べつし、言葉を繋つなげた。

「お前らがこれまでこなしてきたような訓練は、初歩の初歩、ただの体力作りだ。ここからはより実戦的な訓練になる。まずは知る事、そして身に着ける事だ。生き抜く術をな」

「……それで、訓練の開始はいつからなんですか？」

　今度は、貴久が質問した。

「今、うちの隊の連中が、次の作戦の下見に出掛けてる。そいつらが戻ってきてからになるから、まだしばらくは時間があるが……」

　そこまで口にしたところで、奥山は、左手を持ち上げるようにして、腕時計の針を確認した。

「そろそろ会議も終わる頃か……よし、いい機会だ。お前ら、ちょっとついて来い」

　奥山はそれだけ言い置くと、例の如ごとくに、くるりと踵を返した。

　なんの時間を確認したのかも、どこに連れて行くつもりなのかも分からないが、ついて来いと言われればついて行くしかない。貴久たちは互いに顔を見合わせながら、奥山のあとに従った。

　奥山は、東側にある階段口へと向かうと、そのまま上へとあがっていった。貴久たちが今いるのは三階だから、その上は四階。つい先程、立ち入り禁止と言われたばかりのフロアである。

「いいんですか？　あがっても」

　さすがに貴久が躊ちゆう躇ちよすると、

「階段口までなら大丈夫だ。いいからあがってこい。滅多にない機会だからな」

　既に踊り場まであがっていた奥山が、改めて貴久たちを手招きする。

「はあ……分かりました」

　奥山がそう言うのだから、禁きん忌きを破るような事にはなるまい。貴久たちは、奥山のあとについて階段をのぼった。

　四階まであがっても、階段はまだ上に続いていた。おそらく、この上は屋上だろう。

　階段口から覗ける四階フロアの廊下は、一見したところ、他の階となんら変わらない。だが、階段口とその一歩先の廊下との間には、越えてはならない境きよう界かい線せんが、厳げん然ぜんと存在しているようだった。奥山は、その境界線の内側に、廊下を向いて立っている。

「お前らも、そこに並べ。横一列にな。間違っても、廊下に踏み込むなよ」

「……はい」

　言われるまま、貴久たちは、一列に並んだ。奥山のすぐ右隣に片山、そして、村雨、貴久、小澤、磯崎の順である。

「いったい、これからなにがあるって言うんですか？」

　片山が、傍かたわらの奥山を顧かえりみる。こうしてすぐ隣に並んでいると、二人がほぼ同じ身長である事が分かった。

「ちょうど今そこの会議室で、最高幹部の皆さんが、作戦会議を開いてらっしゃるところだ」

　奥山が、廊下の左手の突き当たりにあるドアを示した。

「その会議も、そろそろ終わる頃だ。いい機会だから、お顔を拝見させて貰え」

　ユニコーンの幹部……。

　すると、あの速はや水み敬けい介すけも、今、あのドアの向こうにいるという事だ。

　すべてが始まったあの日に、『パルメール』にいたあの男。

『リッジウェイ』において再会し、貴久のユニコーン加入を許可してくれた、あの男。

　その速水敬介が、今、あのドアの向こうにいるという。

　……あの男は、俺の運命の分ぶん岐き点てんに、いつも待ち構えている。

　貴久は、そんな気さえするのだった。
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　──どれほどの時間が経たっただろう。

　ドアの向こうから、複数の足音が重なって聞こえてきた。

　会議が終わったのだ。

「姿勢を正せ」

　奥山の指示で、貴久たちは一様に、直立不動の体勢を取った。顔を正面に向けたままの貴久の耳に、会議室のドアの開く音が聞こえた。

　最初に貴久たちの前に現れたのは、浅黒い肌をした精せい悍かんな顔立ちの男だった。だが、幹部と言われて想像していたより、かなり若い。せいぜい二五、六といったところだ。目付きが鋭く、唇が薄うすい。硬めの髪を、まるでハリネズミのように逆さか立だて、顎にうっすらと髭を伸ばしていた。

　身に着けているのは、カーキ色のシャツに、黒のレザージャケット。はだけた胸元には、シルバーのネックレスを垂らしている。

「岡おか崎ざきさんだ」

　奥山が小声で、その名を告げた。

　岡崎は、階段口に整列している貴久たちを見ると、鼻から息を抜くようにして笑い、そのまま貴久たちの前を通り過ぎていった。

「そして、あの人が中なか村むらさん」

　岡崎のそのすぐあとに現れたのは、四〇前後と見える、小太りの男だった。いや、小太りというよりは、堅太りというべきだろうか。左の目尻に鈎かぎ状じようの傷があり、周囲の皮ひ膚ふがやや引き攣つれている。岡崎とタイプは違うが、この男も、剣けん呑のんとした空気を身に纏まとっていた。ぎろりと剥かれた目が貴久たちを一瞥した時、貴久の隣で小澤が、ぶるっと身を震ふるわせた。

「そして、あれが佐さ々さ木きさん。ユニコーンの──俺たちの総司令だ」

　その男は、白衣をまとっていた。

　年齢は、三〇代半ばぐらい、ちょうどあの速水と同年代に見える。細面の顔立ちに、銀縁の眼鏡を掛けていた。髪型も、ざっと櫛くしを入れただけといった感じで、あまり気を遣っているようには見えない。眼鏡の奥に覗ける眼差しは、どこまでも静かで、そして冷たかった。感情というものが、一切、窺うかがえないのだ。心の内を読もうとしても、その手掛かりさえ与えてくれない。そんな感じがする。

　佐々木は緩ゆるやかな足取りで、貴久たちの前を通り過ぎていく。貴久たちを見向きもしないどころか、その存在すら気にも留めてない様子で、ただ真まっ直すぐ、歩き去っていった。

　……あれが、ユニコーンの総司令。この闇の組織を統すべる男。

　荒木のような優れた体たい躯くを誇っているわけでもなく、岡崎や中村のように他を圧する威圧感を放っているわけでもない。だが、息をするのも憚はばられるような存在感が、佐々木にはあった。さすがはユニコーンの頂点に君臨しているだけの事はある。

　そして、佐々木が通り過ぎたその後ろからやってきたのが、忘れようもない、あの男だった。

　穏おだやかでありながら、威い厳げんに満ちたその風ふう貌ぼう。知性と意志の強さを兼ね備えたその眼差し。

「副司令の速水さん。その隣にいるのが高たか杉すぎさんだ」

『パルメール』でも『リッジウェイ』でもそうだったが、速水はこの日も、落ち着いた色合いのスーツを着込んでいた。ただし、今回は僅わずかにネクタイを緩めている。

　その速水の脇わきに付き従っているのは、これもかなり若い男だった。最初に現れた岡崎とほぼ同年代だろう。だが、この男の場合、特筆すべきは、その若さではなく、むしろその顔立ちだった。形の良い眉まゆと、すっと通った鼻筋。切れ長の眼差しと、深みのある黒い瞳ひとみ。一〇人いれば一〇人、一〇〇人いれば一〇〇人が、みな揃そろって、この男を『美青年』と形容するに違いない。それほどまでに、この高杉という男の顔立ちは整っていた。

　速水と高杉は、なにやら小声で言葉を交かわしながら、廊下を進んでくる。

　その速水を、貴久は、じっと見詰めていた、

　……あんたと交わした約束通り、俺はこうして帰ってきた。地獄の訓練を乗り越え、再び、あんたの前へと戻ってきた。

　ガーディアンをこの手で倒す。貴久のその誓いを、速水は夢物語と一笑した。

　確かにその通りだ。まともに考えれば、万に一つの勝ち目もあるまい。だが、力を蓄え、準備を整えさえすれば、その万に一つを、千に一つにする事はできない事ではない筈だ。

　ガーディアンと闘たたかうため。闘って倒してのける可能性を、ほんの僅かでも増やすため。

　貴久がユニコーンに加入したのは、ただそれだけが理由だったと言っていい。

　……俺は諦めない。いつか必ず、その場に立ってみせる。そのために、俺のすべてを注ぎ込んでみせる。

　睨にらみ付けるような貴久の視線のその先で、速水は高杉と言葉のやりとりを続けている。

　貴久の前を通り過ぎる時、速水の視線が、ちらりと貴久の顔に向けられた。

　だが、それだけだった。

　立ち止まりもせず、視線を留める事さえしない。速水は、そのまま高杉と話し続けながら、貴久の前を行き過ぎていった。

　貴久は、急きゆう激げきに熱が冷めていくのを感じた。

　あの男は、貴久の事など、気にも留めていなかった。考えてみれば、それも当然かもしれない。速水はユニコーンのナンバー２であり、一方の貴久は、吹けば飛ぶような下っ端戦闘員でしかない。その他大勢の、その一人にしか過ぎないのだ。

　貴久が、自じ嘲ちようめいた笑いを、口元に浮かべた時である。

「あ〜ら、どっかで見た顔だと恩ったら、山口くんじゃないの」

　女の声が、至近から聞こえた。

　貴久の前に立っていたのは、見覚えのある女だった。『パルメール』でも『リッジウェイ』でも、速水とともに行動していた、あの女である。

　女は、体にフィットしたワンピースの上に、裾すその長い白衣を重ねて羽織っていた。胸の下で腕を組み、笑いとからかいがないまぜになったような表情で、貴久を見詰めている。

　この女がユニコーンの一員である事は、もちろん分かっていた。だが、今、ここにいるという事は、会議室から出て来たという事だ。という事は……。

　貴久が、奥山に視線を走らせると、

「村むら上かみ玲れい奈な先生。外科医でもあり、ユニコーンの最高幹部のお一人でもある」

　貴久の予測を裏付けるように、奥山は答えた。

「しばらく見ないうちに、随分と逞たくましくなったじゃない。元気でやってた？」

「はい、おかげさまで。……その節は失礼いたしました」

　貴久は軽く頭を下げた。

　村雨と小澤が、両脇から怪訝な視線を向けてきている。なぜ貴久が最高幹部と知り合いなのか、それを疑問に思っている事は明らかだった。

「あらあら。また随分と、お行ぎよう儀ぎもよろしくなったこと」

「はい。あの時とは、立場が違いますから」

　からかうような口調の村上に、貴久は表情を変えぬまま答えた。

　あの時の貴久は、ユニコーンと関わりなく存在していた。だから対等の立場で交渉ができたのだ。だが、今は違う。村上は、貴久の遥はるか上位に存在する人間なのだ。

「ふぅ〜ん……そうなんだ。ちょっと残念ね。あの小生意気な山口くんが、結構気に入ってたのに」

「おそれいります」

　貴久は、無表情のまま、もう一度静かに頭を下げた。

「ほんとに見事に調教されちゃって。……まったく大したもんだわ」

　村上が呆あきれたような苦笑を浮かべ、そして会議室の方を振り返る。

　村上に続いて会議室を出て来だのは、一九〇センチ近い上背と、それに見合った体の厚みを持った男だった。荒木茂樹。貴久たちの卒業試験に立ち会った、ユニコーンの作戦指揮官である。荒木は、貴久たちと同様の訓練着を、胸元を開けるようにして、ラフに着こなしていた。

「あの人は…………説明するまでもないな」

　奥山も、この男に関しては、説明を省はぶいた。

　おそらく、最後に出てきたのだろう。会議室のドアを後ろ手に閉めた荒木は、そこで村上の視線に気付いたようだった。

「どうかしましたか？　……なにか、粗そ相そうでも？」

　荒木が、貴久たちをちらりと見やってから、村上に声を掛ける。

「ん〜ん、べっつにぃ」

　その荒木に皮肉な調子で答えてから、村上は、改めて貴久に向き直った。

「ねえ、山口くん。あの時も言ったけど、あたしは、あんたがしようとしてる事を認めてるわけじゃないのよ。考え直して欲しいと、今でもそう思ってる」

　復ふく讐しゆうなんて馬ば鹿かな事は忘れてしまえ。『リッジウェイ』で対面した時、村上は、そう言っていた。

　確かにその通りかもしれない。仮に首尾よくガーディアンを──藤ふじ岡おか武たけ士しを倒す事ができたとしても、それで百ゆ合り子こが生き返るわけではないのだから。復讐はなにも生み出さない。ただ、自分の心と体を汚すだけだ。

　貴久も、そんな事は充分、分かっている。分かっていてなお、この道を選んだのだ。損得勘定でもなければ、善悪の判断でもない。そうしなければならないから、そうしている。理屈ではないのだ。

　だが、その思いを、村上に理解して貰えるとは、貴久も思っていなかった。反論する気も、説得する気もない。

「お心遣い、ありがとうございます」

　貴久はただ、それだけ答えた。

　村上は、そんな貴久をしばし見上げてから、ふっと息を抜くようにして笑った。

「ま、ここまで来ちゃったんじゃ、今更なに言っても始まらないけどね。まあ、とにかく、死なない程度に頑がん張ばんなさいな。……それと、隣のボク」

「え？　俺っすか？」

　不意に視線を向けられ、村雨が慌あわてて姿勢を正した。

「あんまり、人の胸ばっか、じろじろ見てんじゃないわよ」

　右手の人差し指で、ぴんっと村雨の鼻の頭を弾はじくと、村上は白衣の裾を翻ひるがえして、廊下を歩き去っていった。

　その後ろ姿を見送ってから、貴久が村雨の方へと視線を戻すと、村雨は弾かれた鼻先を撫なでながら、一人でにたついていた。その様子を見る限りでは、村上の胸を注視していたというのは本当のようだ。

「……楽しそうだな」

「おう。そりゃもう。あの女っ気のない訓練所に比べると、ここはまるっきり天国だね」

　さっきの医務室でのやりとりといい、どうやら村雨は、かなりの女好きらしい。貴久は、意外な一面を見た思いだった。

「繰くり返すが、村上さんはユニコーンの最高幹部、総司令のすぐ下に位置する七人衆のお一人だ。妙な事を考えるんじゃないぞ」

　奥山が、じろりと村雨を睨んだ。

「言われなくても分かってますって」

　苦笑しながら頷いた村雨だったが、その時ふと気付いたように、奥山に訊き返した。

「総司令と七人衆、なんですか？」

「ああ、そうだ」

「ですが……だとすると、一人足りません」

　会議室から出てきたのは、順に、岡崎、中村、佐々木、速水、高杉、そして村上と荒木の七人である。佐々木が数に入らないとすれば、確かに一人足りない。

　それに答えたのは、まだその場に残っていた荒木だった。

「もう一人、宮みや内うちさんという人がいる。それで七人だ」

「その宮内さんって方は、会議には出席されてなかったんですか？」

「ああ。宮内さんはアメリカ支部にいるからな。この本部に顔を出す事は滅多にない」

「アメリカ……？」

　荒木の返答に、村雨は軽く目を見開いたが、驚いたのは貴久も同じだった。ユニコーンが日本以外の国でも活動しているとは思ってもいなかったからだ。新聞記事を読み漁あさった記き憶おくを辿たどっても、アメリカにユニコーンが出現したという記録はなかった筈である。

　だが荒木は、それ以上の説明をしようとはせず、今度は奥山の方へとその視線を向けた。

「霧きり島しまたちが戻ってくるまで、まだ少し掛かる筈だ。それまでの間、食堂にでも連れて行って、こいつらを、ひと休みさせておいてやれ」

「そうですね。そうします」

　奥山は頷くと、貴久たちに向き直り、ぱんっとその手を叩いた。

「さて、用は済んだ。下に戻るぞ」
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　本部の食堂は、三階フロアの中程に位置している。

　先程案内された時も思ったが、この建物の規模にしては不釣り合いなほどに広大な食堂である。複数の部屋の壁をぶち抜き、本来ならば廊下があるべき空間まで、いっぱいに使っているのだ。敷地面積で言えば、この三階フロアの四分の一ほどに相当するのではないだろうか。

　その広い空間を区分けしているのは、観かん葉よう植物の鉢植えである。海側の窓辺の一角には、洒しや落れた感じの丸テーブルや椅子が置かれていて、ちょっとしたカフェの雰囲気に作ってあるし、陸側の壁の中央には、大画面のワイドテレビが設置され、その正面にはコの字型にソファが並べられている。

　どうやらこの食堂は、単に食事を摂とるためだけの場所ではなく、隊員たちの憩いこいの場としての性格も持っているようだった。

「とりあえず、その辺の席に座ってろ」

　奥山に言われて、貴久たちは、入り口からほど近いテーブルに腰を下ろした。

「折角だから、なんか飲みものでも持ってきてやろう。好きなものを選べ」

　奥山が、テーブルの隅に載っていたメニューを、貴久たちの前に滑らせてよこした。

「それほど豊富な品揃えってわけでもないが、その辺の喫茶店にあるようなもんなら、大抵のものは揃ってる筈だ」

　メニューを開いて見てみると、碓かに、普通の喫茶店と変わらない品目が並んでいる。飲み物ばかりではなく、ページをめくると食事のメニューも豊富に揃っていた。値段も、一般的な価格に比べれば、かなり安い。

　と、そこで磯崎が、メニューから顔を上げた。

「……ちょっと待って下さいよ。この食堂、金、取るんすか？」

「ああ。この食堂は一応、独立採算性を取ってるんでな」

　あっさりと、奥山が頷いて返す。

「だけど俺たち、金なんか持ってないっすよ？　どうやって飯食えって言うんすか？」

「心配しなくてもいい。メニューに載ってる奴やつとは別に、無料配布の飯がある。まあ、残り物を使った奴だから味の方は保証できないが、給料貰うまでは、それで我が慢まんする事だな」

　奥山がそう答えると、磯崎は、不満とも安あん堵どともつかぬ、なんとも微妙な表情を浮かべた。

　貴久たちがそれぞれに飲み物を選ぶと、奥山は、食堂の東側にあるカウンターヘと歩み寄った。指の関節で、ここんと、カウンターの板面を叩く。

「文ふみちゃん、いるかい？」

「あいよ」

　奥山の呼び掛けに応えて、カウンター奥のドアから、一人の女性が顔を出した。ただし、年齢は五〇前といったところ。どっしりとした体付きの婦人である。

「オーダー頼むよ。アイスコーヒーが二つと、ホットが二つ。レモネードが一つと、アイスティが一つ。全部で六つだ」

「あいよ。ちょっと待っとくれ」

『文ちゃん』と呼ばれた婦人は頷くと、カウンターの奥の壁に向き直った。そこには、業務用のジューサーミキサーやコーヒーメーカーなどが置かれている。

　注文の品が出来あがるまでの間、貴久は、改めて、食堂の中を見渡してみた。

　優に二〇〇人は収容できそうな広さのあるこの食堂だが、今は食事時を外しているためか、利用者の姿はほとんどない。

　窓からは明るい光が差し込んでいるし、その向こうには、緩やかに波打つ青い海が臨のぞめる。そんな景色を見ていると、ここが犯罪組織のアジトだという事を忘れそうになる。まるでリゾートホテルのラウンジのようだ。

「おい、山口」

　左隣に座っていた村雨が、貴久の脇腹を、右みぎ肘ひじで小こ突づいてきた。

「なんだ？」

「あれ、見ろよ」

　村雨が指さしたのは、カウンターの端に置かれていた、色鮮やかなツリーだった。プラスチックの土台に、無数の棒付きキャンディが突き刺さっている。コンビニなどで、ツリー状にディスプレイされたキャンディを見掛ける事があるが、あれがそのまま置いてあったのである。

「……ほんとだ」

　貴久は、村雨と顔を見合わせ、小さく笑い合った。

　訓練所では禁煙が徹てつ底ていされていたため、喫煙の習慣がある者は、口寂しさを紛まぎらわせるために、仕方なくキャンディを舐なめていた。それが癖くせになる人間が結構いるため、本部にもキャンディが用意されているらしいと、噂うわさでは聞いていたのだったが、どうやら、それは事実だったようだ。

「はい、お待ちどおさん」

　その声に振り返ると、婦人が人数分のカップとグラスを、カウンターの上に並べているところだった。

　さすがに、奥山に運ばせるわけにはいかないと思っていた貴久だったが、その貴久より先に、

「あ、僕が運びます」

　小澤が席を立って、カウンターヘと向かった。

　婦人は、その小澤をちらりと見てから、奥山にその視線を戻した。

「新入りかい？」

「ええ、そうです。ここでの生活に慣れてない連中ですんで、なにかあったら、よろしく」

「それはいいけどさ……あんた、いったい幾つなの？」

　婦人が、今度は、小澤に訊ねた。

「僕ですか？　僕は一六ですけど……？」

　訓練所では確か、この九月で一七になると言っていた筈だが、そう答えたところをみると、まだ誕生日は来ていないらしい。

「一六……。そんな子供を入れるなんて、速水さんたちはなに考えてんのかねぇ……」

　呆れ果てたと言わんばかりの表情で、婦人は頭を振った。

「お言葉ですが、うちの仕事に年齢は関係ないですよ。やる事やれれば、それでいいんでね。……なあ、小澤」

「はあ……」

　奥山に水を向けられ、小澤は曖あい昧まいに頷いた。貴久と違って、小澤は自ら望んで加入したわけではない。無理矢理連れて来られたようなものだ。返答に困るのも無理はなかった。

　……と、その時である。

　不意に、がやがやと、廊下の方が賑やかになったかと思うと、両開きのドアを押し開けて、一〇人ほどの男たちが、食堂に入ってきた。

　いずれも貴久たちと同じ訓練着姿だが、上着は着ていない。白い丸首シャツが汗に濡れて体に貼はり付いているところを見ると、訓練を終えてきたところのようだった。

　男たちは、カウンターの方へと向かうと、

「文ちゃん、レモネード作ってくれよ。甘くしねえでな」

「俺はアイスコーヒー。氷は細かく砕いた奴で頼むぜ」

　口々に、そう注文し始めた。

「あんたら、注文すんのはいいけど、汗ぐらい拭ふいてから来たらどうなのさ。むさいったらないね」

　婦人が眉を顰しかめた。

「固い事言うなよ。この炎天下に、砂浜走らされたんだぜ？　水分袖給しねえと、ひからびちまう」

「それに若い男の汗の匂いだぜ？　文ちゃんだって、嫌いじゃねえだろ？」

「は。馬鹿言ってんじゃないよ。顔洗って出直してきな」

　吐き捨てるように言い返しつつも、婦人は手際よく、注文通りの飲み物を作り始めた。どうやら、この程度の言葉のやり取りは、ここでは日常茶飯事のようだ。

　場所を空けなければと思ったのだろう。小澤は、急いでグラスとカップをトレイに載せると、貴久たちのいるテーブルに戻って来ようとしたが、

「……あ」

　途中で、その足を停とめた。

「お？」

　その小澤と同様に動きを止めた男が、汗みずくの一団の中にいる。

「小澤!?」

　驚きの声を上げたその男に、貴久は見覚えがあった。

「熊くま倉くらさん!?」

　訓練所において、貴久たちが寝泊まりしていた『五年二組』の部屋頭を務め、貴久たちよりひと月早く卒業を果たしていた熊倉が、そこにいたのである。いや、熊倉だけではない。よくよく見れば、やはり訓練所で同室だった原はらの姿も、そこにある。

「山口。お前もか」

　声を上げた貴久に、熊倉と原が、顔を向けた。

「久しぶりだなぁ……元気でやってたか？」

　ひと月ぶりに再会した熊倉は、日に焼けた顔に、以前と変わらぬ精せい悍かんな笑みを浮かべていた。
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　とりあえず喉を潤した熊倉と原は、いったん自室へと引き上げ、汗に濡れた服を着替えてから、再び、食堂へと戻ってきた。

「にしても、随分、早かったじゃねえか」

　貴久たちのいるテーブルに着くと、熊倉は早速、そう話し掛けてきた。

「少しでも早く、あそこから脱出したかったので、頑張りました」

　冗談めかしながら、貴久は答えた。

「それにしても、山口はともかく、小澤も上がって来てたとはなぁ。さすがに驚いたぜ」

「僕は、山口さんにずっとくっついてましたから。おまけで合格させて貰ったみたいなもんなんです」

　からかうような視線を原に向けられ、小澤が照れながら答えている。知った顔と再会できた事が心強いのか、小澤の表情が心なしか明るい。

「で、森もり山やまはどうしたんだ？」

　熊倉が、貴久に向き直った。

「森山さんは、今回は見送るって言ってました。次の試し験けんあたりで上がってくるんじゃないでしょうか」

　貴久が答えると、熊倉は苦笑しながら首を振った。

「相変わらずマイペースな野郎だ」

「この調子じゃ、爺じじぃになるまで出て来れねえかもな」

　原はらも軽口を叩きながら笑う。

　見知った顔と再会できた事を喜んでいるのは、熊倉や原も同じようだった。

　だが、

「ところで、卯う月づきさんは、どうしてるんですか？」

　小澤が、もう一人の先せん輩ぱいの事を訊ねた瞬しゆん間かん、二人の顔に浮かんでいたその笑顔が、ふっと消えた。

「なにかあったんですか？」

　二人の表情で、ある程度の予想はできたが、敢あえて貴久は訊ねてみた。

　熊倉は、原と視線を見交わしてから、ぽつりと口を開いた。

「死んだよ」

「……え？」

　小澤が息を呑のんだ。

「……なにがあったんです？」

　貴久は質問を重ねた。

「二週間ばかり前の作戦でな。銃じゆう撃げき戦せんに巻き込まれて……それで死んだ」

「銃撃戦、ですか？」

　貴久は、僅かに眉を顰ひそめた。銃撃戦という言葉が腑ふに落ちなかったのだ。ユニコーンの戦闘員は基本的に銃器は使用しないと教わってきていたし、なにより、この二ヶ月のユニコーン関連の新聞記事には残らず目を通してきたつもりだった。だが、その中に、熊倉が口にしたような事件はなかった筈である。

「相手は警察……ですか？」

「いや、やくざだよ。それも台たい湾わんのな。アジトに押し入って、一いち網もう打だ尽じんにするって作戦だった。ハイブリッドも出さなかったし、例の戦闘服も着なかったから、表向きは、ユニコーンの仕業って事にはなっていないがな」

　……なるほど、そういう事か。

　その説明で、貴久も、ある程度の納得はできた。

　大胆不敵を信条とする。ユニコーンも、常にその看板を晒さらして行動しているわけではないらしい。ユニコーンのトレードマ−クとも言えるハイブリッドや、黒ずくめの戦闘員を、あえて使わずに行う作戦もあるわけだ。

　逆に言えば、ユニコーンがあれほど大胆な活動をしている理由の一つは、そのあたりにあるのかもしれない。ユニコーンと言えば、ハイブリッドと黒ずくめの戦闘員。そう強く印象付ける事で、その両者を使わない作戦を、世間の目から隠いん蔽ぺいしやすくしているのだろう。

　だが、別の疑問も湧わいてくる。

　なぜ、やくざを襲おそうのか、それが分からない。

『パルメール』事件の時も、ユニコーンの目的はやくざの組長の殺害だった。国府田警視正の話によれば、それ以外にも何度か、対やくざの作戦をユニコーンは実行してきていると言う。

　ハイブリッドが生き物である以上、医薬品に関わるものを欲するのは理解できる。現金輸送車や宝石店を襲うのも、これほどの組織を維持するためには必要な事だろう。

　だが、なぜ、やくざを襲うのだ？　裏の世界での縄なわ張ばり争いでもあるのだろうか？

　これまではその種の疑問は、少ない材料から推測するしかなかった。だが、今は貴久自身が当のユニコーンの一員である。

「いったい、それはなんのための作戦だったんですか？」

　貴久は、率直にそれを訊ねてみた。

「さっきも言ったように、アジトを一掃するのが目的だ。……それ以上の事は、俺には分からねえな」

　熊倉は答えたが、そう答える前に、ちらりとテーブルの端に目をやった事を、貴久は見逃さなかった。その視線の先では、奥山が悠然とホットコーヒーを喫している。本当に見当が付かないのか、それとも奥山の手前、口を閉ざしているのか、さてどちらだろう。

　奥山は、残りのコーヒーをぐいっと呷あおると、椅子から立ち上がった。

「それじゃ、俺はもう一度、荒木さんのところに顔を出してくる。……熊倉。お前、こいつらの知り合いだったら、ここでの暮らしに慣れるまで、いろいろ面めん倒どうみてやってくれ」

「はい、分かりました」

　奥山の指示に、熊倉が頷く。

「こいつらが可愛かわいかったら、寿命を縮ちぢめるような事はさせるなよ」

「……はい」

　奥山は空になったカップとソーサーをカウンターまで戻すと、そのまま食堂を出ていった。

「……なんか今、物ぶつ騒そうな事、言ってませんでした？」

　去っていく奥山を見送ってから、村雨が熊倉に視線を戻した。村雨は訓練所の同室ではなかったが、同じ上級クラスで共に汗を流した期間がある。やはり熊倉とは顔馴な染じみなのだ。

「なに……たまに脱走を図る連中がいるんでな。そんな馬鹿な真ま似ねはさせるなって事だろ」

　熊倉は答えたが、どこか話を逸そらしているような気もしないではない。

「脱走って……本当にあるんですか？　そんな事」

　小澤が、やや声を潜ひそめるようにして、原に訊ねた。

「ああ、たまにはあるみたいだな。……だが、ここはユニコーンの総本山だ。辺へん鄙ぴなおんぼろビルに見えても、守りは鉄てつ壁ぺきさ。外に対してだけじゃなくて、内側に対してもな」

「捕まった奴はどうなるんです？」

　今度は、磯崎が質問した。

「さあな。出来心程度だったら、訓練所に戻されるぐらいで済むかもしれねえが、ケースに寄っちゃ、処刑もあるらしい。噂じゃ、生体実験の材料にされるって話もある」

　原の返答に、磯崎と小澤が、不安げな視線を交わす。

「ま、要は、そんな真似はしなきゃいいって事だよ。体を張ったきつい仕事だが、その分、給料はいいし、やる事さえやってりゃ、そのうち外出も許されるようになる。羽根はその時、思いっきり伸ばしゃいいのさ」

　熊倉は、気を変えるような調子で、そう言った。

「熊倉さんたちも、ここに来たばかりの時は、荒木さんの隊に配属されてたんですか？」

　訓練所を出たての戦闘員たちは、荒木の隊で実戦経験を積む事になっている。そう奥山が言っていた事を思い出し、貴久は訊いてみた。

「ああ、そうだよ。俺おれたちも、あの人には結構しごかれた」

「それで今は？」

「今は、高杉さんの隊だ」

「高杉さん……？」

　貴久は、先程、会議室の前で見掛けた、幹部たちの姿を思い返してた。確か高杉というのは、速水と並んで歩いていた、あの顔立ちの整った男だった筈だ。

　熊倉の話によると、ユニコーンの戦闘員は、一二人ひと組の小隊を編成して、各幹部の下に配属されていると言う。第一、第二の二小隊があり、第一小隊は、ユニコーンのトレードマークとも言える、あの黒ずくめの戦闘服を纏まとって前線に立つのが役目、第二小隊は、そのサポートをする役割となっているそうだ。

　一二人の小隊が二つに、作戦指揮官たる幹部を併あわせて、二五人。そこに、必要に応じてハイブリッドが配属される。それが作戦時の一単位だと言う。

「って事は、幹部は七人だから、戦闘員は全部で、えっと……一六八人って事ですか？」

　小澤が暗算結果を口にすると、熊倉は首を振った。

「いや、宮内さんはアメリカだし、村上さんは自分の隊は持ってない。だから、総数で言えば　一二〇ってところだ。もっとも、欠員もあれば、臨時で編入される奴もいるから、きっちりした数字にゃならねえけどな」

　そのほかにも、技術担当やハイブリッド開発の人員もおり、この本部に詰めている人間の総数は二〇〇人前後になるそうだ。

　その他、訓練所に詰めている教官や世話役、服部や夏なつ樹きのように外で活動している人間もいるから、それらを併せると、三〇〇、あるいは四〇〇にも届くかもしれない。

　広域暴力団ともなれば万を超える構成員を抱えている組そ織しきもあるのだから、それに比べれば、ユニコーンの構成員の数は桁けた違ちがいに少ないとも言える。だが、屋敷を構える事も看板を掲げる事もできる暴力団とは違い、ユニコーンはその存在を世間の目に晒すわけにはいかない。徹てつ底ていして闇やみの中に潜んでいなければならない組織なのである。それを考えると、三〇〇ないし四〇〇という人数は、多すぎるとさえ言えるだろう。

　それだけの人員を抱えつつ、しかもあれだけ大胆不敵な事件を起こし続けながら、警けい察さつと世間の目から完かん璧ぺきに姿を隠しているユニコーン。

　その組織掌しよう握あくの手腕は、まさに驚きよう嘆たんに値するものだった。
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「ところで、それはそれとして……山口。実は俺も、お前に一つ訊いておきたい事があるんだが……いいかな？」

　その言葉に、貴久は顔を上げて熊倉を見た。

「はい、なんでしょう？」

　自分たちがいなくなったあとの訓練所の様子でも訊きたいのだろうか。貴久は、そんな風に思いながら、熊倉の質問を待った。

「お前、ガーディアンに恋人を殺されたってのは、本当か？」

　単刀直入なその言葉に、貴久は、一瞬、返答に詰まった。

「……どうして、それを……？」

「どうしたもこうしたも、こっちにきたら、その話で持ちきりだったんだよ。ユニコーンの中じゃ、お前は相当、有名人らしいぜ。どんな奴が来るんだって、みんな興きよう味み津しん々しんだったからな」

　それで、か……。

　医務室での、貴久の名前を知った時の看護婦たちの反応の理由が、ようやく理解できた。あの看護婦たちも、貴久の名前を聞き知っていたからに違いない。

「それじゃ……本当なんですか？」

　貴久と熊倉の顔を見比べるようにしながら、小澤が訊ねてきた。小澤だけではなく、村雨も磯崎も、いつも寡か黙もくな片山も、皆、貴久に注目している。

　思い出したくもない事ではあったが、そこまで知られているのでは、今更隠しても仕方がない。

「……ああ、本当だ」

「でも……どうしてガーディアンがそんな事を……？」

「ユニコーンとガーディアンの闘いに巻き込まれたらしいな。それで山口は、ガーディアンヘの復ふく讐しゆうのために、ユニコーンに入ったってわけだ」

　小澤の疑問に、熊倉が答えた。

「そうか……それでか……」

　反対側から村雨が、貴久の顔を見詰めている。

「……へっ。道理で、俺たちたぁ、違うわけだ。そんなご立派な目的がおありだったとはな」

　小澤の隣で、磯崎が皮肉な感じで、鼻を鳴らした。

　そんな磯崎をちらりと見てから、村雨が、また貴久に視し線せんを戻した。

「しかし……あのガーディアンを相手に、どうやって仇かたきを討つつもりなんだ？」

「改造人間になりたいんですか？」

　村雨に続いて、小澤が質問を重ねてくる。

「必ずしも、そういうわけでもない。第一、俺が望んでも、ユニコーンが聞き入れてくれるとは限らないしな。……俺としては、奴の前に立つ事ができれば、それでいい」

　そう答える貴久を、村雨が横から、じっと見詰めている。

「じゃあ、本気なんだな？　本気でガーディアンとやり合うつもりで……」

「嘘うそや冗談で、こんなところには来ない」

　貴久が答えると、村雨はしばらく押し黙ったあと、熊倉の方へと目を向けた。

「改造人間には、どういう奴がなるんです？　やっぱ、志願制ですか？」

「俺もよくは知らねえが……聞いた話じゃ、上からの指示で決まるらしいな。なりたくない奴が辞退する事はできるようだが、なりたいからなれるってわけでもないようだ」

「じゃあ、どんな奴が選ばれるんです？」

「まずはユニコーンに対する忠誠心。それから運動能力に優れている事。だが、この二つをクリアしても、最後に適合率の問題がある」

「なんすか？　それ？」

「ハイブリッド──つまり、お前らの言う『改造人間』の事だが、それになるための、体の適正の事だ。こいつが高くないと、改造しても効果が少ないって事でアウトになる」

「じゃあ、その辺は運任せってわけですか」

「ま、そういう事だ。だが、逆に言えば、適合率さえ高ければ、あとは努力次第で、候補者リストのトップになる事もできるってわけだ」

「なるほどね……。そういう事らしいぜ、山口。お前だったら、頑張りゃなんとかなるんじゃねえか？　こんな風に名前が知られてるんだったら、お前とガーディアンの対戦を見たいって奴も、結構いるだろうしな」

　村雨の言葉に、磯崎が、また鼻を鳴らした。

「有名人は贔ひい屓きされていいよなぁ、山口。下っ端の癖くせに、あの美人の幹部とも顔見知りみたいだしよ。お前が羨ましいぜ」

　だが、村上には先程、貴久のする事を認めたわけではないとはっきり言われているし、速水に至っては、貴久に見向きする事すらなかった。このユニコーンという組織の有り様を見ても、そんな事で単なる戦闘員の一人を贔屓するとは思えない。そんな甘さや馴なれ合いが通じるような組織ではないのだ。

　村雨が、椅子を後ろに傾けるようにして、貴久の背中越しに、磯崎を見やった。

「そう思うんだったら、今のうちに山口と仲良くしといた方がいいんじゃねえのか？　そうすりゃお前も、贔屓のおこぼれが貰えるかもしれねえぜ？」

　口元に皮肉な笑みを浮かべながら、磯崎をからかう。

「け、冗談だろ……。それから、ついでに言っとくがな。俺は、お前らに借りを作ったわけでもなけりゃ、仲間になったわけでもねえんだよ。あんまり気安く声掛けんじゃねえ」

「磯崎さん……」

　小澤が、遠えん慮りよがちに磯崎を窘めたが、

「うるせえな。お前はお前でよろしくやってりゃいいだろうが。俺を巻き込むんじゃねえよ」

　唸うなるような口調で返され、小澤は黙り込んでしまった。

「俺たちは仲間だ。同じユニコーンのな」

　テーブルの向こうから、熊倉が、そう口を挟んできた。

「仲良くしろとは言わねえが、妙ないがみ合いを持ち込むんじゃねえ。ただでさえ俺たちには敵が多いんだ。そんな事やってると、そのうち死ぬぞ。……こいつは冗談じゃねえ、本気で言ってるんだ」

　磯崎は、なにか言い返そうとしたようだったが、先程、卯月が死んだと聞かされた事を思いだしたのだろう。開きかけた口を閉じ、不愉快そうに、ぷいっと横を向いた。

　熊倉は、薄うすく苦笑を浮かべてから、貴久と村雨に目を戻した。

「お前らもだぞ」

「はい、分かってます」

　貴久が頷いた時、食堂のドアを押し開けて、奥山が再び姿を現した。

「隊の連中が戻ってきた。顔繋ぎも兼ねて最初の訓練だ。そのままの格かつ好こうでいいから付いてこい」

「はい」

　命令を受け、貴久は即座に椅子から立ち上がった。

「やれやれ……早速かよ」

　村雨もぼやきながら、グラスに残っていたアイスコーヒーを飲み干す。

「じゃ、しっかり頑張ってきな。卒業祝いに、夕食はステーキでも奢おごってやる。そいつを楽しみに行って来い」

　熊倉の激げき励れいを受けながら、貴久たちは食堂をあとにした。
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「今日はまた、いい天気だなぁ……」

　青く澄すみ切った空を見上げ、村むら雨さめがのんびりと呟つぶやいた。

　本部に配属となってから、既すでに一週間が経過していた。夏の残ざん滓しも次第に姿を消し、吹く風も涼しくなってきている。歩道を行き交う人々の服装も、そろそろ秋物に変わってきている様よう子すだった。

「なにたわけた事ぬかしてんだ」

　足下のマンホールから、久ひさ川かわ英えい次じがひょこんと顔を突き出した。

　久川は二四歳。縦たて長ながの顔に出っ張った頬ほお骨ぼねが印象的な男だ。貴たか久ひさたちと同じく、荒あら木き配下の第二小隊に属する、先せん輩ぱい隊員である。例によって、あまり詳しい経歴は聞いていないが、小さいとは言え、暴力団の事務所で働いていた事があるらしい。村雨を睨にらみ上げたその目付きに、妙に迫力があった。

「こいつは訓練じゃねえんだぞ。しっかり見張りしてろ」

「了解してます。現在のところ異常なし。さっきミニスカのお姉ちゃんが通り過ぎた以外は、気になる人影はありません」

　わざとらしく敬礼しながら返答する村雨を、久川は長々と見上げてから、村雨の隣となりにいた貴久に、その視線を向けた。

「本当に大丈夫だろうな？」

「ええ。今のところ、怪しんでいる者はいないようです」

　貴久が答えると、それで一応は納得したらしく、久川は再び地面の下へと潜もぐり込んだ。

　それを確認してから、貴久は、村雨を振り返った。

「あんまり気を抜くなよ。久川さんの言う通り、今日は訓練じゃないんだからな」

「そりゃそうだけどよ。こんなサポート任務じゃ、なにがあるってわけでもねえだろ。現場は遥はるか彼方かなただしよ」

　マンホールの傍かたわらに停とめられた軽トラックの車体に身を凭もたせ掛け、村雨は再び空を仰いだ。

「あ〜あ、どうせだったら、俺おれも実戦部隊にまわして欲しかったぜ。こんなところの見張りじゃ、手柄もへったくれもありゃしねえ」

「だが、これも必要な任務さ」

　嘆く村雨に答えながら、貴久は、抜かりなく、周囲に視線を走らせた。

　村雨が背にしている軽トラックには、ガス会社の社名がペイントされている。その会社自体は実在しているそうだが、ユニコーンとの関かかわりはない。勝手にその名を借りているだけだから、万が一にも偶然に、その会社の人間が通り掛かったら、不ふ審しんに思われる事にもなりかねない。その場合、可か及きゆう的てき速すみやかに黙だまらせるようにと、貴久たちは命ぜられていた。

　なぜガス会社の社員などを装うかと言えば、マンホールの下にガス管が走っているからであり、そのガス管に沿って通信ケーブルが敷ふ設せつされているからである。

　街中での作戦実行に不可欠な通信カット。それが、貴久たちに割り当てられた最初の任務だった。




　──戦せん闘とう員いんとしての訓練は、本部詰めとなったあとも続いていた。

　ただし、訓練所時代と違って、その中身は、より実戦的なものとなっている。

　たとえば、無線の使い方やその構造を理解するための授業。機械式および電子式のロックを解除するための技能講こう習しゆう。相手に気付かれないための尾行のやり方。警けい察さつの組そ織しき構成やその命令系統についての説明も受けたし、警察が現在使用している各種装備についての解説も、折に触れてされている。

「……ったく、探偵になるわけじゃねえってんだよな」

　体を動かす事は得意でも、屋内での講義は苦手らしく、村雨はよく、そうぼやいていた。

　無論、訓練所で行われていたような、基き礎そ体力を付けるためのトレ−ニングも並行して行われている。スタンロッドを使った棒術に組み討ちも加わり、時にはそれに射しや撃げき訓練が混じる事もあった。

　朝から晩まで体と頭を酷使され、本部詰めの生活は、訓練所時代より、むしろきついぐらいだったが、福利厚生のための施設はそれなりに揃そろっているし、なんと言っても、女性隊員がいる事が、村雨あたりには、いい目の保養となっているようだった。

　Ａ類に分類されている貴久は、必要ならば自宅に帰る事を許されているが、まだ一度しか、その権利を行使してはいない。九月中はまだ夏休みだという事もあるが、正規隊員としての生活に早く慣れるためにも、なるべく仲間たちと行動を共にするようにしておきたかったからである。




「……やり方はちゃんと把握してるな？」

「ええ、大丈夫です。昨日も講義を受けましたから」

　マンホールの下から、久川と小お澤ざわのやりとりが聞こえている。通信ケーブルの中リ継レ器ーに配線を繋つないで誤信号を送り、それによって、システムダウンを起こす。その作業をしているのだ。

　現在、荒木配下の隊員は五つの班に分かれて、同様の作業を行っている。携帯電話、固定電話、インターネット回線。ユニコーンの作戦が始まると同時に、そのすべてが、凍り付く事になるのだ。

「……そろそろかな」

　村雨が、左の袖そで口ぐちを捲まくるようにして、腕時計を確認した。

　見れば、時刻は午後二時一五分となっていた。

　事前に通告されている作戦決行予定時刻は、二時二〇分から三〇分の間という事になっていた。そして、現在のところ、予定変更の知らせも入ってはいない。

「……ああ、そうだな」

　間もなく、例によって例のごとく、白昼の街中にユニコーンが出現するのである。
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「……そろそろ来る頃ころだな」

　助手席に座っていた高たか杉すぎ一かず也やが、なかば呟つぶやくように、そう言った。

「ええ。トラックは予定通りに港を出たようですし、道筋に変更もありません。途中信号に引っ掛かったんで、少し遅れそうですが、それでも一〇分以内には、姿が見える筈はずです」

　質問しているわけではなさそうだったが、曽そ我か部べ清せい輝きは一応、報告し直しておく事にした。

　運転席にいる曽我部の膝ひざの上には、小型のノートパソコンが載せてある。その液晶画面には付近の路面図が表示されていた。

　曽我部の報告を聞いても、高杉は返事をしない。やはり独り言の類たぐいだったようだ。軽く腕を組んだ姿勢のまま、フロントガラス越しに見える大通りを、ただまっすぐに見詰めている。

　引き締しまったその横顔は、男の曽我部から見てさえ、凛り々りしくも美しい。ユニコーンの女子隊員たちの秋しゆう波はを一身に集めているのも無理はないが、これだけ整いすぎた顔立ちを持っていると、どうしても人目を引きやすくなる。他の職しよく業ぎようならばともかく、ユニコーンの作戦指揮官としてはマイナス要因かもしれなかった。

　襟えり元もとのきっちりした服装を好む高杉は、この日も、生地のやわらかなスタンドカラーシャツを着込んでいた。二六歳と、年ねん齢れいはまだ若いが、この青年は、自他共に認める速はや水み敬けい介すけの右腕である。ユニコーン設立当時からのメンバーであり、何度となく修しゆ羅ら場ばをくぐってきた男だ。

　実じつ績せきも実力も、幹部としての座にふさわしいものを持っているが、やや生き真ま面じ目めすぎて融ゆう通づうの利かないところがある。それが、高杉の欠点と言えば欠点だった。

　今回のユニコーンの作戦目的は、近くの港に陸揚げされる、特殊な抗生物質を奪取する事にある。そのために必要な事前準備は、既に済ませてあった。戦闘員部隊を乗せたバンは一ブロック先の十字路に停めてあるし、万が一に備えて、小こ邑むらも待機させてある。通信カットの手筈も整っているし、警察が駆け付けてくるまでの時間も、どんなに早くとも、九分半は掛かると試算ができている。

　予定外の事さえ起きなければ、時間内に目的を果たして撤てつ収しゆうする事は、さほど難しくはないが、ユニコーンの作戦には、その『予定外の出来事』が、よく起きるから困りものだ。

「少しは緊きん張ちようしてますか？」

　高杉の横顔を眺めながら、曽我部は、そう声を掛けてみた。

「そんな事はないさ。現場に出るのだって、これが初めてってわけじゃない」

「ですが、昼間の作戦は初めてでしよう？　……それに今回はモノが医薬品ですしね」

　高杉は、僅わずかに顔を巡らせて曽我部を見たが、すぐにまた、その視線を大通りの方へと戻した。

「だとしてもやる事は変わらないさ。……それに、いつまでも速水さんに現場の指揮を執とらせるわけにもいかないしな」

「ただでさえ人の三倍働いてますからね、あの人は」

「そういう事だ。少しは俺たちで負担を減らしてやらないとな」

　ボンネットに載せておいた通信機に、ぽつんと赤いランプが灯った。

　曽我部は通信機を取り上げ、耳元に当てる。

『Ａ班です。目標が今、目の前を通り過ぎました。三分でそっちに行きます』

「了解」

　曽我部は報告を受けると、通信機の周波数をオープンモードに切り替えた。

「第一小隊曽我部だ。予定通り作戦を実行する。各班、通信をカットしろ」

『了解』

　各班の責任者の声が、重なり合うようにして戻ってきた。

「……では、お手並み拝見です。あとはよろしく」

　曽我部は、手にした通信機を、高杉に渡した。
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　久川は、胸から上をマンホールから突き出すような格好で、しばらく動かずにいた。両りよう肘ひじをマンホールの縁のアスファルトにつき、右手に持った通信機を耳に当てている。

　その後、通信が入ったと見え、久川は顔を上げると、

「よし、うまくいったようだ」

　貴久と村雨に、頷うなずいて見せた。

　それはつまり、ユニコーンの作戦が今まさに開始された事を意味する。

　しかし、作戦予定地点は、貴久たちがいる場所より、三ブロックも西だ。作戦の様子を見学する事はできないし、大おお騒さわぎになっているだろう現場の声も、ここまでは届いてこない。

　周囲の光景は、先程と少しも変わらず、平へい穏おんそのものに見えた。

　だが、歩道をよく見てみると、携帯電話を手に首を傾かしげている歩行者の姿が、そこかしこに見られる。通信カットの影えい響きようが、この区画にも及んでいるのだ。

「これ以上、長居は無用だ。ひと足先に引き上げるぞ。……小澤、設定をロックして上がってこい」

　マンホールの穴の中にそう声を掛けてから、久川が地上に滑り出てくる。

「山口、村雨。お前たちも、撤退の準備だ。急ぐ必要はないから、あんまり慌てずにな」

「はい」

「了解っす」

　貴久は、マンホールの周囲に立てて置いた車止めを持ち上げ、トラックの荷室へと運び込んだ。その間に、村雨はマンホールの縁に屈かがみ込んで、小澤の腕を引っ張り上げてやっている。小澤は、左脇わきに、小型のノートパソコンと接続コードの束をまとめて抱え込んでいた。久川の監かん督とくを受けながらとは言え、最初の任務で重要な仕事を任され、それを見事に全まつとうしてみせたのだ。

「大したもんだな」

　村雨がねぎらうと、小澤は嬉うれしそうな笑顔を見せた。

「山口、運転は任せたぞ。村雨と小澤は後ろに乗れ」

「はい」

　久川の指示で、貴久は運転席のドアヘとまわりこんだ。村雨と小澤も、トラックの後部へと急ぐ。

　だが、助手席のドアに手を掛けた久川が、そこで一いつ瞬しゆん、動きを止めた。

　見ると、久川の手にした通信機に赤いランプが灯っている。緊急連絡が入ったのだ。

「こちらＣ班。……なんだって？」

　通信機を耳にあてがった久川が、僅わずかにその眉まゆを寄せる。

「どうしました？」

　運転席のドアに手を掛けたまま、貴久は久川に訊たずねた。トラックの後部に向かいかけていた村雨と小澤も、その足を停め、何事かと、久川を振り返っている。

「Ｅ班からだ。なんでも北東のビルの上に不審な影が見えたらしい」

　不審な影……。ビルの上……？

　その二つの言葉が、貴久の記き憶おくを呼び覚ます。

　……まさか。

「Ｅ班の位置から北東って事は、ここからだと南ですよね……」

　小澤が振り返るようにして、空を仰いだ。貴久も、少しでも視界を広くすべく、道路の中央近くへと寄って、南の空に目を向けた。

　貴久たちのいる道路脇に並んでいるのは、中規模の店てん舗ぽばかりで、建物もさほど大きくはなかったが、遥か南の方角には、港近くに林立する高層ビルがある。それがやや霞かすんで見えていた。

　その高層ビルを背景に、空を移動していくものがある。

　ビルからビルヘ、屋上から屋上へ、低く潰つぶれたような放物線を描きながら、高速で移動していく人型の影。

　貴久のいる位置からは、直線距離にしても四〇〇メートル以上は離れている。

　まるで米粒のように小さな影ではあったが、あのような動きをする存在は、この世に一つしかない。

　……間違いない、奴やつだ。

　ガーディアンが──藤ふじ岡おか武たけ士しが、三度、貴久の前に姿を現したのである。

「来ました！　奴です！」

　通信機に向かって叫ぶ久川の声が、貴久の耳に響ひびいた。
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　輸送トラックの到来に合わせて、待機させていたバンを十字路から出す。

　バンの車体で車道を塞ふさぎ、輸ゆ送そうトラックを急停止させてから、戦闘員部隊をバンから降ろす。

　作戦は滞りなく進んでいた。

　例によって、戦闘員部隊の登場とともに周囲の歩行者が騒ぎ出したが、それも、ただ声がでかいだけだ。作戦遂行の妨げになるようなものではない。問題は時間との勝負だけだが、新につ田たもなかなか手際よく、作業を進めている。

　本来ならば、戦闘員部隊の指揮を執るのは、第一小隊長である曽我部の役目だ。だが、今回は、初めての昼間の作戦という事もあって、高杉のそばに付いておきたかった。そこで、戦闘員部隊の指揮は、部下の新田に、一任する事にしたのである。

　高杉も、言葉こそ少ないものの、状況の推移を見ながら、新田や周囲のサポート部隊に、的確に指示を出している。

　……この分なら、なんの問題もないな。

　曽我部がそう思った時である。

　作戦現場を見詰めている高杉の横顔に、一瞬、険しさがよぎった。

「？　なんです？」

「奴が来た」

　高杉が口にしたのは、そのひと言だったが、それで充分、意味は通じた。

「どっちからです？」

「東だ。……すまんが、しばらく指揮を代わってくれ」

　高杉が、耳に当てていた通信機を、曽我部の前に突き出してよこす。

　だが、曽我部は、それを受け取ろうとはしなかった。

「駄目ですよ。なんのために小こ邑むらを連れて来てると思ってんですか。こういう時のためでしょうが」

「だが、小邑には、まだ荷が重い」

「大丈夫、やれますよ。高杉さんが鍛きたえてやったじゃないですか」

「しかし……」

「あんた指揮官でしょう？　自分の部下を信じないでどうするんです。……さあ、早く、小邑に命令を。間に合わなくなりますよ」

　高杉は、強い視線を曽我部に当てたが、曽我部が平然とそれを見返してやると、やがて諦あきらめたように、通信機を耳元に戻した。

「小邑。奴が来る。東からだ。訓練の成果を見せてみろ」
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　藤岡武士は、空を舞まっていた。

　何度となく繰くり返してきた、血みどろの闘たたかい。終わりの見えない殺し合い。

　それが今また始まろうとしていた。

　ビルからビルヘと飛び移りながら、藤岡の目は、地上を走る道路に向けられている。

　街中を東西に走る大通りに、北からの道が接続して、Ｔ字路を形作っている。そのＴ字路のやや先に、停止させられている白い輸送トラックと、その進路を塞ふさぐように横付けされた茶色のバン。後進を遮るために、トラックのすぐ後ろにも、乗用車が停まっている。

　そして、三台の車の周囲には、黒ずくめの人影があり、それを取り巻く野や次じ馬うまたちの姿があった。

　場所を変え、時を違えはしても、その光景はいつもと同じ。これが藤岡の闘いの場だ。

　ハイブリッドの姿は見えない。だが、どこかにいる筈だった。

　一人ずつでも構わない。少しずつ、少しずつ、ユニコーンの力を削そいでいく。それが藤岡の選んだ闘い方だった。

　藤岡は、ビルの壁へき面めんを蹴けり付けると、最後の跳ちよう躍やくをした。トラックの屋根を目指し、急速に降下していく。それを見て、ユニコーンの戦闘員たちが、トラックから距離を取る。まるで、黒い輪が、さっと広がるようだった。

　だが、その時である。

　降下していく藤岡の左側で、ガラスの砕ける音がした。そこにあるのは五階建てのデパート。その三階の窓を突き破り、緑の塊が飛び出してきたのである。

　ユニコーンのハイブリッド！

「……くっ！」

　まさかそんな所に潜ひそんでいようとは思わなかっただけに、反応が遅れた。藤岡が体側面の気門を噴ふん射しやするより早く、ハイブリッドの左手が触手のように伸びて、藤岡の左足に絡みつく。

　藤岡はバランスを崩し、そのまま地上へと落下していった。
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「よそ見なんかしてんじゃねえよ」

　貴久がバックミラーを気にしていると、助手席から久川の叱しつ責せきが飛んだ。

　貴久たちＣ班は任務を果たして、撤退をしているところだった。運転は貴久、助手席には久川。村雨と小澤は、後部の荷室にいる。

「後ろ覗のぞいたって、こんなとこから見えるわけがねえだろう。それより運転に集中しろ」

「……はい。すいません」

　貴久が謝しや罪ざいすると、久川は、やや語調を緩ゆるめた。

「そんなに気になるのか？」

「……いえ、そんな事もありませんが……」

「嘘うそつくなよ。気にしまくりって、その顔に描かいてあらぁ。ま、それも無理はねえけどよ」

　貴久がガーディアンに対し特別な感情を抱いている事は、久川も知っているのだ。

「……向こうと連絡を取るわけにはいかないんですか？」

「あっちは今頃大忙しさ。いちいち生中継してる暇なんかねえよ。第一、通信は必要最小限にするのが決まりだしな」

　スクランブルを掛けているとは言え、通信を傍受される恐れがないわけではない以上、不必要な通信は避さけるのは、当然だった。

「ま、心配しなくても、大丈夫だろ。なんたって向こうで指揮執ってるのは高杉さんだからな。よりによって高杉さんがいるところに、のこのこやってくるなんて、奴も運が悪いぜ」

「相手が高杉さんだと、なぜ運が悪いんです？」

「あの人が最強のハイブリッドだからだ。高杉さん相手に勝てる奴は、この世にはいない」

　きっぱりとしたその物言いには、余裕すら感じられる。

　貴久は思わず、助手席の久川を見返した。




　　　　　六




　激しい衝しよう撃げきが、藤岡の背中を突き上げた。降下途中の藤岡を、ハイブリッドが空中で捕ほ捉そくし、そのまま二人分の体重を乗せて、藤岡の体を路上に叩たたき付けたのである。その衝撃にアスファルトの路面が窪くぼみ、周囲にひび割れが走った。

「ごふっ！」

　仰あお向むけのまま咳せき込んだ藤岡の上に、ユニコーンのハイブリッドがのしかかってくる。

　馬乗りになったハイブリッドは、藤岡の顔面めがけ、真上から右の拳こぶしを叩き込んでくる。藤岡は咄とつ嗟さに、左手でその手首を掴つかみ止めた。

　突き込んでくるハイブリッドのパワーと、それを食い止める藤岡の握力が拮きつ抗こうし、両者の動きが、一瞬止まる。

　その時、初めて、藤岡は、自分の相手にしているハイブリッドの姿を、まともに見た。

　ひょろりと細長いシルエットを持つその体は、細かな鱗うろこに、びっしりと覆おおわれていた。緑色のその鱗は、昼日中の日光の下で、ぎらつく光を放っている。

　首から喉のどにかけての造りは、まるで板のようだった。横幅の広さに比べて、厚みがないのだ。うねるように前後に動くその板状の首の上に、小さな頭部が付属している。赤く光った両目の下には、横に一本線を描いただけのような薄い唇があり、その左右の端からは鋭するどい牙きばが剥むき出しになっていた。

　初めて見るタイプのハイブリッドだった。どんな能力を秘めているのか、その見当も付かない。

　藤岡が掴み止めていたハイブリッドの右手首が、不意に、ぐにゃりと歪ゆがんだ。細く長く形を変え、藤岡の左手の中を通過して、喉元へと迫る。

　……なっ!?

　驚おどろく藤岡の目の前で、ハイブリッドの右拳が横に裂けた。裂けた拳のその間には、上下それぞれ二本の牙が生はえている。

　それは拳ではなかった。目も鼻も付いていないとは言え、その形状は、まさに蛇の頭部そのものだった。

　ハイブリッドの『右拳』が、鎌かま首くびをもたげた。上から伸びた二本の牙の、その先端からは、乳白色の粘液が滴したたり落ちている。

　毒か!?

　藤岡は身をよじるようにして、『右拳』の最初の噛かみ付きを躱かわすと、今度はその『顎あご』の部分を、右手で押さえ込むように掴んだ。

　しゃあああ……！

　擦さつ過か音にも似た声が、ハイブリッドの喉元から響いた。横一線にすぎなかったその唇が、広く大きく開いていく。

　……今度は、こっちか。

　藤岡は、ハイブリッドの右手首を掴んでいた手を離すと、その左手で、ハイブリッドの喉を押しやろうとした。だが、今度はハイブリッドの触手状の左手が、その藤岡の左手に絡みつく。

　左手を絡め取られ、右手は『右拳』から離せない。両手の塞がった藤岡の頭上で、ハイブリッドの口が牙を剥く。巨大なその牙の先端から滴り落ちた毒液が、藤岡の甲殻に覆われた頬を濡らした。
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「総司令のお言葉によると、小邑の麻ま痺ひ毒は、ハイブリッドにも即効性があるそうですよ」

　フロントガラスの向こうでは、小邑が、藤岡を相手に、優位に闘いを進めていた。

　時計を確認すると、残り時間は、四分三〇秒。

　それだけの時間で藤岡を倒してのける事はさすがに難しいかもしれないが、作戦を妨害から守るという意味では、小邑は充分に役目を果たしてくれている。新田たちも、既に目的の抗生物質をバンに載せ替えているし、あとほんの二分ほど、あのまま藤岡を封じ込めておけば、無事に撤退できる筈だ。

「ほら、心配する事もなかったでしょう？　小邑もよくやってますよ」

　曽我部は、助手席の高杉に、そう声を掛けた。だが、高杉は、二体のハイブリッドの闘いから目を離さない。闘いは小邑が優位にあると言うのに、高杉の表情は、なぜか険しかった。

「やはり、小邑には荷が重かったな」

「え？　しかし……」

「毒に頼りすぎて、隙すきだらけだ。あんな闘い方で、藤岡さんに──ガーディアンに勝てるわけがない」
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　藤岡の上に馬乗りになったまま、ユニコーンのハイブリッドは、二度三度と、喉元を狙ねらって噛み付いてくる。

　藤岡は素早く首を左右にねじ曲げ、なんとかその攻撃を免れていた。鋭い牙が、首元を覆う甲殼にひっかき傷を付けたが、それを貫くには至っていない。だが、体の上に馬乗りになられてた上、両手とも塞がれたこの状態では、いずれはまともに牙を受けてしまうだろう。危険は伴うが、一か八か、勝負を掛けるしかない。

　ハイブリッドが、再度、牙を剥いて襲い掛かってきた時、藤岡は『右拳』を掴んでいた手を離した。それと同時に、体全体を、右へとひねる。地上に横たわったままの藤岡の体が、くるりと一回転した時には、反動を付けた右肘が、ハイブリッドの首の右脇に、深々と突き刺さっていた。

「ぎょげぇっ！」

　異様な悲鳴とともに、ハイブリッドの細長い首が、横にたわむ。それと同時に、藤岡の左腕を拘こう束そくしていた触手が緩んだ。

　そこで再び、藤岡は、体を捻った。今度は逆に、左へと身をねじりつつ、力任せに触手を引き剥はがす。ハイブリッドの触手が外れたその時には、固く握り締めた藤岡の右拳が、ハイブリッドの側頭部を打ち抜いていた。

「ぎょるっ！」

　馬乗りになっていたハイブリッドが、弾はじかれたように、藤岡の上から転がり落ちる。

　藤岡は即座に跳ね起き、いまだ体勢が整わないでいるハイブリッドの喉元を、渾こん身しんの力で蹴り上げた。だが、思ったほどの手て応ごたえがない。蹴りに弾かれたハイブリッドの細長い首は、大きく後ろへと撓しなり、そうする事で衝撃を吸収してしまったのだ。

　体勢を崩した藤岡に、ハイブリッドの『右拳』が迫った。ハイブリッドは膝を地に着いたまま、首は後ろに流れたままである。その状態で、右腕だけが、ゴム紐ひものように長く伸び、大きく弧を描くようにして、藤岡の首筋を狙ってきたのである。

　やられつつも攻撃に転ずるあたりは大したものだが、そんな悠長な攻撃を食らうほど、藤岡も間抜けではない。藤岡は僅かに身を反そらして、『右拳』の牙を躱すと、左手でその鎌首を捕まえた。右腕前腕部の刃やいばを広げると、その鋭い刃で、ハイブリッドの右腕を切断した。

「ぎゅおんっ！」

　ちょうど、引き伸ばされたゴム紐が断ち切られた時のように、ハイブリッドが弾かれたように後ろに転がり込む。腕の切断部からは鮮せん血けつが溢あふれ出し、白い骨が覗いている。

　……これでもう、妙な攻撃はできんな。

　藤岡は、左手に残った『右拳』を放り捨てると、ハイブリッドとの間を詰めていった。

　ハイブリッドの息の根は、確実に止めなければならない。
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「……なんてこった……」

　曽我部は、呆ぼう然ぜんと呟いていた。

　ほんの一瞬の出来事である。それですべてを引っ繰り返された。

　絶対の優位に立っていた筈の小邑が、今は鮮血を撤まき散らしながら、転げまわっている。

　まさに高杉の言った通りだった。小邑では、藤岡の相手は荷が重すぎたのだ。

「どうします？　新田たちに援えん護ごさせますか？」

　無論、戦闘員などが束になって掛かったところで、ハイブリッドに敵かなうわけがない。だが、小邑に逃げ出す隙を作ってやる事ぐらいはできるだろう。

　しかし、新田たちに援護させれば、それだけ撤退時間が遅れてしまう事にもなる。

　時計を見れば、残り時間は三分を切っていた。

「高杉さん、指示をお願いします」

　曽我部は、重ねて指示を仰いだが、高杉の返答はない。

　さすがに不審に思って、助手底へと目を向けると、返事がないのは当然だった。いつの間にか高杉の姿は、車の中から消えていたのである。
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　藤岡はハイブリッドの長い尾を掴み、その体を振り回していた。存分に勢いを付けてから、歩道の街灯に、その身を叩き付ける。

　ぐしゃっ！

　肉の潰れる音と共に、ハイブリッドの細長い体が、くの字に折れ曲がった。

　だが、悲痛な悲鳴を吐と血けつとともに撒き散らしながら、ハイブリッドはまだ動いている。やはり、このハイブリッドに対しては、打撃によるダメージは、効果が薄いようだ。

　……仕方がない。

　藤岡は、ハイブリッドに歩み寄ると、その小さな頭部を左手に掴み、強引にその体を引き起こした。

　ハイブリッドの体には、最も早はや、力は残っていないようだった。触手状のその左腕も、肘のあたりで切断されたその右腕も、だらんと下に垂れている。足にも体を支える力はなく、胴体の重さが、ただでさえ細長いハイブリッドの首を、更に細く長く、引き延ばしているように見えた。

　この一見頼りないような細長い首は、そのしなやかさによって、打撃によるダメージを軽減していたが、その分、裂傷には耐性がない。しぶとく生きながらえているこのハイブリッドも、喉を切り裂けば、さすがに絶命するだろう。

　藤岡は、一度は腕の中に戻していた刃を、再び引き起こした。

　藤岡の左手に吊つり下げられ、ハイブリッドの体は力無く揺れている。かすかな震ふるえが、頭部を掴んでいる藤岡の左手に感じ取れた。

　死にゆく者の、最後の震え。まだ生きている者の、懸けん命めいな足あ掻がき。

　嫌いやな感触だった。何度繰り返しても慣れるものではない。死闘を繰り返すたび、殺さつ戮りくを重ねるごとに、その感触は、藤岡の両腕に蓄積していく。

　だが、今更、やめる事はできない。殺し続けるしかない。この手を血で汚し続けるしかないのだ。藤岡とユニコーン。そのどちらかが、この世から姿を消すまでは。

　右腕を振り上げ、その刃で一気にハイブリッドの命を絶たとうとした時である。

　藤岡の頭部の触角が、風の揺らぎを捉とらえた。

　……上？　……来る！

　ハイブリッドの頭部から手を離し、そのまま後方へと飛び退のく。

　それとほぼ同時に、やや右斜め上方から、青い影が風となって吹き下ろし、たった今藤岡のいた空間を切り裂いた。ほんの一瞬でも反応が遅れていたら、直撃を受けていたに違いない。

　藤岡にも視認しきれぬその動き。

　ハイブリッドだ。ユニコーンが二体目のハイブリッドを投入してきたに違いない。

　だが、青い影の攻撃は、それで終わったわけではなかった。飛び退いた藤岡のその足下を、なにかが払ったのだ。足なのか腕なのか、触手か尻しつ尾ぽか、それすらも分からない。

　片膝をついた藤岡の頭部を、横よこ薙なぎに突風が払う。

　それを躱し得たのは、半分は偶然のようなものだった。敵の攻撃が見えたわけではない。予感が命じる通りに、ただ体を動かしただけだ。

　頭上をかすめて走る風を感じながら、それでも藤岡は、反撃に転じた。片膝をついたまま身を捻り、敵がいると思おぼしき空間に、後ろまわし蹴りを放ったのだ。

　先程の横薙ぎの一いつ閃せんが蹴りによるものだとすれば、このあたりにいる筈。そう見当を付けての蹴りだったが、その攻撃はむなしく空を切った。

　いつの間にか、烈風のような、あの連続攻撃がやんでいた。

　姿も見えない。気配けはいもない。

　……どこだ。どこにいる？

　藤岡は身を起こし、まだ見ぬ敵の攻撃を警戒しながら、周囲に視線を巡らせた。

　白い輸送トラック。

　黒ずくめの戦闘員。

　遠巻きに、闘いを見守っている一般市民。

　そして、右腕を切断され、血ち塗まみれになって倒れている緑色のハイブリッド。

　そのそばには、先程、ハイブリッドを叩き付けてやった街灯がある。

　その街灯の天辺に、二体めのハイブリッドの姿があった。不安定なその場所に、揺らぎもせずに立っている。

　……高杉一也。

　藤岡は、そのハイブリッドを知っていた。

　ユニコーンの幹部にして、速水敬介の右腕。そして、間違いなく、ユニコーン最強の男。

　……君が来たのか……。

　街灯の上の高杉は、静かに藤岡を見下ろしている。だらりと両腕を垂らしたその姿勢には、力みも隙すきも見られなかった。

　初期のハイブリッドたちには、藤岡と同じタイプのアスラ細胞が流用されている。それだけに、高杉の戦闘形態には、藤岡との共通項も多かった。

　比較的、人型に近いシルエットも同じなら、その身を硬い甲こう殻かくで覆われている点も同じである。眉み間けんからも、藤岡と同様の触角が、長く伸びていた。

　だが、完全に同じというわけではない。アスラ細胞の成長過程において微調整が加えられるし、その後の修練効果プラクテイスエフエクトによる差も出てくるからだ。

　戦闘形態をとった高杉の体は、藤岡のそれに比べ、ほっそりとしなやかなラインを描いている。その体色も、くすんだ茶色の藤岡とは違い、色鮮やかなコバルトブルーである。そして、なによりも大きな違いは……。

　両手を下に垂らしたまま、高杉が左右の拳を握りしめる。

　すると、その動きに応じて、高杉の腕が、翼つばさを広げた。

　藤岡の前腕部には、開閉自在の刃が三枚、縦一列に並んでいる。それと同種のものが、高杉の腕にも装備されていた。左右それぞれの腕に、ただ一枚ずつ。だが、高杉の刃は、閉じた状態でも切っ先が肘の後ろに突き出すほどに、長大だった。刃というよりは、鎌といった方が近い。

　その刃を、高杉が開いた。

　……来る！

　高杉の体が、外灯の上から跳躍した。
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「あ〜あぁ。本当に行っちめえやがったよ……」

　戦闘形態となった高杉の姿を見せ付けられ、曽我部は一人、天を仰いだ。

　気持ちは分からないではないが、指揮官たる身が、職務を放って飛び出すなど、褒ほめられた事ではない。

「……速水さんに大目玉食らっても知りませんよ？」

　とは言え、ぼやいてばかりもいられない。作戦はまだ継続中なのだ。

　しかも、残り時間は一分三〇秒。ぐずぐずしている暇はない。

　曽我部は、助手席のシートに残された通信機を拾い上げ、スイッチを入れた。

「新田、聞こえるか」

『はい』

　間髪入れずに、新田の声が戻ってきた。

「見ての通り、高杉さんが出てっちまったから、俺が指揮を執る。荷物の積み込みは終わってるな？」

『はい、いつでも出れます』

「ではすぐ行け。時間がない」

『ですが……小邑さんはどうします？』

「高杉さんに回収させる。だから構うな、行け」

『了解』

　動き出す戦闘員たちを横目に見ながら、曽我部は、通信機のチャンネルを変えていく。

　警察の到着を少しでも遅らせるために、別働隊に働いて貰わなければならない。

　現場に残ったハイブリッドの体液を処理するために、付近に潜んでいる第二小隊の面々に、処理役の準備をさせる必要もあるし、戦闘を終えたあとの高杉の受け入れ態勢を整えておく必要もあった。

「面めん倒どう掛けてくれるぜ、まったく」

　ぼやきながらも曽我部は、てきぱきと各班に指示を与えていった。




　　　　　八




　高杉が、仕掛けてきた。

　恐れもなければ迷いもない。まっすぐに藤岡目掛けて飛び込んでくる。

　迎え撃うつか、それとも退くか。

　半瞬の躊ちゆう躇ちよのあと、藤岡は自らも、高杉に向かって突っ込んでいった。

　振り上げた高杉の右の鎌が、青い影を引いて襲おそってくる。

　藤岡もまた、腕の刃を開いて、それを受けた。

　ぎゅいんっ！

　刃と刃がぶつかり合い、火花を散らして、弾け合う。極限まで硬質化された刃は、生体から生成されたものであるにもかかわらず、金属のような響きを上げた。

　まずは、互角。

　だが、刃を合わせた次の瞬間、今度は左の鎌が、下から吹き上げてきた。

　仰のけ反ぞって躱そうにも、切っ先の長さが、それを許さない。

「くぅっ！」

　藤岡は、ほとんど背中から倒れ込むようにして、後方へと跳ねた。左手を地面につき、一回転して跳ね起きる。

　だが、跳ね起きたその時には、高杉が目前にいた。藤岡に体勢を立て直す暇も与えず、右の鎌が藤岡の首を狙う。

　藤岡は首を竦すくめるようにして、ぎりぎりのところでそれを躱したが、それを躱した直後に、高杉の右膝が跳ね上がってきた。脇腹に突き刺さろうとするそれを、なんとか左腕でブロックできたのは、ハイブリッドの反応速度があったればこそ。だが、ブロックしたと思った瞬間、藤岡は右側頭部に激はげしい衝撃を受けた。

　左のバックブロー。

　恐るべき事に、高杉は一瞬の間に、三つの攻撃を叩き込んで来たのだった。

　脇腹をガードしていた藤岡は、それをまともに食らった。脳を揺らされ、視界が一瞬、暗く染まる。だが、その状態でもまだ、頭部の触角は、迫る高杉を感知していた。

　ユニコーンが結成されるそれ以前、高杉一也は速水敬介のボディガードを務めていた。時には楯たてとなって速水を守り、時には剣となって、速水の敵を排除する。それが高杉の役割だったのである。中ちゆう国ごく拳けん法ぽうを基本とするその体術は、凄すさまじいのひと言だった。銃器を持った男たち相手に、単身素手で飛び掛かり、瞬またたく間にこれを倒してのけた高杉の姿を、藤岡自身、目まの当あたりにした事がある。

　人の身であった時から、恐るべき格闘術を身に付けていた高杉一也。その男が今は、ハイブリッドとしての力をも手に入れている。

　……まともにやり合って勝てる相手ではない。

　藤岡にできて、高杉にできない事があるとすれば、それは、空中での姿勢制御である。

　……空中戦なら勝機はある。

　視力が回復するのを待っている暇はなかった。藤岡は触角による空間把握だけを頼りに、高々と跳躍した。背にしたビルの外壁を蹴り付け、更に高く跳び上がる。

　その動きを見て、高杉が跳躍する。ビルの外壁に張り出したベランダを足場にしつつ、二階から四階、四階から六階へと、その高度を上げてくる。

　高杉が追ってきているのを確認した上で、藤岡は今度は、道路の向かいにあるデパートに向かって、大きく跳躍した。それを追って高杉も、高々と空を舞う。

　……今だ！

　藤岡は、デパートの外壁を蹴り付けると、ゴムボールのように跳ね返った。地上に対して、九〇度体を捻り、体の左側を下に向けた体勢である。

　追ってくる高杉と跳ね返る藤岡の軌跡が、地上二〇メートルの高さで交こう錯さくする。

　ばしゅっ！

　その瞬間、藤岡の体が、上方へとスライドした。左体側面の気門を一気に噴射させる事で空中での位置をずらし、高杉の後背へと回りこんだのである。

　高杉の背中が見える。がら空きの背中が見える。

　甲殻の鎧よろいは背中をも覆っているが、それにも隙間はある。藤岡は、右手の指を揃えて伸ばし、背部装甲の隙間を狙って突き入れた。

　だが、その時である。

　背を向けたままの高杉が、後ろにまわした左手で、藤岡の右手首を、がしっと掴み止めた。

　……なっ!?

　愕がく然ぜんとする藤岡の目の前で、高杉が身をひねる。掴んだ手を支点に使い、藤岡の方へと向き直ったのだ。そして、高杉の右手の鎌が、跳はね上がる。

　右手首を掴まれたままの藤岡には、逃げる事も躱す事もできなかった。

「がはっ！」

　鋭い鎌の切っ先は、藤岡の胸部装甲を割り砕くだき、その下の肉体をも、存分に切り裂いた。
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　藤岡の体が、血の帯を引いて、墜落していく。

　それを横目に見ながら、高杉もまた、地上へと舞い降りた。

　藤岡が空へと逃れた時、高杉には、藤岡が空中戦に持ち込むつもりでいる事が分かった。

　藤岡には、藤岡独自の技がある。体側面に並ぶ、一〇対、計二〇の気門から体内の空気を噴出する事による、空中での姿勢制御だ。

　同じデザインのアスラ細胞を使って、藤岡のコピーを作ってみても、藤岡のあの動きは再現できない。気門から空気を噴出する事は可能だが、体を持ち上げるだけの推進力が生み出せないのだ。

　藤岡にそれが可能なのは、藤岡のハイブリッドとなってからの年月の長さゆえだ。あれは、長年にわたる修練効果プラクテイスエフエクトの積み重ねによって初めて可能となる、特異な技なのである。

　その能力ゆえに、藤岡は、短時間ではあるが『飛ぶ』事ができる。他のハイブリッドには不可能な事が、藤岡にだけは可能なのだ。ユニコーンという組織を相手に、藤岡がただ一人、ここまで闘い抜いて来られたのは、藤岡がそのアドバンテージを最大限に利用してきたからだ。

　だが、藤岡の闘いぶりを知っていれば、その裏を取る事は、さほど難しい事ではない。

　おそらくは、空中で気門噴射を使い、死角へとまわりこんでくる。そう見当が付いていたからこそ、高杉はあえて、藤岡の誘いに乗って見せたのだった。

　路面に叩き付けられた藤岡が、それでも懸命に立ち上がろうとしている。その右の胸からは、鮮血が細かい霧となって噴き出していた。体内の気密が破れ、圧あつ縮しゆくされていた空気が噴出しているのだ。

　……これでもう、あの技は使えない。

　飛べない藤岡など、最早、ただのハイブリッドも同然である。

　……もう、終わりにしましょう。藤岡さん。

　高杉は、ゆっくりと藤岡に向き直った。

　その時である。

『そこまでです』

　不意に、曽我部の声が聞こえてきた。耳の後ろに付けた、小型の通信機からである。

『引き上げてください、高杉さん』

　信じ難い言葉を、曽我部は口にした。藤岡にはこれまで苦く汁じゆうを飲まされ続けてきた。その藤岡を、ようやく仕し留とめられる時が来たのだ。

　……それなのに、ここで引けだと？　なにを考えてるんだ、あいつは。

『お気持ちは分かりますが、残念ながら時間切れです。聞こえませんか？　あの音が』

　そう言われて初めて、高杉も気が付いた。

　パトカーのサイレンが響いている。それも、かなり近くまで迫ってきている。

『あと二〇秒でここまで来ます。その前に小邑の体と右腕を回収して、この場を離れてください。第一小隊は既に撤退していますんで、高杉さん以外に、それができる人間はいません』

　小邑は街灯のそばに仰向けに倒れたままだ。確かに、あのダメージでは自力で撤退する事はできまい。

　藤岡が震ふるえる足で立ち上がった。左手が胸の傷を掴み締めているが、出血は止まらない。

　今なら倒せる。間違いなく仕留められる。

『あと一〇秒です。九秒……八秒……』

　通信機の向こうで、曽我部がカウントダウンを始めた。

　だが、倒せば倒したで、藤岡の死し骸がいをも回収せねばならなくなる。ハイブリッドの死体を警察に接収させる事だけは、どんな事をしても避けなければならないからだ。それだけの時間の余裕は確かにない。

　……逃がすのか？　ここまで追い詰めておきながら、奴を見み逃のがせと言うのか!?

『七……六……』

　その時、高杉の前で、藤岡が身を翻ひるがえした。胸の傷を押さえながら、最後の力を振り絞るようにして跳躍すると、窓を破ってデパー卜の二階に飛び込んでいく。逃げたのだ。

『五……四……』

　カウントダウンを聴きながら、高杉は弾かれたように駆け出していた。

　だが、藤岡を追ったわけではない。身を屈めるようにして小邑の右腕を拾い上げ、次いで、小邑の体も右脇に抱え上げる。ハイブリッドの筋力にものを言わせ、ビルの谷間を一気に駆け抜ける。

『ありがとうございます、高杉さん。Ｄ班をサポートにまわしますんで、そちらに合流して下さい。合流ポイントは今から指示します』

　急速に現場を離れていく高杉の耳の後ろで、曽我部の声が響いていた。
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　貴久たちＣ班が本部へと戻ってきたのは、七時を過ぎた頃だった。

　作戦が終了したのは、三時前だったが、どこで誰だれに見られているか分からない。そのまままっすぐ本部に帰ってくる事はできなかった。車を乗り継ぎ、服を着替え、すべての痕こん跡せきを消し去ってから、ようやく本部へ戻る事ができたのである。

　本部に戻っても、それですぐ解散というわけではない。Ｃ班の責任者である久川が、荒木に経過を報告し、その承認と今後の指示を受けてから、ようやく解放されたのだった。

　自由の身となった貴久は、いったん自室に戻って服を着替えると、その足で、熊くま倉くらの部屋へと向かった。

　熊倉の所属は、高杉の部隊の第一小隊。つまり、あの現場に、熊倉はいたのだ。

　本部へと戻って来る車の中で、ラジオのニュースを聞いていたから、今日の事件の経過について、ある程度の事は分かっていたが、やはり、その場にいた人間から、話を聞いておきたかった。

　だが、熊倉に割り当てられた四人部屋のドアをノックしても返事がない。

　ひょっとすると、まだ戻ってきていないのだろうか。そう思っていると、隣の部屋のドアが開いて、隊員が二人連れ立って廊下に出てきた。名前までは知らないが、熊倉と同じ、高杉配下の第一小隊の人間である。

「すいません。熊倉さんが、どちらにいるかご存じですか？」

　貴久がそう訊ねると、二人の隊員は足を停めた。

「部屋にいないのか？」

「ええ。ノックしてみたんですけど、誰もいないみたいです」

「だったら、多た分ぶん、食堂だろ。でかい作戦のあとは、みんなそこに集まるからな」

　そう言うところを見ると、なにか恒例の行事でもあるのだろうか。

「食堂でなにがあるんです？」

　貴久は訊きいてみたが、

「行きゃあ分かるよ」

　二人は、意味ありげにそう言うだけで、はっきりとは教えてくれなかった。

　いずれにせよ、熊倉が食堂にいると言うなら、行って確かめてみるのが一番である。

「それじゃ、とにかく行ってみます。ありがとうございました」

　貴久は、二人の隊員に一礼すると、階段に向けて身を翻した。
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　食堂のドアを押し開けると、重なり合うざわめきが、廊下にこぼれ出してきた。

　見渡す限り、人、人、人。この広い食堂が、それこそ足の踏み場もないほどにごった返している。食事時でさえ、これほどの混雑ぶりを見た事はなかった。

　……いったい、なんの騒ぎだ？

　熊倉は以前、本部詰めの人間の総数は、ほぼ二〇〇人と言っていたが、ひょっとすると、それに匹敵する人間が、ここに集つどっているのかもしれなかった。

　改めて食堂内を見回してみると、特に人が集まっているのは、壁際の大型テレビの前である。

　ソファセットは既に埋まっているし、その後ろにも、隙間なく、隊員たちが群れている。

「あ、熊倉さん」

　ソファの背後に、その姿を見み出いだし、貴久は人の合間を縫ぬうようにしながら、熊倉のそばに近付いていった。

「おう、山やま口ぐち。今日はお疲れだったな」

　熊倉が振り返った。既にシャワーで汗を流してきたと見え、さっぱりとした顔をしている。

「いえ、熊倉さんの方こそ、お疲れさまです。お怪け我がはありませんでしたか？」

「ああ、見ての通り、ぴんぴんしてるよ」

　その時、熊倉の前のソファに座っていた男が二人、

「……山口？」

　顔を見合わせてから、後ろを振り返った。

　どちらも年齢は二〇代半ばあたり。ともに私服姿だった。一人は、白いシルクのシャツの襟えりを立てており、もう一人は、黒い長袖の丸首シャツの上に、茶色のベストを重ね着している。

「お、本当に山口だよ」

　白いシャツの男が、貴久の顔を見上げて、にやりと笑う。

「……あ」

　見覚えのある顔だった。

「なんだ、お前、このお二人とも、もう知り合いだったのか」

　熊倉が、意外そうな声を上げる。

「知り合いと言うか……顔を合わせた事があるだけですけど」

「ああ、二度ばかりな」

　白いシャツの男は、薄く笑った。

　細面の顔立ちに、切れ長の眼まな差ざし。『パルメール』で、そして『リッジウェイ』でもウェイターを務めていた、あの男である。

「速水さんの下で第二小隊を率いてる柏かしわ木ぎ雄ゆ高たかだ。よろしくな」

　柏木は、ソファに座ったまま、貴久の方へと、右手を差し出してきた。

「こちらこそ、よろしくお願いします。その節は、どうも」

　貴久はそう答えながら、柏木と握手した。

「ああ、その節はな。お前のお陰で、あのあと変装術の講習を受けさせられたが、別に恨んじゃいねえから、気にすんな」

　柏木は、上うわ目め遣づかいに貴久を見上げて、にやにやと笑っている。

「……はあ、それは、どうも」

　どこまで本気か分からず、貴久は曖あい昧まいに頷く事しかできなかった。

「お前も、結構、しつこいよな」

　ベストの男が、柏木にそう声を掛けてから、貴久に顔を向けた。

「じゃあ、俺は誰か分かるか？」

　細身の柏木とは対照的に、がっしりした体格の男である。髪はスポーツ刈がりにしていて、眉が太い。大きめな口のその端には、貴久を試すような笑みが浮かんでいた。

　だが、柏木はひと目で分かった貴久にも、こちらの男に関しては記憶がない。

「どこかでお会いしましたか？」

「ああ、会ってるよ。……ま、俺の方は、そん時の事は覚えちゃいないがな。それでも、お前は確実に、俺を見た事がある筈だ」

　妙な事を言う男である。

　貴久が首を傾げていると、柏木が横から口を挟んだ。

「あんまり無む茶ちやな事を言うんじゃねえよ、反そり町まち。分かるわけねえじゃねえか」

「反町……さん？」

　男の顔には見覚えのなかった貴久も、その名前には聞き覚えがあった。

「ばらしやがったな、手て前めぇ。折角、このねたでもうちょっと引っ張ろうと思ったのによ」

　当ての外れた反町が、じろりと柏木を睨む。

　確かに分かるわけがない。貴久がこの男に会った時、この男は人の姿をしていなかったのである。『反町』は、『リッジウェイ』の時にガーディアンと闘った、ハイブリッドの名前だった。

「ま、そんなこんなで、そんなわけだ。俺は反町健けん太た郎ろう。こいつと同じく、速水さんの配下だ」

　反町は、傍らの柏木を、親指の先で、ぐいっと指し示してから、改めてその手を、貴久の方へと差し出してきた。その手首には、あの時と同じ、銀色の腕うで輪わが光っている。

「よろしくお願いします。……もう、お怪け我がの方はいいんですか？」

　握手した手を解きながら、貴久は反町に訊いてみた。

『リッジウェイ』の際、反町はガーディアンに、それこそ完かん膚ぷ無なきまでに叩きのめされ、半はん死し半はん生しようの目に遭あわされていたのである。

「なあに、二ヶ月もありゃ、墓場からだって蘇よみがえるさ」

　反町は、精せい悍かんな笑みを浮かべると、やや口調を改めて、あとを繋つなげた。

「あん時の事はよく覚えちゃねえが、俺はお前に助けて貰ったらしいな。借りを作ったままってのも気持ちが悪いから、なんか困った事でもあったら、俺に言えや。一度だけは手を貸してやる」

「とんでもない。あれは僕が僕の都合でやった事です。貸しにも借りにもなりませんよ」

　あの時、貴久がガーディアンの前に立ちはだかったのは、一つには速水との駆け引きの材料にするためであり、二つには藤岡への宣戦布告のためである。どちらにしてもそれは、貴久が貴久のためにやった事だ。

「まあ、いいじゃねえか。こいつが借りだと思ってんだからよ。パシリでもなんでも、適当に使ってやりゃいい。その方が、反町も気が楽になるだろ」

　脇から、柏木が、そう言葉を添えてくる。

「ありがたいお言葉じゃねえか。このお二人にそんな事言って貰えるなんて、光栄だぞ、山口」

　熊倉が、どんと、貴久の背中を叩いた。

「はあ……では、なにかあった時には、よろしくお願いします」

　貴久は、ぺこりと頭を下げた。

「それと念のために言っとくが、お前に借りがあるのは、反町だけだからな。俺には頼るんじゃねえぞ」

　柏木はそう言って、相変わらずにやにや笑っている。ウェイターに扮していた時の折り目正しい立ち居振る舞いが印象に残っていただけに、貴久には、妙な違和感がある。

「はい、承知してます」

「ならいい。……ところでお前、そいつになんか用でもあったんじゃねえのか？」

　柏木が、熊倉の方へと顎あごをしゃくった。

「そう言えば、俺を捜してたみたいだったが……なんだ？」

　熊倉が、改めて、貴久に顔を向ける。

「なにってわけでもないんですが……今日の作戦の事について、いろいろ聞いておきたいと思いまして」

「ああ、なるほど、そう言う事か……だけど、そいつは、俺が口で説明するより、お前の目で見た方が、手っ取り早いだろ。上映会がもうじき始まるからな」

「上映会？」

　貴久が訊き返すと、そのやり取りを聞いていた反町が、熊倉の代わりに答えてくれた。

「作戦の時には大抵、撮さつ影えい班はんが編成されるんだ。今後の作戦の参考にするためにな。そのビデオが、じきに資料部からまわってくる」

「じゃあ、ここに集まってる人たちは、そのために？」

「ああ。特に今日は、藤岡が現れたらしいからな。こいつは見逃すわけにはいかねえよ」

　それで、この人出の多さが理解できた。だが、食堂の雰囲気を見る限りでは、作戦を振り返って問題点を分析するといった生き真ま面じ目めな集まりではないようだ。カウンターの方では、飲み物やつまみを注文している者もいて、映画館の売店さながらである。

　先輩隊員たちに話を聞いて駆け付けてきたのだろう、村雨や小澤たちも、いつの間にか食堂に姿を見せていた。

　しばらくすると、

「資料部から持って来たぜぇ。編集したてのほやほやだ」

　手にした映像ディスクをちらつかせながら、一人の隊員が食堂に入ってきた。

「お、来た来た」

　食堂内に散らばっていた隊員たちも、テレビの前に集まってくる。

　隊員は人混みを掻かき分けながら、テレビのそばへと向かい、ラックの下のプレイヤーに、映像ディスクを差し込んだ。

「よく観みておけよ」

　熊倉が小声で言う。

「ええ」

　貴久は頷きつつ、テレビの画面を見詰めた。

　プレイヤーのスイッチが入り、やがて、上映が始まった。
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　高杉一也は、本部最上階、副司令の執務室にいた。

　目の前のデスクには、ユニコーンの副司令、速水敬介が座っている。その手の中にあるのは、先程、曽我部が作成したばかりの報告書だった。

「──以上です」

　高杉は、デスクの前に立ったまま、経過の報告を終えた。ユニコーンでは、速水の上に総司令の佐さ々さ木き隼はや人とが存在するが、佐々木はいつも地下の研究室に籠こもっている。時折思い出したように、おおまかな指示を与えるだけだ。実質的にユニコーンを運営しているのは、速水であった。

「……小邑がやられたか」

「はい。申し訳ありません」

　当初の作戦目的は果たせたものの、小邑をやられたのは痛かった。回復までの間、小邑は使えないし、また金も掛かる。

「藤岡が来たのでは仕方がない。私が指揮していたところで、結果は同じだっただろうからな。だからそれは構わないが……問題は、お前が自ら出撃したという事だ」

　速水は、報告書の束を下ろすと、デスクの上に肘を載せて、両手を組んだ。

「指揮官たる身が、指揮を忘れて、どうするんだ？」

　静かな視線が、高杉を見上げた。

「ですが、それは……」

　藤岡が現れたからだ。あのまま放っておいては、小邑は間違いなく殺されていただろう。それを未然に防ぐためには、高杉自身が出撃するしかなかったのである。

「お前が指揮官の職務を放棄したせいで、命令系統に空白が生じた。第一小隊の撤退も遅れ、まかり間違えば、警官隊と正面衝突していたかも知れん。曽我部が手際よく処置してくれたお陰で事なきを得たが、そのせいで第一小隊が警察に捕らえられる事にでもなったら、どうするつもりだったんだ？」

「……申し訳ありません」

　高杉には、ひと言もなかった。

「ハイブリッドとしてのお前の強さは、私も充分知っている。藤岡相手でも、お前らなら、間違いなく勝てるだろう。一対一で、邪じや魔まも入らず、奴が逃げる事もないという条件ならばな。だが、現実的には、そんな事はあり得ない。それは分かるな？」

「……はい」

　自らの強さを誇るな。それに頼るな。ユニコーンに必要なのは、組織としての強さであり、個々人の強さになど、さはどの意味はない。速水は、そう言っているのだった。

「昔とは違う。お前は今や、ユニコーンの幹部なんだ。人を指揮する立場なんだぞ。それを忘れるんじゃない」

「はい。分かりました」

「私から言っておく事はそれだけだ。……下がっていいぞ。部下を労ねぎらってやれ。それから、曽我部にも礼を言っておくんだな」

「そうします」

　高杉は、速水に一礼して、戸口へと下がった。

「……それにしても……」

　ドアに手を掛けようとした時、速水が独り言のように呟くのが聞こえた。

「なにか？」

　高杉が振り返ると、

「いや……。最初の任務でいきなり藤岡と遭遇するとは、あの男も、よくよく藤岡に縁えんがあると思ってな」

『あの男』とは、あの男の事だろう。

　山口貴久。恋人の復ふく讐しゆうのためにユニコーンに加入したあの男。

　確かに、ユニコーンの中でも特異な経歴を持つ男だし、ユニコーンに加入するために取った手段も、特筆に値するものだ。

　だが、山口は、単なる一戦闘員に過ぎない。副司令たる身が気に掛けるような、そんな存在ではない筈だ。

　高杉には、それが、少し面おも白しろくなかった。

「……失礼します」

　速水にもう一度、頭を下げると、高杉はそのまま副司令室をあとにした。




　廊下に出ると、そこに曽我部が待っていた。

「どうでした？」

　寄り掛かっていた壁かべから背中を離して、高杉の方へとやってくる。

「……叱しかられたよ」

「ふふん……やっぱりぃ？」

　にやつく笑いが癇しやくに障さわったが、曽我部の措置で助かった事は事実だ。

「ああ、お前に礼を言っとけとさ」

「そいつは嬉うれしいお言葉ですけど、言葉だけじゃ、なんだなぁ」

「……なにか欲しい物でもあるのか？」

「欲しい物は別にないんですがね。でも……高杉さんが引き受けてくれたら嬉しいなぁって事が、一つ、ない事もないんですよ」

　妙に持ってまわった言い方をする。

「なにをしろって言うんだ？」

「実はね、今度、女子部の連中と一いつ緒しよに酒でも飲もうかって話が出てるんですけど……ほら、俺が高杉さんの副官だって事、みんな知ってるじゃないですか。でね、高杉さんを連れてきてくれと、女子部の連中からリクエストがありまして。いや、もちろん、高杉さんがそういうのお嫌きらいなのは知ってますけど、高杉さんが来るってだけで入りが違うんすよ。全部付き合えとは言いませんから、ちょこっと顔だけ出して貰えませんかね。一〇分……いや、五分でいいですから。ほんのちょこっとだけ」

　揉もみ手せんばかりに言い募つのる曽我部を、高杉は半ば呆あきれながら眺めてた。

　ほんの数時間前にあれほどハードな作戦をこなしたばかりだというのに、今はもうそんなお気楽な事に夢中になっている。速水が選んで付けてくれた男だし、副官としての能力も高く買ってはいるが、曽我部のこういうところだけは、高杉の理解を超えていた。

「やっぱ駄目……ですかね？」

　無言のままでいた高杉の顔を、おそるおそると言った様よう子すで、曽我部が見上げた。

「分かった。五分でいいんだな？」

「……え？」

　曽我部がひょこんと顔を上げた。自分で言い出した癖くせに、目を丸くしている。

「お前に借りを作ったままなのも、気持ち悪いからな。そんな事で済むなら安いもんだ。日時が決まったら教えろ。五分だけは付き合ってやる」

　それだけ言って、高杉は踵きびすを返した。曽我部をその場に残して、自分の部屋へと引き上げていく。

「ああ……と、ちょっと待った。そういう事だったら、一〇分。いや、三〇分ぐらいに……」

　曽我部が調子のいい事を言いながら追い掛けてきたが、高杉は振り返らなかった。
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「くぁ……こら凄すげぇわ」

「圧倒的だぜ、おい」

　青いハイブリッドが登場するやいなや、戦局はがらりと様変わりした。

　ガーディアンがやられている。完かん膚ぷ無なきまでに叩きのめされている。

　画面に映るその光景が、貴久には信じられなかった。

　南な雲ぐもにも反町にも圧勝してのけたガーディアンが、青いハイブリッドの前には為なす術すべもない。

「あれが……高杉さんですか？」

　高杉一也の姿を、貴久は見た事がある。だが、貴久が見たのは、人の姿のままの高杉だった。あのモデルのように整った顔立ちの優やさ男おとこが、ここまで苛烈に、ここまで圧倒的な闘たたかい振りを見せるとは、貴久には想像も付かなかった。

「そうだ。あれが俺たちの隊長だ」

　答える熊倉の声が、心なしか誇らしげに聞える。

　高杉の鎌に胸部を切り裂かれ、藤岡が堪たまらず、逃走を図る。

「けっ、逃げやがったぜ、チキン野郎」

「たまには正々堂々とやりあったらどうなんだよ、藤岡ぁ！」

　ギャラリーから、ののしり声が上がった。食べていたポップコーンを、画面に向かって投げつける者さえいる。

「どうだ、反町？　自分がやられた相手があんな無ぶ様ざまに逃げ出す姿を見せられた気分はよ。内心、穏おだやかじゃねえんじゃねえのか？」

　前の席で柏木が、反町をからかっている。

「ちぇ、やな事言うぜ……」

　反町は苦笑いを浮かべ、そして、画面の方へと、その視線を戻した。

「……だが俺だって、このままじゃ終われねえさ。次の機会を貰えさえすれば、あの時の借りは、きっちり返してやる」

　画面の中の藤岡に向けられた反町のその目には、静かな闘志が湛たたえられていた。

　藤岡を相手にしてさえ、格の違う強さを見せ付けた高杉。

　そして、傷を癒いやし、雪せつ辱じよくを誓う反町。

　藤岡を倒したいと願う者は、なにも貴久一人ではなかったのだ。誰もが藤岡を敵と認識し、その首を取ろうと狙っている。

　この分では、貴久に藤岡と闘う機会が与えられる事など、あり得そうもない。それどころか、次の闘いで、藤岡が仕留められる事すら、ないとは言い切れない。

　……どうしたんだ、藤岡。情けないぞ。そんな様で、なにが正義のヒーローだ。

　百ゆ合り子この仇かたき。倒すべき相手。だが、藤岡の不ふ甲が斐いない姿は見たくない。

　自分でもそれが不ふ思し議ぎだった。
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　うぃぃぃん……。

　モーターの音が、かすかに響ひびいていた。

　天井に設置されたレールに沿って、四角いブロックが、行きつ戻りつしている。ほんのすぐそこまで近付く事もあれば、奥の壁かべぎりぎりまで下がる事もある。

　ブロックから伸びた支柱の先には、板が吊つり下げられているが、レールと平行の角度になっているため、貴たか久ひさの位置からでは、線にしか見えない。

　ぱたっ。

　ブロックが二〇メートルほど離れた位置に来た時、不意にその板が、九〇度、角度を変えた。

　黒く塗られた人型の板。その頭部と胸部には、白い線で五重の同心円が描かれている。

　貴久は、右脇わきに下げたショルダーホルスターから拳けん銃じゆうを引き抜き、二つの同心円、それぞれの中心を狙ねらって、二度、引き金を引いた。

　着弾の衝しよう撃げきに、標的が揺れる。だが、胸部を狙った銃弾は、外から二つ目の円に辛かろうじて当たっただけ。頭部を狙った銃弾は、同心円どころか、板の端をかすめただけだった。

　ユニコーン本部の地下一階。そこにある射撃訓練場に、貴久たちはいた。

　貴久、村むら雨さめ、小お澤ざわ、磯いそ崎ざき、片かた山やまの新入り五人組は、防弾ガラスによって区切られた射撃場に横一列に並び、先程から射撃の特訓を受けていた。

「肩に力が入りすぎだ」

　後ろから、富とみ永ながの声が、聞こえた。貴久と同じ、第二小隊の先せん輩ぱい隊員だ。貴久たち新米隊員の訓練には、科目によって、それを得意とする隊員が監かん督とくに付く事になっている。射撃訓練の際の監督が、この富永だった。

「がちがちに腕を伸ばしてるから、反動でぶれるんだ。もっと楽に構えて、肘ひじに遊びを作っておけ」

「はい」

　再び標的が向きを変え、レールの下を移動し始める。近付いたかと思えば、不意に遠のき、時には、フェイントを掛けるように、一いつ瞬しゆんだけ、標的が角度を変えてみたりもする。

　ばばんっ！

　二つ右の区画から、銃声が聞こえた。

「小澤！　いちいち、びくつくんじゃねえ。目ぇ閉じてたら、当たるもんも当たんねえだろうが！」

「はい！　すいません！」

　富永の叱しつ責せきに、小澤が必死に答える声が聞こえた。

　朝の一〇時から、二時間以上、貴久たちは銃を撃うち続けている。射撃場にこだまする銃声が鼓こ膜まくを痺しびれさせ、立ちこめる硝しよう煙えんとガンオイルの臭においが体に染みつくようだった。

「よし。それじゃあ、今度は、横の動きも入れるからな。自分の前で的がめくれたら、すかさず撃てよ」

　富永が訓練マシンの操そう作さ盤ばんのスイッチを入れると、奥の壁のすぐ前を、別の標的が横に流れ始めた。
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　貴久たちが射撃訓練から解放されたのは、午後の一時を過ぎてからである。いったん、自室に戻って服を着替えると、貴久たちは、遅い昼食を摂とるために、食堂へと再び集まった。

　今日の『残り物定食』は、オムライスとサラダ、それにわかめスープのセットだった。注文してみるまで何が出てくるか分からないのが難点だが、味もなかなかだし量もたっぷりある。これだけの料理を無料で食べさせてくれるのだから、ユニコーンの福利厚生施策も大したものだ。

「見ろよ、これ」

　隣となりの席に座った村雨が、スプーンを摘つまんだその右手を、貴久の前に突き出してよこした。見ると、その手が、細かく震ふるえている。

「射撃訓練は嫌いじゃねえけどよ。銃、撃たせるにも、限度ってもんを考えて欲しいよな。お陰でさっきから痺れまくりだ」

　それは貴久も同じだった。訓練に使った拳銃は三八口径のオートマティックで、重さは一キロもなかったが、それでも抜き撃ちを繰くり返すうちに、腕が上がらなくなってくる。今も、貴久の、右の肩から首筋に掛けての筋肉は、ぱんぱんに張り詰めていた。

「よう、やってるな」

　快活な声を上げて、反そり町まちが食堂にやってきた。トレーニングウェアに身を包み、首にタオルを引っ掛けている。

「あ、反町さん」

　貴久たちは、食事の手を止め、一斉に椅い子すから立ち上がった。

　反町はハイブリッド。その地位は、ユニコーンの中では、小隊長と同格という事になっていた。

「いちいち立たなくてもいいから、そのまま飯食ってろ」

　反町は、面めん倒どう臭くさげに片手を振り、配はい膳ぜんカウンターの方へと向かった。

「文ふみちゃん、メロンソーダ、作ってくれるかい」

「あいよ」

　カウンターの向こうで、三み田た文ふみ代よがオーダーを受けた。この本部に来た初日にもいた、恰かつ幅ぷくのいい女性である。この食堂を切り盛りしている責任者だ。年ねん齢れいは四六歳で、小学生の息子がいると言う。朝昼関係のないユニコーンだから、食堂も一応二四時間開いているが、三田文代の担当時間は、午前一〇時から夕方六時までの八時間となっていた。毎日規則正しく出勤してきては、仕事を終えるとうちに帰る。時間に不規則なユニコーンの中にあっては珍しく、まっとうな勤務態勢を保持している女性だった。毎日、家と本部とを往復する事を許されているあたり、それだけ必要な人材だという事でもあり、また信用もされているという事でもあるのだろう。

　ぶっきらぼうで歯に衣着せぬところもあるが、ユニコーンの隊員たちからも慕したわれているようだ。『食堂のおばちゃん』と呼ばれると覿てき面めんに不ふ機き嫌げんになるので、いつしか『文ちゃん』という呼び名が定着したとの事だった。

　注文のメロンソーダが出来あがると、反町は、グラスとコースターを手にして、貴久たちのいるテーブルヘとやってきた。

「反町さんも、今日は訓練だったんですか？」

「ああ。リハビリを兼ねて、ぼちぼちとな……。そっちは、これか？」

　反町は、右手の人差し指を曲げるような仕し草ぐさをしてみせる。

「ええ、そうですが……でもどうして分かったんです？」

「そんだけ火薬の臭いをぷんぷんさせてりゃ、誰だれにだって分かるさ」

　反町は笑って、冷えたグラスを口元に運んだ。一応、訓練後にシャワーは浴びていたのだが、それでも、身にこびりついた硝煙の臭いは完全には消せなかったようだ。

「どうだ、ちったぁ上達したか？」

「いえ、まだまだです。動かない的相手なら、それなりに当てられるようにはなりましたけど」

「最初はそんなもんさ。ま、焦らずに、続けてくこったな」

「だけど……」

　その時、ぽつんと、小澤が呟つぶやくように言った。

「ん？　なんだ？」

「……え？　あ、いえ、なんでもありません。すいません」

　つい口をついて出てしまった独り言だったのだろう。反町に顔を向けられ、小澤は慌てて、手と首を振った。

「いいから言ってみろよ。気になる事でもあるのか？」

「いえ、ほんとに、別になんでもないですから……」

「言・え。これは命令だ」

　反町に重ねて要求され、小澤は渋々といった様よう子すで、口を開いた。

「その……ユニコーンの戦せん闘とう員いんは銃は使わないんですよね。ならなんでこんなに毎日射撃訓練があるのかなって、それがちょっと不ふ思し議ぎだったんです。それだけです。……すいません」

「いちいち謝あやまんな」

　反町が苦笑を浮かべ、そして貴久の方へと、その視線を戻した。

「そんなに毎日、射撃訓練が入ってるのか？」

「そうですね。本部詰めになったばかりの頃ころはそうでもなかったんですが、この五日ほどは、連続して入ってます」

　確かに、小澤の疑問はもっともだったが、ユニコーンが銃器を使う事は、滅めつ多たにはなくても、皆かい無むではない。それに備えての訓練なのだろうと、貴久は受け止めていた。もともと素人しろうとの貴久たちなのだから、銃器に慣れさせるために、それなりの訓練時間が必要になるのも、当然と言えば当然である。

　だが、貴久のその返答に、反町は別の事を思ったらしい。

「そうか……じゃあ、そろそろ近いのかもしれねえな」

「近いって……なにがです？」

　不ふ審しんに思って、貴久は訊きいてみた。

「実戦だよ」

「実戦なら、この間、経けい験けんしましたが……？」

「あれはサポート任務だろ。そうじゃなくて、前線に出る、文字通りの実戦だよ」

「ですが、我々はまだ……」

　訓練所は卒業したとはいえ、新米もいいところだ。この段階で実戦になど参加させられても、足手まといにしかなりそうもない。

　だが、反町の説明は、まだ続いていた。

「こいつも、ここの慣例みたいなもんなんだけどよ。お前ら新入りは、正式に配属される前に、一回、実戦に出されるんだよ。半分は現場の空気を体に覚えさせるため。あとの半分は、ま、肝きも試だめしってとこか。もちろん、こないだみたいな作戦に連れてくわけにはいかねえから、多少はどじってもフォローできるような、そういう現場を選んでの事だけどな」

「ほんとっすか？」

　村雨が口笛を吹いた。

「……いよいよ実戦かよ。腕が鳴るね」




　その日の夜の訓練終了後、貴久は奥おく山やまに呼ばれた。

「山やま口ぐち、お前、今度帰宅するのはいつの予定だ？」

「はっきりとは決めてませんが、数日中に、一度戻るつもりでいます」

　貴久が答えると、奥山は軽く頷うなずいて、

「そうか……。表の顔を維持するのもお前の任務だから、その辺の裁量は任せるが、明後日あさつての夜は、ここにいろ。作戦がある」

　その言葉に、貴久は反射的に、昼間の反町の言葉を思い出していた。

「どんな作戦ですか？」

「それに答える必要はない。どんな作戦であっても対応できるよう、心構えをしておけ」

　奥山は突き放すような口調で答えたが、それも当然と言えば当然である。下っ端戦闘員などにいちいち作戦内容を明かすわけがない。訊たずねた貴久の方が間違っていたのだ。

「……分かりました。明後日の夜は、本部で待機します」

　貴久は復唱すると、奥山の前から辞した。
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　それから二日後の午後八時。

　貴久たちは、本部の一階奥にある装備室へと集合していた。

　車庫の脇にある装備室には、壁際にずらりとロッカーが並んでいる。奥山がその扉のロックを外していくと、中から、あの黒ずくめの戦闘服が現れた。ハンガーに吊つるされた厚みのある黒いジャケット。それと同じ素材で作られたスラックス。下の段にはブーツが、上の棚にはヘルメットが収められている。

「着替えろ」

　奥山の指示で、第二小隊の隊員たちが、それぞれロッカーから戦闘服を引き出し、それを身に着け始めた。

　しかし、第二小隊のメンバーは、奥山を含めて一二名。だが、開けられたロッカーは、全部で七つだけだった。

「あの……俺たちのは？」

「ああ、お前らの戦闘服は、まだ支給されてないんだ。だから、そのままの格好でついてくればいい」

　村雨の質問に、奥山は、自分も手早く着替えながら答えた。

「このままって……だって、実戦なんでしょう？　こんな布っきれじゃ……」

　さすがに村雨も、不安げな顔を見せる。

「大丈夫、心配すんな。いざって時には俺たちが守ってやるさ」

　椅子に座ってブーツを履はいていた久ひさ川かわが、村雨に声を掛け、

「そういうこった。やばい仕事は俺たちが引き受けるから、お前らは後ろで、実戦の雰囲気だけ味わってろ」

　分厚いジャケットに袖そでを通しながら、富とみ永ながも口を添えた。

　隊員たちは、戦闘服を着終えると、二人ひと組になって、接合部のファスナーがきっちり留められているかどうかをチェックし合う。そのチェックも終わった頃、装備部の人間が、キャスター付きのロッカーを運び込んできた。中には、スタンロッドと、それに取り付けるバッテリーが収められている。そしてもう一人、別の人間が、より頑丈にロックされた箱を運び込んできた。そちらに収められているのは、黒光りするオートマティック拳銃と弾倉だった。

「今回の作戦には、こいつも使う。動作不良がないか、それぞれ点検しておけ」

　奥山が、隊員たち一人一人に、拳銃と弾倉を手渡していく。

「お前たちには、これもだ」

　戦闘服には、拳銃を収めるホルスターや、スタンロッドを取り付けるフックが付属しているが、貴久たちの着ている訓練着には、もちろんそんなものは付いていない。そのため、貴久たちには、厚い革製のベルトも渡された。ちょうど制服警けい官かんが腰に巻くようなベルトで、左の腰に拳銃用のホルスターを、右の腰にスタンロッドを吊り下げられるように作られている。腰の後ろには予備弾倉を収めておくスロットも付いていた。

　手渡された拳銃はずしりと重く、その存在感を誇っている。

　これから実戦に出るのだ。その事実が、重さとともに、貴久の中に刻み込まれるようだった。

「では出発するぞ。車庫に移動して、車に乗れ」

　奥山の命令が下り、第二小隊の面々は車庫へと移動していった。
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　貴久たちが乗り込んだのは、黒塗りの軽トラックだった。ちょうど、訓練所に運ばれる時に乗せられたトラックのように、荷室の左右の壁に、向かい合うような形でベンチシートが二つ、設置されている。シートの頭上には棚もあり、ヘルメットを収められるように作られていた。

　第二小隊の一二名は、二つのベンチシー卜に、それぞれ六人ずつ分かれ、向かい合って座っている。小隊長である奥山は、左側のシートの一番奥に座っていた。貴久たち新米は、ドアに近い末席である。右側のシートに、ドアに近い側から、小澤、貴久、村雨。左側のシートには、小澤の前に磯崎が、貴久の前に片山が腰を下ろしていた。

　偶然だが、貴久と小澤が座った位置も、訓練所に運ばれた時と同じだった。そして、あの時と同じように、小澤は不安と緊きん張ちように頬ほおを強こわばらせている。その両膝ひざが細かく震ふるえているのが分かった。

「そう緊張するな。観光気分でいればいいと、久川さんたちも言ってただろう」

「うん……分かってる」

　貴久の呼び掛けに頷きはしたものの、小澤の頬は強ばったままだった。

　もっとも、緊張しているのは、貴久も同じである。訓練所の卒業試験もかなり過酷なものだったが、それでもあの時の相手は、同じユニコーンの人間だった。だが、今度は違う。本当の実戦なのだ。

　トラックが走り出して、しばらくした頃である。右隣に座っていた村雨が、貴久の前に小さな籠かごを差し出して来た。中には、棒付きのキャンディが入っている。

「？」

「一つ取ってまわせとさ」

　貴久が顔を見返すと、村雨は小声で、そう告げた。村雨の右隣へと目を向けて見ると、先輩隊員たちの唇の端から、キャンディの棒が突き出していた。

　闘うための装備に身を包んだ男たちが揃そろってキャンディを咥くわえている姿は、どこかユーモラスでもあったが、これも慣例の一つなのかもしれない。貴久はキャンディを一つ手に取ると、籠を小澤へとまわした。

　籠は小澤から向かいの磯崎に渡され、磯崎から片山へとまわされていく。

　選びもせずにつまみ上げたキャンディだったが、包み紙を剥はがして口に放り込むと、甘みとともに、オレンジの風味が広がった。

　隊員たちに、キャンディが行き渡ると、それを待っていたように、奥山が口を開いた。

「では、これから作戦内容を説明する。よく聞いて、頭に叩たたき込んでおけ」

　運転席との間の壁に設置された液晶パネルに、明かりが灯ともる。隊員たちは、棒付きキャンディを咥えたまま、パネルに注目した。

　パネルに表示されているのは、港の見取り図だった。

「ここから東に六〇キロほど移動したところにある、貨物専用の港だ。今夜ここで銃の密売取り引きがある。売り手は中国マフィアの風ふう牙が会かい。買い手は共きよう和わ会かいの真ま弓ゆみ組ぐみだ。情報によれば、物ブツは拳銃と小銃、その弾薬。価格にして二〇〇〇万程度の取り引きになるらしい。この銃と代金、その双方を戴いただく」

　奥山の説明を聞きながら、貴久はかつて大学図書館でユニコーンの活動を調べた時の事を思い出していた。確か、『黒い覆面集団』なるものの存在が最初に世間に認知されたのも、やはりやくざとマフィアとの間の銃器密売への介入だった筈だ。

　あの時、新聞記事で読んだ事件と同じ作戦に、今から自分が参加する。そう思うと、不思議な感慨が湧いてくる。

「風牙会が取り引きに連れてくる人数は、五人から六人。真弓組もそれに合わせるだろうから、両方併せても、一〇人から一二人といったところだ。だが、奴やつらは武装してる。警察と違って、ためらい無しに撃って来るから、気を引き締しめて掛かれよ」

　隊員たちは、無言のまま頷いた。

「先遣部隊の報告によれば、風牙会も真弓組も、まだ現場には到着していないそうだ。従って、取り引きがこの港のどこで行われるか、正確なところはまだ分からない。部隊配置については、現場に到着したあと、改めて隊長から説明がある筈はずだ。……それから、今回はもう一つ別に、注意点がある」

　奥山はそう告げると、パネルの映像を切り替えた。

　映しだされたのは、一人の男のバストアップ写真である。痩やせ形の、目付きの鋭するどい男だ。年齢は四〇才前後。硬めの前髪が、額ひたいの上に庇ひさしを作っているのが印象的だった。

「この男の名は、劉りゆう芳ほう明めい。風牙会の幹部で、関東一円の動きを仕切ってる男だ。この男からは少し訊き出す事がある。ほかの連中は殺しても構わんが、この男だけは、口の利ける状態で捕らえろ。分かったな」

　再び、隊員たちが頷いた。

　……殺しても構わない、か……。

　拳銃を配布された時点で、銃撃戦が想定されている事は分かっていた。

　撃ち合えば怪け我が人にんも出るだろうし、撃たれて死ぬ者も出るだろう。それも分かっていた。

　だが、はっきり言葉にして言われると、改めて、この任務の重さが、貴久の心にのしかかってくる。

　藤ふじ岡おかを倒すために、貴久はユニコーンに加入した。そして、藤岡と闘たたかう位置に立つためには、貴久はユニコーンに自分を認めさせなければならない。手柄を立てていかなければならないのだ。

　事前に言われているように、今回の作戦に関しては、貴久たちはただのおまけだ。実際に任務を遂行するのは、先輩隊員たちである。だが、ユニコーンの戦闘員である限り、貴久たちもいつかは、同種の任務を任される時が来るに違いない。

　その時、自分は撃てるのだろうか。人を殺す事ができるのだろうか。

　自らに誓った目的のためとは言え、そこまでの事をしてしまって、本当にいいのだろうか。

　その時、百ゆ合り子こは、貴久を許してくれるのか。

　貴久たちを乗せたトラックは、作戦現場に向かって走り続けている。刻一刻と、作戦開始時間が近付いてくる。

　だが貴久は、迷うばかりで、一向に結論を出せなかった。
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　トラックが停止し、エンジンの音が消えた。

　現場に到着したのだ。

「降りろ」

　奥山が、簡かん潔けつに指示を下した。

　それを受けて、最初に立ち上がったのは、左側のシートの一番奥、ちょうど奥山の向かいに座っていた、久川である。

　久川は、拳銃の動作機構をもう一度確認してからホルスターに収め、スタンロッドをジャケットの背中にあるフックに留めて固定した。シートの上に収めておいたヘルメットを取り上げると、それを小脇に抱えて、ドアヘと向かう。

　がりっ。

　久川の口の中で、キャンディが噛かみ砕かれる音が聞こえた。残った棒を、ドア脇に置かれた金属製のごみ箱に向かって、ふっと吹き捨てると、からんと小さく音がした。久川はヘルメットを被かぶりながら、トラックの外に降りていった。

　戦闘員たちは、奥の席から次々に立ち上がり、ヘルメットを手にして降りていく。久川と同じく、キャンディを噛み砕き、棒を吹き捨て降りていく。判で押したようなその行動は、まるである種の儀ぎ式しきのようだった。

　先輩隊員たちが降りてしまうと、次に村雨が立ち上がった。拳銃を改め、スタンロッドをベルトに差してドアヘと向かう。先輩たちを倣ならってキャンディを噛み砕いた村雨だったが、ごみ箱に向かって吹き飛ばした棒は、狙いが外れて、床に転がった。

「おっと、失敗」

　村雨は苦笑すると、屈かがんで拾い上げたそれを、改めてごみ箱に放り込んだ。

　次は片山、そして、その次が貴久である。

　貴久は、口の中で八割方溶けていたキャンディを奥歯で噛み砕くと、左手で棒を引き抜き、それをごみ箱へと放り込んだ。




　外へと降りると、そこは夜の港だった。おそらく時刻は夜の一〇時を過ぎているだろう。必要のない照明を落とされ、港はひっそりと静まり返っている。埠ふ頭とうに打ち寄せる波の音が、夜の闇やみの中にさざめいていた。

　ひと足先に降りていた先輩隊員たちは、それぞれにフルフェイスのヘルメットを被り、首を巡らすようにして、襟えり元もとのファスナーを留めていた。戦闘服を着けていない村雨や磯崎たちは、やや手持ち無ぶ沙さ汰たな様子で、膝の屈伸運動などしている。

　貴久たちを乗せてきた軽トラックから五メートルほど離れた場所には、臙えん脂じ色の乗用車が停とめられていた。そのボンネットに紙を広げ、男が二人、なにやら話し合っている。

　一人は第一小隊長の霧きり島しま。もう一人は作戦指揮官たる荒あら木き茂しげ樹きである。二人とも戦闘服に身を包んでいた。前回の作戦で指揮を執ったのは高たか杉すぎ一かず也やであり、荒木は直接作戦には参加しなかったから、こうして荒木の戦闘服姿を見るのは、訓練所の卒業試験の時以来である。荒本の右の耳には、卒業試験の時と同じように、インコムが装着されていた。

　トラックの荷室から最後に降りてきた奥山は、左腕にヘルメットを抱えたまま、その乗用車の方へと歩み寄っていく。荒木と霧島が、目顔で奥山を迎えた。

　荒木が、広げられた紙片の数ヶ所を順次指差しながら、奥山になにやら告げている。現在の状況説明と、作戦内容の再確認をしているのだろう。奥山は荒木から説明を受けると、なお二言三言、荒木と言葉を交わしてから、貴久たちのもとへと戻ってきた。

「真弓組はまだ来ていない。だが、風牙会の方は、既すでに待機中だそうだ」

　そう言いながら、奥山が港の見取り図を広げる。第二小隊の面々が、奥山の周囲に集まった。

「風牙会の連中が待機しているのは、ここ」

　奥山の指先が、一番端の埠ふ頭とうを示す。

「埠頭に待機しているのは六人だが、それとは別に、こことここに、それぞれ二人ずつ、人員を配置している」

　奥山の指先が示したのは、荷揚げ場の一角と、やや離れた位置にある倉庫の陰だった。いずれも、風牙会の待機地点を取り囲むような配置である。

「やる気なんですかね？」

　フルフェイスのヘルメットの下から、隊員の一人が訊ねる。風牙会は、取り引き現場に現れた真弓組を襲しゆう撃げきするつもりなのだろうか、と、それを訊ねたのだ。

「いや、万が一に備えての抑えだろう。だが、別働隊を配置しているとなると、こちらも、それに備えなければならん。そこで、隊を三つに分ける。……久川、小こ泉いずみ」

「はい」

「お前たちは、荷揚げ場の連中の背後に付け。富永と田た中なかは、倉庫の連中だ」

「はい」

　久川と小泉、富永と田中が、それぞれに頷いた。

「作戦が始まるまで、お前たちはそいつらの後ろに張り付いていろ。荒木さんからの指示があり次第、別働隊を速すみやかに沈ちん黙もくさせろ。風牙会と真弓組の制圧は、霧島の第一小隊がやるから、あとは連中を逃がさないように、現場を封ふう鎖さしていればいい」

「分かりました」

　久川たち四人が頷くと、奥山は次に、貴久たちにその目を向けた。

「磯崎、村雨、山口。お前たちは、久川たちについていけ。小澤と片山は、富永の班だ。向こうが少数部隊を配置しているのは、お前らにとってもいい練習台だ。先輩たちの手並みを、よく見ておけよ」

「はい」

　貴久たちが頷くと、奥山は、ぽんと軽く手を叩いた。

「よし、では各員、配置に着け。もう、あまり時間はないぞ」

　奥山の号令を受け、第二小隊の面々は、それぞれの配置場所に向け、音もなく散っていった。
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「──というわけで、以上が、岡おか崎ざきくんから上がってきた、次の作戦の概要になりますが……なにか、ご不明な点はございますか？」

　速はや水み敬けい介すけはいったん言葉を切ると、佐さ々さ木き隼はや人との返答を待った。

　ここは、ユニコーンの本部最上階に位置する、作戦司令室の中である。その作戦司令室の中に、日本を離れている宮みや内うち志し郎ろうと、任務遂行中の荒木茂樹を除いた、ユニコーンの幹部が、勢揃いしている。

　作戦司令室の中央には、大きな蹄てい鉄てつ型のテーブルが置かれていた。そのＵの字型の頂点に当たる席に、ユニコーン総司令たる佐々木隼人が座っている。いつも研究室に入り浸りの佐々木は、今日も、着込んだシャツの上に、白衣を羽は織おったままだった。

　その佐々木の背後の壁には、秘密結社ユニコーンのシンボルマークが掲げられている。

　神話に出てくるユニコーンの頭部を、シンプルなラインで図案化したマークである。黒地をバックに白いラインで描かれたそのユニコーンの頭部には、二重螺ら旋せんに捩ねじれた角つのがそそり立っていた。

　副司令たる速水敬介が座っているのは、その佐々木の左側。最も上かみ座ざに近い席だ。速水の隣となりには、ひとつ空席を挟んで、高杉一也が腰をおろしている。

　その反対側、佐々木の右側に当たる席には、上座から、村むら上かみ玲れい奈な、中なか村むら元もと継つぐ、岡崎大だい介すけが並んで座っていた。

　佐々木は、左肘をテーブルにつき、やや体を斜めにした格好で、配布されたファイルをぱらぱらめくっていたが、

「君の判断ではどうなんだ？」

　ちらりと顔を上げると、速水を見返した。

「よく出来ていると思いますよ。このままで特に問題はないでしょう」

　岡崎大介自身は武闘派であって、緻ち密みつな作戦立案などは苦手にしているが、岡崎の副官の松まつ岡おかが、優秀なブレインとして、岡崎をサポートしている。今回の作戦立案も、ほぼ間違いなく、松岡がまとめたものだろう。

「君がそう言うなら、間違いもあるまい」

「では……このプランに沿って準備を進めてもよろしいですね？」

「ああ、任せる」

　佐々木は鷹おう揚ように頷いた。

　基本的に佐々木は、ユニコーンの作戦活動には細かくタッチしない。ほぼすべてを速水に一任しているのだった。

「分かりました。……それでは、岡崎くん。総司令の承認も下りた事だ。あとは実地に作戦準備を進めてくれ」

「……了解」

　椅子の背もたれにどっかりと身を凭せ掛けたまま、岡崎はどこか億おつ劫くうげに、そう答えた。

　……狐きつねと狸たぬきの化かし合い。

　この作戦司令室でのやりとりを見るたびに、村上玲奈は、そう思う。

　一糸乱れぬ作戦行動によって、警察を翻ほん弄ろうし続けている、秘密結社ユニコーン。だが、その内実は、決して一枚岩ではない。

　速水は、常に佐々木を立て、その下に付き従っているように見せているが、佐々木の同志というわけではない。自らの目的のため、一時的に佐々木の下についているに過ぎないのだ。そして佐々木も、それを知っていながら、速水に、ユニコーンのほぼ全権を委ゆだねている。

　ハイブリッド技術の中枢を握っている佐々木なくしては、ユニコーンは存立できない。それをともに理解しているからこそ、速水は佐々木に従っているのだし、佐々木も速水にユニコーンの運営を任せきりにしているのだった。

「第二基地の方はどうなってる？」

　佐々木が、手にしたファイルを、テーブルの上に放り投げながら言った。

「既に着工してます。……ですが、器うつわの方はともかく、看板の方が少し面倒でしてね。正式な学術研究所としての許可を取るためには、いくつか面倒な手続きが必要なようです。まあ、それも、裏の手段を使って、なんとかできると思いますが、その見返りに、二、三、余計な仕事を引き受ける事になるかもしれません」

「それくらいは仕方がないだろうな……それで、警察の方はどうなってる？　例の国こ府う田だという男、かなりのやり手のようだが」

　ユニコーン対策本部の本部長に就任した国府田信のぶ義よし警けい視し正せいは、ユニコーンの動きに対応するため、警察組織の改革からまず着手しようとしている。その国府田警視正の動向には、さすがに佐々木も注目している様子だった。

「確かにやり手はやり手ですが、あの男には、少し強引すぎるところがありましてね。もともと、捜査第一課長という地位は、叩き上げの警察官が座る椅子で、キャリアの就く地位ではありません。それだけでも反感を買っているというのに、今度は、ユニコーン関連の事件に関しては、一元的に自分のところで処理できるよう、独自の命令系統を作り上げようとしています。お陰で今、警察内部はかなり揺れているようですよ。それもあって、今のところは、推移を見守る事にしているわけですが」

「ただ揺らすだけで終わるなら、むしろ我々にとって好都合だが……国府田が新体制を確立させてしまう恐れはないのか？」

「ご心配なく。そうなる前に潰つぶしますよ」

　速水は、薄うすい笑みを浮かべた。

　その速水の笑みを、村上玲奈は、向かいの席から眺めていた。

　……この悪党め。

　いくら普ふ段だんは紳士的に振ふる舞まっていても、これがこの男の本質なのだ。自分の目的の妨げとなるものを排除するためならなんでもするし、そうする事にためらいもない。

　だが、その思いは、同時に玲奈自身にも跳ね返ってくるものだった。なんと言っても、玲奈もユニコーンの一員なのだ。ユニコーンの幹部として、佐々木や速水と同じ場に、席を連ねている。

　あたしはなんでここにいるんだろう。どうして、こいつらと一いつ緒しよにいるんだろう。

　その思いは、常に、玲奈の中にある。

　ユニコーンを嫌悪しながら、その一方で、ユニコーンから離脱する気にもなれない。

　佐々木に借りがあるからか。

　恵めぐ美みや茜あかねたちに対する責任感のせいか。

　おそらく、どちらも違うと思う。そういった気持ちもあるには違いないが、それだけでは、ここに留とどまる理由にはならない。

　ユニコーンは犯罪組そ織しきだ。なにをどう言い繕つくろってもそれは変わらない。

　にもかかわらず、玲奈がユニコーンの内部に留まっているのは、このユニコーンという組織の行く末を見たいという気持ちが自分の中にあるからだろうと思う。いや、見たいという単なる願望ではなく、見続けていかなければならないような気がするのだ。それが、望まざるとは言え、ユニコーンという組織に、その設立当初から関かかわってしまった自分の義務のような気がするのだった。

「……そう言えば、例の銃取り引き、そろそろじゃないか？」

　佐々木が、ふと思い出したように、口を開いた。

「そうですね……。最後の報告からすると、ちょうど真弓組が現場にやってきた頃だと思います」

　速水が腕時計を見下ろしながら答えた。

　それにしても、普段の佐々木は、個々の作戦などに、いちいち気を留めるような男ではない。会議が終われば、即座に研究室にとって返すような、根っからの研究の虫なのだ。

　……珍しい事もあるもんだ。

　玲奈がそう思っていると、

「映像に出せるか？」

　佐々木は、更に、そんな事まで言い出した。

「今、ここで……ですか？」

　さすがに速水も、怪け訝げんな表情を浮かべる。

「出せる事は出せますが……しかし、どうしてです？」

　今回の作戦は、言ってみれば単なる小遣い稼かせぎのようなもので、ユニコーンにとっては大した作戦ではない。標的がやくざ同士の密売取り引きである以上、ガーディアンが出てくる可能性もほとんどない。この作戦のどこに、佐々木がそんなに興きよう味みを引かれているのか、玲奈にはそれが不思議だった。

「では、そうしてくれ」

　佐々木は、速水の質問には答えず、ただ、そう命じた。

「……分かりました」

　速水はスーツの内ポケットから愛用の携帯電話型の通信機を取り出し、その通話スイッチを入れた。

「速水だ。すまんが、荒木くんを呼び出してくれ」
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　暗い夜空をバックに、タンカーが黒い影となって浮かび上がっている。

　埠頭の隅には、濃のう紺こんの大型乗用車が停められている。その周囲に何人か人影が蠢うごめいているようだが、闇の中である事と、かなり距離があるせいで、貴久のいる位置からでは、その動向ははっきりとは見て取れなかった。

　乗用車から五〇メートルほど離れた場所には、一時的に荷揚げされたと思おぼしき貨物が、積み上げられている。そのうちのひとつ、大きな木箱の陰に、細身の男たちが二人、煙草タバコを吹かしながら佇たたずんでいた。風牙会の別働隊である。

　そして、その二人から、更に一〇メートルほど離れた金属製のコンテナの陰に、貴久たちは待機していた。

　作戦開始時間が迫っている。制圧すべき目標も、視認できる距離にいる。

　緊張が高まっていくのが分かる。喉のどがからからに渇いている。

　村雨と磯崎は、コンテナの陰で、先程からしきりに身じろぎしている。やはり落ち着かないのだろう。一方、漆しつ黒こくの戦闘服に身を包んだ久川と小泉は、自身も闇の一部であるかのように、影に溶け込んで動かない。

　どれだけ時が過ぎただろう。

　やがて、埠頭の東の方から、近付くエンジン音が聞こえてきた。

　木箱の陰に身を潜ひそめていた風牙会の二人のうち一人が、ズボンの尻しりポケットから携帯電話を引き出した。おそらく、乗用車のそばにいる仲間から、状況確認の電話が入ったのだろう。男は中国語で二言三言それに応こたえると、携帯電話を再び尻ポケットに押し込み、今度は上着の中に手を差し入れ、引き出した拳銃の動作機構を確認した。

　……いよいよだ。いよいよ始まる……。

　貴久の傍かたわらで、ごくりと生なま唾つばを飲む音が聞こえた。

　磯崎である。コンテナの陰に溶け込んでいた二つのヘルメットが、磯崎を振り返る。その無音の叱しつ責せきを受け、磯崎は居心地悪そうに、首を竦すくめた。

　東から埠頭に乗り入れてきたのは、二台の乗用車だった。四つのヘッドライトが四条の光を伸ばし、風牙会の車を、闇の中に浮かび上がらせる。それに応じるように、風牙会の車も、ヘッドライトを灯した。

　真弓組の二台の車が、風牙会の車の前で、横並びに停止する。点灯したままの六つのヘッドライトが、互いの車を照らし出す。

　そして、風牙会の車の後部座席のドアが開いた。

　外に降りてきたのは、身長一七〇センチほどの、細身の男だった。

　……劉芳明。

　風牙会の幹部である。
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　壁が音もなく開いていくと、その下から大型の液晶ディスプレイが現れた。

　ちょうど、ユニコーンのシンボルマークの反対側、佐々木の座っている席の正面にあたる壁である。

「今、画像が来ます」

　速水がそう告げるのとほぼ同時に、ディスプレイに映像が映し出された。

　映ったのは、夜の港の一角、埠頭の端である。

　画像の鮮せん明めいさからすると、小隊長のヘルメットに装備されている小型カメラからのものではなさそうだ。おそらく、速水からの要よう請せいを受け、荒木が急きゆう遽きよ、撮さつ影えい班を編成したのだろう。光量調整がされていると見え、画面もかなり明るかった。

　カメラは、最初に、タンカーのそばに停車している三台の車を、映し出した。日本のやくざと中国のマフィア。それぞれのボスが、やや距離をおいて、言葉を交し合っている。手下たちは、その二人を取り巻くようにして、相手に妙な真ま似ねをさせまいと、互いを牽けん制せいし合っている。

　その様子をしばし映し出してから、カメラは写角を変えていく。アスファルトの上に積み上げられたコンテナの群れの上を流れるように動き、やがて、そのうちの一つにズームしていく。

　そのコンテナの陰には、作戦開始の合図を待つ、ユニコーンの戦闘員たちの姿があった。黒ずくめの戦闘服に身を包んだ正規隊員が二人、そしてその後ろには、ヘルメットもなく顔を剥むき出しにしている、見習い隊員が三人。

　カメラは、その三人の見習い隊員を正面に捉とらえ、そして更に、そのうちの一人の横顔にズームしていく。

　……山口……。

　ユニコーンの最高幹部たちが見つめるディスプレイに映し出されたのは、ほんの二週間ほど前に訓練所から上がってきたばかりの新米戦闘員、山口貴久の姿だった。

「あれが君のお気に入りか？」

　ディスプレイの中の山口を眺めていた佐々木が、ちらりと速水を見やった。

　同じくディスプレイを見詰めていた速水の口元に、僅わずかな苦笑が浮かんだ。

「……まあ、そんなところです」

　山口は、ユニコーンの指揮系統の中では、最下辺に位置する戦闘員である。本来ならば、総司令たる佐々木が気に留めるような存在ではない。

　だが、山口貴久というこの青年の名は、以前から、ユニコーンの中では名が通っていた。

　恋人をガーディアンに殺され、その復ふく讐しゆうを誓った男。

　独力でユニコーンの動きを掴つかみ、作戦展開中の速水に接触してきた男。

　その行動力を評価した速水が、特例をもって、ユニコーン加入を許可した男。

　──それが、山口貴久である。

　だが山口は、加入と同時に訓練所に送られていたため、これまでは噂うわさだけが先行していた。あの速水が特に加入を許したほどの男とは、どれほどのものなのかと、本部詰めの人間の間では評判になっていたのである。特に、恋人の復讐のためというその加入動機がヒロイックな感慨を呼び起こすらしく、女性隊員の間で人気が高い。玲奈も、これまで何度となく、山口に関する質問をされた事があった。

　画面の中の山口は、初めての実戦を前にして、かなり緊張している様子だった。だが、その横顔には、迷いも怯おびえも見られない。

「なかなかいい顔をしているな。さすがは君が見込んだだけの事はある」

　冗談とも本気ともつかぬ口調で、佐々木が評した。

「恐きよう縮しゆくです」

　口元に笑みを浮かべたまま、速水が答える。

「実力の方はどうなんだ？　ものの役に立ちそうか？」

「どうでしょうね。訓練所での成績はかなり良かったそうですが、実戦はまた別物です。評価を下すのは、まだ早いですよ」

　玲奈が最初に山口と言葉を交わしたのは、今年の六月、蓮はす見み製薬の輸送トラック襲撃作戦に玲奈が同行した時の事である。作戦開始のタイミングを計っていた速水と玲奈の前に、この青年は突然現れ、ユニコーンに加入したいと、そう言い出したのだった。

　あの時は、なんて馬ば鹿かな事を言い出す男なんだと思ったものだった。ガーディアンを倒したいというその望みもさる事ながら、そのためにユニコーンに加入しようという考えが、玲奈にはあまりに馬鹿げた事に思えた。

　恋人を殺された無念さと、恋人を護まもれなかった自分を責める思いは分かるが、復讐などは愚かな事だ。なにも産み出しはしない。ましてや、そのために犯罪組織に加入するなど、一生を棒に振るようなものだ。

　だが、速水は、山口の加入を認めてしまった。もちろん、速水の事だから、同情だの、熱意を買うだの、そんな甘っちょろい理由からではあるまい。独力でユニコーンの動きを突き止めた山口の手腕を認め、手下として使えると判断したからに違いない。

　いずれにせよ、山口は、ユニコーンの一員となった。二ヶ月余の訓練期間を経て、見違えるほど逞たくましくなって戻ってきた。

　ガーディアンを倒すと宣言した山口の言葉は、一時の気の迷いではなかった。あの男は、本気でガーディアンを──藤岡を倒すつもりでいる。

　しかし、そのためには、山口はまず、藤岡と闘える位置に立たなければならない。実戦の中で手柄を立て、その実力を周囲に認めさせていくしかないのだ。

　その初めての実戦を、山口は今、迎えようとしている。

　山口にとってそれは、昇らなければならない階段の、最初の一歩だ。それが与えられた事は、山口にしてみれば、あるいはチャンスとさえ言えるのかもしれない。

　──だが、山口が階段を昇れば昇るほど、山口はより深く、闇の中に身を沈めていく事になる。それが山口にとって、本当に幸福な事なのかどうか、玲奈には疑問だった。
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　風牙会の劉芳明は、真弓組の代表者としばらく話し合っていたが、やがて手下の一人を振り返り、短く言葉を発した。

　それを受けた手下が、濃紺の乗用車の後部トランクを開ける。重そうな木箱をトランクから引き出すと、地面の上に置き、蓋ふたを開いた。劉芳明が、その木箱の脇に屈みこみ、中から一いつ挺ちようの拳銃を取り出した。真弓組の代表者にそれを手渡し、また二言三言、言葉を交わす。

　別の手下が、今度は二人掛かりで、横長の木箱を、トランクから持ち上げる。そちらの箱から取り出されたのは、小銃である。

　真弓組の代表者は、品質を確認するように、見本として渡された拳銃と小銃を、それぞれ点検していたが、やがて自分の手下の一人を呼び寄せた。その手下の手には、黒いアタッシュケースが提さげられている。おそらく、あの中には札束が詰め込まれているに違いない。

　コンテナの陰に身を潜ひそめていた久川と小泉が、ゆっくりと身を起こした。

　……いよいよだ。

　貴久は、静かに息を吸い込んだ。

　取り引き現場の方では、劉芳明が、手下に札束を数えさせている。真弓組の方も、銃器の数を確認している。

　取り引きが順調に進んでいる様子に、貴久たちの前方にいる、風牙会の別働隊二人も、少し気を緩ゆるめている様子だった。

　久川が、ついて来いというように、貴久たちに片手を振り、コンテナの影から滑り出る。

　小泉も、コンテナの反対側から、前方の二人に向かって音もなく接近していく。

　接触は、一瞬だった。

　二人の中国人が接近する二つの影に気付いた時、久川と小泉は、スタンロッドの屈く間合いにまで踏み込んでいた。

　久川のスタンロッドが一人の中国人の脇腹に逆袈け裟さ気味にめり込み、小泉のスタンロッドがもう一人の肩口に打ち下ろされた。

　二人の中国人の口が大きく開かれたが、悲鳴は声にはならず、そのまま膝から崩れ落ちていく。

　防弾効果の高い戦闘服に身を包んでいるとは言え、ためらいなく相手の懐ふところ深くまで飛び込み、スタンロッドの一いつ閃せんで、勝負を決める。実に鮮あざやかな手並みだった。

　──だが、その時。

　ぱぁ……ん……。

　深夜の港に、銃声が響き渡った。

　聞こえてきたのは、倉庫の方からである。富永たちの班が制圧に向かっていた、もう一組の別働隊が、咄とつ嗟さに銃で反撃したらしい。

　銃声はたった一発だけだった。それから推測する限り、そちらの別働隊も、それ以上の応戦はできなかったようだ。

　しかし、その銃声は、当然の事ながら、取り引き現場にいる人間たちのもとにまで響いていた。風牙会、真弓組の両陣営が、一斉に銃声のした方角に顔を向ける。

　その両陣営の姿を、眩まばゆい光が照らし出した。取り引き現場を取り囲むように設置されたサーチライトが、一斉に点灯したのである。強い光条をまともに浴び、風牙会、真弓組の面々が、反射的に目を庇かばう。

　それと同時に、轟ごう雨うのような銃声が、埠頭に響き渡った。

　荒木配下の第一小隊が、一斉射撃を開始したのである。
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　まるで、射的の的のようだった。

　眩い光に視界を奪われた風牙会と真弓組の面々は、霧島率いる第一小隊の一斉射撃の前に、なすすべもなく撃ち倒されていく。

　中国マフィアに日本のやくざ。汚い仕事に手を染めて生きているという点では、ユニコーンの連中と変わらない。とは言え、そんな連中でも、血を噴ふいて死んでいく姿を見せられるのは、不快だった。自業自得とひと言で切り捨てるには、その映像はあまりに惨むごすぎる。

　だが、そんなまともな感覚を持っているのは、この作戦司令室の中では、玲奈一人のようだった。

「他愛たわいのねえ連中だぜ」

　玲奈の隣で、中村元継が、喉を鳴らすようにして笑っている。

　その隣では岡崎大介も、口元を緩めたまま、ディスプレイに見入っている。

　テーブルの向こう側では、速水と高杉が、無言のまま、画面を見詰めている。中村たちと違って楽しんでいるわけではなさそうだが、この殺さつ戮りくシーンを目の当たりにしても、眉まゆ一つ動かさない。

「かなり派は手でにやっているようだが、警察は大丈夫なのか？」

　佐々木が、ふと速水に訊ねた。

「もともと連中が取り引き現場に選んだような場所ですからね。この時間帯でしたら、まだしばらくは大丈夫です。それに、荒木くんも、射撃で片を付けようとは思っていません。向こうをパニック状態に陥れるのが目的です。じきに第一小隊が突入するでしょう。連中を制圧するまで五分と掛かりませんよ」

「そうか。それならそれで構わんが……だが、折角こうして、皆で観かん覧らんしてるんだ。このまま終わってしまうのも、少し面おも白しろみに欠けるな。時間に余裕があるのなら、君のお気に入りの活かつ躍やくを、もう少し見てみたい」

「……どういう意味ですか？」

　速水が、真意を窺うかがうように、佐々木を振り返った。

「彼らをサーチライトで照らすように、荒木くんに指示してくれ」

　佐々木は、信じられない事を言い出した。山口たちをサーチライトで照らすという事は、山口たちの居場所を、風牙会と真弓組に教えるという事だ。そんな事をしようものなら、手負いの風牙会と真弓組の反撃を、山口たちがまともに食らう事になる。

「ですが……ご覧になった通り、彼らはまだ戦闘服デイクライナースーツを支給されていません」

　戦闘服を着ていれば、多少の銃撃は堪こらえる事ができる。だが、山口たち見習い隊員が着ているのは、防弾効果などない、ただの訓練着なのだ。

　だが、速水のその指摘を受けても、佐々木は表情ひとつ変えない。

「それがどうかしたか？」

　平然と、速水を見返している。

　佐々木にしたところで、そんな事は端はなから承知の上だったのだ。戦闘服を着ていない事を承知の上で、山口を銃火に晒さらせと、そう命じたのである。

　とは言え、佐々木は、山口を殺したがっているわけではあるまい。いくら名が通っているとはいえ、山口はただの一戦闘員に過ぎない。佐々木が気に掛けるような存在ではないのだ。

　おそらく、佐々木が知りたいのは、速水の反応だろう。山口を死地に追いやるこの指示に、速水がどう対処するのか。それによって、速水の中での、山口の比重を計ろうとしているのだ。

　そんな佐々木と速水のやりとりを、中村と岡崎が、にやにやしながら眺めている。

　速水は、しばし無言のまま佐々木を見詰めていたが、やがて、その手が通信機を取り上げた。
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「なんですって？」

　荒木茂樹のもとに、その指示が届いたのは、第一小隊を突入させようとした、まさにその時だった。

『山口をサーチライトで照らせ。そう言ったんだ』

　耳に装着したインコムから、速水の声が聞こえてくる。

「しかし……なぜ、そんな事を？」

『総司令が山口の力量を見たがっている。時間が許す限り、山口に奴らの相手をさせろ』

「ですが、そんな事をしたら……」

『どうなるかは私にも分かっている。だが、これは総司令直じき々じきの命令だ。やれ』

　一方的にそう告げて、速水は通信を切った。

「どうしました？　なにを言って来たんです？」

　霧島が、怪訝な表情を荒木に向けてきた。

　荒木と霧島がいるのは、取り引き現場を俯ふ瞰かんできる位置にある、倉庫の屋根の上だった。先程の指示で急遽編成した撮影班も、同じ屋根の上にいる。右手の方を見下ろせば、木箱の陰に身を潜めている山口たちの姿が見えた。

「荒木さん？」

　無言のままの荒木に、霧島がもう一度声を掛けてくる。

　……仕方がない。

　奇妙と言うよりは、理不尽な命令だったが、総司令の命令を副司令が伝えてきたのだ。逆らうわけにもいかない。

　荒木は、右手を耳元に伸ばし、インコムの通信モードを切り替えた。

「久川、小泉。そこは新米たちに任せて、お前たちは、奥山たちのカバーにまわれ」

　そう指示を下す荒木を、霧島が眉を顰ひそめながら見詰めている。

　貨物置場に目を向けると、暗がりの中を移動していく二人の戦闘員の姿が見えた。久川と小泉が、山口たちのそばから離れたのだ。

　それを確認してから、荒木は、次に、第一小隊の面々に通信を繋つないだ。

「第一小隊、射撃停止。だが、突入は今少し待て。逃げ道を塞ふさいだまま、待機だ」

　その指示で、霧島の表情に浮かぶ疑問の色が、ひと際濃こくなった。短期決戦が信条のユニコーンである。一気に押し込むべき時に待機を命じるなど、通常ならばあり得ない事だからだ。

　疑念のこもった霧島の視線を受けながら、荒木は再度通信機のチャンネルを変え、最後の指示を下した。

「今いま井い。サーチライトの角度を変えろ。別働隊のいたＣ地点を照らし出すんだ」

「荒木さん!?」

　途端とたんに霧島が、血相を変えた。一連の指示を聞いていた霧島には、それがなにを意味するのか、即座に分かったようだった。

「あいつらを……山口たちを死なせる気ですか!?」

「……どうやら、速水さんはそうなっても構わんと思っているようだな」

「ですが……なぜ？」

「さあな。あの二人の考える事など、俺には分からんよ」

　荒木は、忌いま々いましく、そう吐き捨てた。
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　第一小隊は、埠頭の東側を封鎖するように扇おうぎ状に布陣し、風牙会、真弓組の両陣営に銃弾の雨を降らせている。それを援えん護ごすべく、貴久たちも、コンテナの陰から身を乗り出し、手にした拳銃の引き金を引き続けていた。

　貴久たちがいるのは、先程まで、風牙会の別働隊二人が陣取っていたコンテナの陰である。もともと、真弓組の裏切りがあった場合に備えて、風牙会が伏ふく兵へいを配置した場所だけあって、取引現場を狙うには、格好の位置だった。

　先客であった風牙会の別働隊二人は、今はコンクリートの地面の上に、俯うつぶせに転がされている。両手は背中にまわされ、左右の親指を交差させるようにして、プラスティック製のストラップできつく括くくられていた。両目と口元には、布製のガムテープが貼はられ、両足も、足首と膝の二ヶ所を同じガムテープでぐるぐる巻きにされている。スタンロッドの電撃で二人とも今は意い識しきを失っているが、たとえ目を覚ましたところで、この状態では、なにをする事もできまい。

　第一小隊の最初の一斉射撃を受けて、風牙、真弓の両陣営は、既にその戦力を半減させている。三台の車の周囲には、五指に余る死体が転がっていた。生き残った人間は、車を楯たてに応戦をしているが、サーチライトに照らされた者からでは、暗がりに潜んでいる人間は視認しづらい。また、一発二発当たったところで、戦闘服を着込んでいる正規隊員を倒す事は不可能だ。

　既に勝敗は決している。あとは最後の詰めが残っているだけだった。

　先頭に立って援護射撃をしていた久川と小泉が、ほぼ同時にコンテナの陰に体を戻した。

「了解」

　くぐもった声が、二人のヘルメットの下から、かすかに聞こえた。

　戦闘員の被るヘルメットには、通信機能が内蔵されている。どうやら、それを経由して、新たな命令が下されたようだ。

　貴久が、そう思って見ていると、果たして、

「今、荒木さんから命令が来た。俺たちは、小隊長のサポートにまわる」

　久川が、貴久たちに、そう告げてよこした。

　いよいよ最後の詰めの時が来たようだ。射撃戦から肉弾戦へと移行するための、配置転換の指示だろう。

「お前たちは、このままここにいろ。じきに作戦も終わる。ここまで来て、つまんねえ怪我なんかするんじゃねえぞ」

　久川はそう言い置くと、小泉とともに、規則正しく積み上げられたコンテナの合間を駆け抜けるようにして、埠頭の西側へと向かって移動していった。

「どうだ、山口、調子は」

　空になった弾倉を交換しながら、村雨が、そう声を掛けてくる。

「なかなか、難しいな」

　本部の射撃場で、射撃訓練は積んでいたものの、実戦での射撃は、また別物だった。訓練場の的と違って、物陰に隠れるし、反撃もしてくるのだ。いや、それ以前に、標的が生きている人間だという事が、重圧となってのしかかっている。

　できれば殺したくない。そこまではしたくない。その気持ちが貴久にはある。

　手足を狙い撃てるだけの技量があればいいのだが、貴久の射撃精度は、そこまで高くはない。それどころか、狙った場所から二メートルも離れた場所に着弾する事さえ珍しくないのだ。訓練と実戦の違いがあるとは言え、ここまで狙いが外れると、苦笑いしか出てこない。

　磯崎は、貴久とは反対側、コンテナの左の角かど縁ぶちに背中を持たせかけている。拳銃のグリップを両手の中に包み込むようにして握り、銃口を斜め上に向けて、タイミングを計って、コンテナの陰から飛び出し、ぱんぱんと二連射してから、再び元の姿勢に戻る。

「磯崎の野郎、まるっきりガンマン気分だな」

　村雨が、低く笑いながら、貴久に視線を戻した。

「まあ、最初の実戦だからな、こんなもんだろ。どうせ俺たちは、今回はみそっかすだ。気楽にやろうぜ。劉芳明にさえ当てなきゃ、どやされる事もねえだろうからな」

　村雨は、貴久の肩をぽんと叩くと、そのままコンテナの右端から腕を突き出し、引き金を引いた。

　豪雨のような第一小隊の一斉射撃がやんだのは、その時である。

「……ん？　いよいよか？」

　村雨が、即座に、コンテナの陰に引っ込んだ。

　射撃戦が終われば、あとは第一小隊による突入である。これ以上の援護射撃は、必要ないばかりか、第一小隊の邪じや魔まになるだけだ。

　だが、不思議な事に、間髪入れずに行われる筈の突入攻撃は、なかなか始まらなかった。

　……どうしたんだ？

　貴久は、村雨と顔を見合わせた。磯崎も、コンテナの外板に背中を持たせかけたまま、不思議そうな表情を浮かべていた。

「第一小隊の連中、なにやってんだ……？」

　小首を傾かしげた村雨が、再びコンテナの陰から顔を出して、埠頭の方を窺った時である。

　目ま映ばゆいサーチライトの光が、貴久たちのいるコンテナを照らし出した。
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　荒木は、速水の指示通りに動いた。

　機先を制し、一気に目標を制圧しようとしていた第一小隊は、その優位を放棄し、再び物陰へとその身を潜めた。

　得え体たいの知れない相手からの襲撃に、一時は車を楯に身を縮ちぢめているしかなかった、風牙会と真弓組の面々は、不意に生じた静寂に、一瞬戸惑ったようだった。

　そこに、劉芳明の檄げきが飛ぶ。

　中国人の二人が、必死の形ぎよう相そうで飛び出し、地面の上に置いたままになっていた木箱を、車の陰まで引きずって戻ってくる。その中に入っているのは、今回の秘密取り引きの商品、銃器と弾薬だった。

　劉芳明は、木箱から小銃を取り出し、弾倉を装そう填てんすると、自分の部下だけでなく、真弓組の生き残りにも、それを放り投げて分配した。組織間の垣根を越え、一致団結して、この窮きゆう地ちを乗り切るつもりのようだ。

　角度を変えたサーチライトが、山口たちの潜んでいるコンテナを照らし出しだのは、まさにその時だった。様子を窺っていたと思おぼしき見習い隊員の一人が、慌ててコンテナの陰に隠れたが、劉芳明は、それを見逃さなかった。

　劉芳明を含め、まだ動ける七人の人間に配られた、七挺の小銃。それが一斉に火を噴いた。

コンテナの外板に次々と穴が開き、跳弾が火花を散らす。

「こら、凄すげえわ」

　岡崎が、口笛を吹いた。

「さあ、君のお気に入りは、どうするのかな」

　佐々木の口元には、あるかなきかの笑みが浮かんでいる。

　だが、その問い掛けに、速水は答えなかった。無表情のまま、ディスプレイを見詰めている。

　一つ空席を置いて左隣に座っていた高杉が、体を傾けるようにして、速水に耳打ちした。

「……いいんですか？　このままじゃ、あいつ、本当に死にますよ」

　だが、それでも速水はディスプレイから目を離さない。

「この程度で死ぬようなら、山口もそこまでの男だ。いなくなったところで別に惜しくもない」

　それが、速水の返答だった。
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　銃弾の雨がコンテナを叩く。凄すさまじい轟ごう音おんが、鼓膜と体を震わせる。

「なんだ、こりゃ……いったい、なにがどうなってんだ！」

　村雨が怒ど鳴なったが、その声も、銃声の中に掻かき消されてしまいそうだ。

　第一小隊が突入を始める筈だった。それで作戦が完遂する筈だった。

　なのになぜ、こんな事になっている。なぜ俺たちが、奴らの攻撃を受けている!?

　あまりにも急激なこの状況の変化は、貴久の理解を超えていた。

　場所を移動しようにも、ひっきりなしに降り注ぐ銃弾の雨が、それを許さない。貴久たちは、コンテナの陰に張り付けになっていた。

「冗談じゃねえぞ、おい……。他の連中はなにしてんだよ!?」

　磯崎の頬が引きつっている。ガンマン気取りで援護射撃をしていた時の余裕の表情は、とっくに吹き飛んでいた。

　風牙会と真弓組が反撃に転じたのはまだいい。向こうも銃器を所持している事だし、隙すきがあれば反撃するのは当然だ。だが、ユニコーンの他の面々が、奴らに反撃させるままにしている理由が分からない。

　荒木さんはなにをしている。いったいなにを待ってるんだ？

　鼓膜を痺れさせるような銃声の雨の中で、貴久はただ、それだけを思っていた。
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『待機って、どういう事ですか!?』

『どうして、一気に攻めないんです！』

『隊長は、山口たちを見殺しにする気なんですか！』

　耳に嵌はめたインコムに、部下たちの声が響いた。

　不可解な命令に疑念を抱き、新米隊員を見殺しにしているとしか思えない荒木の采さい配はいを非難している様子が、部下たちの口調から、ありありと感じ取れた。

「それを説明する必要はない。お前たちはただ、命今に従っていればいい」

　荒木はオープン回線でそれだけ応えると、インコムを耳から引き剥がした。

　埠頭の様子を観察していた霧島が、荒木を振り返った。

「連中が動き出しました」

　眼下を見下ろせば、風牙会と真弓組が、山口たちの隠れているコンテナに向かって、接近を始めている。山口たちを撃ち倒し、その余勢を駆って、埠頭からの脱出を計るつもりでいるようだ。

「あのままじゃ、そう長くは保もちませんよ」

「……そうだな」

　間かん断だんなく降り注ぐ銃弾に、山口たちは、コンテナの裏側に釘付けになっている。だが、このまま身を縮めているだけでは、風牙会や真弓組の連中にまわり込まれ、四方から集中砲火を受けるだけだ。包囲される前に、あの射戦を突破するしか、山口たちに生き延びる道はない。

　だが、その決断が、山口たちにできるかどうか。ろくな装備も与えられておらず、なによりこれが初めての実戦である事を考えれば、山口たちにそこまで望むのは酷というものだった。
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　風牙会と真弓組の残党が、三人の見習い隊員が隠れているコンテナに迫っていく。

　見習い隊員たちも、時折、コンテナの陰から撃ち返してはいるようだが、風牙会と真弓組の残党には豊富な火器と銃弾がある。その物量の前には、焼け石に水も同然だった。

　荷揚げ場のコンテナは、碁ご盤ばん目め状に規則正しく配置されている。真後ろには別のコンテナが控ひかえているから、見習い隊員たちがこの窮きゆう地ちを脱するためには、まず右か左に移動するしかないのだが、その双方を火線によって押さえ込まれているため、身動きの取りようがないのだ。

　劉芳明が、右手に小銃を構えたまま、もう一方の手を振った。

　それを受けて、風牙会の手下が二人、左右に散った。側面からまわり込み、一気に片を付けるつもりのようだ。

　このままでは、確実にやられる。本当に山口たちは殺されてしまう。

　ユニコーンは犯罪組織だ。その事を今更、どうこう言うつもりはない。作戦中に戦闘員が命を落とす事も少なくはないが、彼らがユニコーンの一員である以上、それも覚悟の上の筈だ。

　だが、今、目の前で起きている事は、それとは根本的に違う。作戦目的を果たすためではなく、ただ、佐々木と速水の駆け引きのために、三人の若者が命を落とそうとしているのである。

　さすがに黙だまって見ていられず、玲奈は椅子から立ち上がった。

「いい加滅にしなさいよ、あんたたち！　あんたらのお遊びで、あの子たちを死なせる気なの!?　あの子たちは、あんたらの玩具おもちやじゃないんだよ！」

　だが、玲奈が怒鳴りつけても、佐々木と速水は、顔色一つ変えなかった。冷ややかな目付きで、ディスプレイを見詰めている。　……こいつら……。

　歯噛みした玲奈が、佐々木と速水を睨にらみ付けた時、新たな銃声が、スピーカーから響き渡った。




　　　　　一七




　コンクリー卜の上を駆ける靴音が聞こえてくる。

　互いに呼び合う、中国語と日本語のやりとりが、次第に大きく聞こえてくる。

　奴らが、近づいてきていた。

　荒木の本隊は、まだ動かない。

「マジに見殺しかよ、おい……」

　磯崎が、青ざめた唇を震わせている。

　コンテナの角から腕だけ突き出すようにして応戦していた村雨が、身を翻ひるがえすようにして、背中をコンテナの外板に押しつけた。空になった弾倉をグリップから振り捨てながら、貴久を振り返る。

「こんなところにいつまでもいられねえぞ。奴ら、すぐそこまで来てる」

　村雨の左手が、腰のベルトから最後の予備弾倉を引き抜いて、拳銃に装填した。

　作戦前に支給された弾倉は、最初に装填したもののほかに、予備が二つずつ。弾数で言えば、全部で三〇発に過ぎない。磯崎も、既に三つ目の弾倉を使い始めているし、貴久も一つは温存しているとは言え、拳銃の中に残っているのは、あと三発だけだ。

　これを使い切ってしまえば、あとはもう、風牙会と真弓組の猛攻を食い止める術はない。殺されるのを待つだけだ。

「どういうわけか知らねえが、隊長は俺たちを助ける気がねえようだ。こうなったら、自力でなんとかするしかねえぞ」

　村雨の言う通りだった。荒木がただひと言命じさえすれば、戦闘員部隊は動く。戦闘服に身を包んだ彼らが動きさえすれば、風牙会や真弓組の残党など、あっと言う間に制圧できる筈だ。

　なのに、荒木は本隊を動かそうとしない。まるで、貴久たちが殺されるのを、ただ待っているかのようだった。

「確かに、それしかなさそうだな」

　貴久は頷き、弾数が少なくなった弾倉をベルトのスリットに戻し、新しい弾倉と入れ替えた。

「磯崎。俺と村雨で援護するから、隣のコンテナまで駆け抜けろ」

「俺からか？」

　磯崎が、冗談じゃないといったような表情を浮かべた。

「俺の足はまだ治ってねえんだぞ。その俺に初しよっ端ぱなやらせる気かよ、お前ら」

「後まわしにしたって、その間に治るわけじゃねえだろうが」

　村雨が言い返したが、磯崎は飽あくまでも首を振った。

「いいから、初っ端はお前らが行け。援護は俺がやる」

　後でも先でも危険さに代わりはないと思うが、そんな事を言い合っている時間も惜しい。

「分かった。じゃあ、最初は俺が行く。お前たちで援護してくれ」

　貴久はそう言うと、コンテナの右手ぎりぎりに位置を移動した。

　隣のコンテナまでの距離は、せいぜい二メートルといったところ。だが、その二メートルは、銃弾の飛び交う二メートルだ。

　村雨と磯崎が、コンテナの右隅に身を寄せる。

　銃弾は依然として、ひっきりなしに降り注いでいるが、向こうも装弾数には限りがある。銃弾の嵐にも、谷間もあれば、切れ目もあるのだ。

　その一瞬の隙をついて、村雨と磯崎がともに、手にした拳銃を突き出した。

　二挺の拳銃が、同時に火を噴く。

「行け！」

　村雨が怒鳴った時には、貴久は既に、コンテナの陰から飛び出していた。低く身を屈め、半ばダイブするように隣のコンテナの陰へと飛び込む。

　風牙会の小銃が、再び火を噴き、コンクリートの破片を飛び散らせたが、その時には、既に貴久は、隣のコンテナの陰に、身を隠していた。

　怪我はない。撃たれてはいない。

　それだけ確認すると、貴久は、拳銃を両手に構え直した。今度は、貴久が援護する番だ。

「よし、次だ」

　向こうのコンテナの陰で、村雨が磯崎を促そうとした時である。その村雨の目が大きく開かれた。

「伏せろ！」

　村雨が怒鳴りざま、その手にした銃口を、貴久に向けた。

　貴久は横っ飛びに、身を投げ出した。その貴久の頭上に、複数の銃声がこだまする。

　コンクリートの上を転がった貴久の体が、一つ奥のコンテナにぶつかって止まる。倒れたまま後方を振り返ると、小銃を手にした中国人が、慌ててコンテナの陰に身を隠すのが見えた。いつの間にか、側面にまでまわり込まれていたのだ。

　危ないところだった。村雨が声を掛けてくれなければ、貴久は後ろから撃たれていたに違いない。

「大丈夫か？」

　隣のコンテナから、村雨の声が飛ぶ。

「ああ。なんとかな」

　貴久はそう応え、素早く身を起こした。

　まわり込んできた中国人が、コンテナの向こうから、また小銃を突き出そうとしている。貴久は拳銃を連射してそれを押さえ込むと、村雨たちを振り返った。

「早く、こっちに来い。ぐずぐずしてると、本当に囲まれるぞ！」

「分かってる。行け、磯崎！」

　村雨が、背中を押すようにして、磯崎を促した。

　と、その時である。その村雨と磯崎の背後に、また別の中国人が姿を現した。右手からだけではない。左手からも、同時に別働隊が回り込んできていたのだ。

「伏せろ！」

　そう叫ぶのは、今度は貴久の番だった。

　反射的に振り返った磯崎が、小銃を構えた中国人をその目に認め、激しく息を呑のむ。

　その磯崎を引き倒すようにして、村雨が地に転がる。

　小銃の銃口が、その二人を追って動く。

　貴久の拳銃が、火を噴いた。

　当てられるとは思わない。だが、中国人に村雨たちを撃たせるがままにしてはおけない。

　貴久は、狙いを定める余裕もなく、無我夢中で引き金を引き絞った。

　一発、二発、三発。そして、四発目を撃った時である。

　貴久の構えた拳銃の先で、中国人が身を仰のけ反ぞらせた。

　胸から血を噴き出し、そのまま仰あお向むけに倒れていく。

　その様子が、貴久の目には、やけにスローモーになって見えていた。

　当たった……？

　中国人の手元から小銃がこぼれ落ち、コンクリートの地面に当たって跳ね返る。

「や……山口……？」

　磯崎が、地に転がったまま、貴久を仰ぎ見た。

　中国人は、そのまま真後ろに倒れ込んで動かない。ぽつんと胸元に開いた穴から、じわじわと赤い色が広がっていく。

　……死んだ？　……殺した？　……俺が撃った？

　貴久の右手が、重く痺しびれている。射撃の反動リコイルによるものとはまったく違った、腕に絡み付いてくるような、この痺れ。

　……人を、殺した……？

　その事実が、足下から、じわじわと這はい上がり、貴久の全身を包み込んでいく。

　貴久は動かなかった。

　拳銃を構えたまま、動けずにいた。

「山口！」

　叩き付けるような叱責が、貴久の耳を打った。

　跳ね起きた村雨が、援護もなしに死の二メートルを突破すると、そのまま体当たりするように、貴久を脇へと弾はじき飛ばす。同時に村雨は、身をひねり、貴久の背後に向かって、拳銃を乱射した。

　コンテナの陰から身を乗り出そうとしていた中国人が、慌てて身を隠すのが見えた。

「なに、ぼけっとしてやがんだ。この馬鹿！」

　村雨が、左手で貴久の胸むな倉ぐらを掴みあげるようにして、怒鳴りつけた。

「奴ら、俺たちを殺しに来てるんだぞ。死にてえのか！」

　その村雨を、貴久は、ぼんやりと眺めていた。

「来たぁ！」

　磯崎の、悲鳴にも似た声が響いた。

　先程まで、銃弾によって封鎖されていた死の二メートル。その通路から、二人の日本人が飛び込んできたのである。まさに、目と鼻の先だった。

「くうっ！」

　咄嗟に振り返った村雨が、仰け反るように飛び退のきながら、拳銃を先頭の日本人に向ける。

　だが、

　カシッ。

　村雨の手にした拳銃は、乾いた金属音を立てるだけだった。弾切れである。

　銃を向けられた瞬間は、思わず身を竦めた日本人だったが、弾切れの音を聞くやいなや、その表情が変わった。

　優位に立った者の笑み。殺意に満ちたその目つき。

　貴久はそれを、呆ほうけたように眺めていた。人を殺した衝撃が、頭の芯を痺れさせている。

「死ねや、ぼけ！」

　日本人が小銃を持ち上げる。

　舌打ちした村雨が、構へと逃げる。

　小銃に掛かったその指先に力が入るのを見た瞬間、体が動いた。ほとんど無意識のままの行動だった。叩き込まれた訓練通りに、ただ体だけが動いた。

　貴久の体が、吸い寄せられるように、日本人の懐に飛び込んでいく。左手が、腰のベルトからスタンロッドを引き抜く。引き抜きざまにスタンロッドを下から叩き付け、小銃の銃身を上へと跳はね上げる。放たれた銃弾が、村雨の頭上をかすめて飛んだ。

　日本人の両手は、小銃を構えたまま、バンザイでもするように、高々と持ち上げられている。そのがら空きになった胸元に、貴久の右手に握った拳銃の銃口が押し当てられる。

　その時、その日本人と貴久の視線が、一瞬、交錯した。

　驚きよう愕がくと恐怖の入り混じったその瞳ひとみが、貴久の目に映る。

　ためらいと、そして決断。生と死との取捨選択。

　……やらなければやられる。

　貴久の指が、拳銃の引き金を、引き絞った。
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　作戦司令室の中に、甲高い口笛が響いた。

「やるじゃねえか、あの野郎」

　岡崎が、楽しそうに笑っている。

　画面の中では、山口が殺し合いの中に身を投じていた。右手に拳銃、左手にスタンロッドを掴んだまま、押し寄せる風牙会と真弓組の残党に立ち向かっている。

　山口がスタンロッドで打ち落とした小銃を、仲間の見習い戦闘員が拾い上げ、それを使って、反撃に転じている。

　速水のテーブルの前に置かれた、携帯電話型の通信機に、赤いランプが灯った。

　速水は、画面を見詰めたまま、通信機を取り上げると、それを耳に当てた。

「私だ。……どうした？」

　速水は、しばし通信に耳を傾けてから、佐々木を振り返った。

「荒木くんからです。そろそろ終わらせないと、撤てつ退たいが難しくなるそうです。本隊を突入させても構いませんか？」

「ああ、構わんよ。もう充分だ」

　佐々木が答えると、速水は、通信機の向こうの荒木に向かって、指示を下した。

「君の判断に任せるそうだ。早いところ、助けてやってくれ」

　速水がそう告げるやいなや、画面の中に、動きが生じた。

　山口たちを包囲しかけていた風牙会と真弓組の残党。その彼らを、更に外側から、黒い影が押し包んでいく。

　風牙会と真弓組の残党は状況の変化に気づいたものの、完全装備に身を包んだユニコーンの戦闘員の前には、為なす術すべもない。あるいは撃ち倒され、あるいは組み伏せられて、戦闘能力を剥ぎ取られていく。

　だが、佐々木は、そんな光景には、最早、興味もない様子だった。

「なかなか面白い余興だった。荒木くんが戻ってきたら、労ねぎらってやってくれ」

　佐々木は、そう言うと、テーブルの上のファイルをまとめて椅子から立ち上がった。

「今日はこのあと、また研究室ですか？」

「ああ、そうだ。君がいてくれるから、助かるよ」

　佐々木は薄い笑みを浮かべて、速水に答えた。最後にもう一度、ディスプレイに目を向けてから、そのまま作戦司令室をあとにする。

　玲奈は、その後ろ姿を、じっと見詰めていた。

　……余興。

　いつでも片付ける事ができたのに、敢あえてそうせず、山口たちを死地に追いやって、その必死の奮ふん闘とうを楽しんでいた。佐々木にとってみれば、まさに余興だったのだろう。

　だが、一歩間違えば、その余興で、部下が死ぬところだったのだ。

　幸い、山口は生き残った。死なずに済んだ。

　だが、その代だい償しようとして、山口はその手を血で汚してしまった。やらねばやられるという状況であったとは言え、その手で人を殺してしまったのである。

　もう戻れない。引き返せない。

　山口は境界線を越えてしまったのである。
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「死体はそのままでいい。生きてる奴だけ、連行しろ」

　霧島が、第一小隊の面々に、指示を下している。

　奥山も、第二小隊に命じて、銃器と金の回収を急いでいる。

　作戦は無事に終了したが、本部からの横よこ槍やりで、大幅に時間を食ってしまった。撤退までの猶ゆう予よ時間は、もうあまりない。

　今回の作戦に関しては、部下たちも不可解に感じているに違いないが、それを口に出す者はいない。皆黙々と、撤退準備を進めている。

　やがて、劉芳明が、荒木の前に運ばれてきた。スタンロッドで気絶させられているが、その体は無傷である。荒木は自分の目でそれを確認してから、

「バンに運び込め」

　部下の戦闘員たちに、そう命じた。

　急濾編成した撮影班や、サーチライトを操あやつっていた今いま井いも、機材を回収して、それぞれの車両に戻る。

　そして……三人の見習い隊員が、荒木の前に戻ってきた。

　先頭に立っているのは山口だ。右手に拳銃、左手にスタンロッドを握ったままの姿で、まっすぐ荒木のもとへと向かってくる。強こわばったその頬には、返り血が飛沫しぶきとなって付着していた。

「……ご苦労だったな」

　荒木がそう声を掛けると、山口は射るような目で、じろりと荒木を睨んだ。

　山口も気付いている。荒木が敢えて山口を死地に追いやった事を、確信している。それが、その目つきの中に見て取れた。

　山口はいったん荒木の前で立ち止まると、その手に握っていた拳銃を、荒木の胸元に押し付けるようにして返してきた。

「これで、ご満足ですか」

　吐き捨てるようにそう言って、荒木の脇を抜けていく。一度も振り向かず、第二小隊を運んできた黒塗りの軽トラックヘと、真っすぐに引き上げていった。

　山口は振り返りもしなかった。

「お、おい、山口!?」

「山口さん！」

　同期の村雨や小澤が、荒木の方を気にしながら、山口のあとを追っていく。

「どうやら、嫌われたようですね」

　霧島が、荒木を振り返った。

「……当然だな」

　荒木は、押し返された拳銃を、手の中に握り締めた。銃弾を吐き出し続けたその銃身は、まだ熱く灼やけている。その熱さが、山口の怒りを示しているかのようだった。
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　窓の無い部屋は、昼間でも暗かった。

　部屋の照明も消したまま。明かりらしい明かりと言えば、ドアの隙すき間まから差し込んでくる外の光だけである。

　ユニコーン本部の一階フロア。貴たか久ひさたちに割り当てられた部屋の中である。貴久は、その暗い部屋の中で、ベッドに腰掛けていた。

　高たか杉すぎ隊のサポートとして参加した前回の作戦でもそうだったが、作戦のその翌日は完全休養日となっている。訓練からも解放され、荒あら木き配下の戦せん闘とう員いんたちは、思い思いに休日を楽しんでいるようだった。

　だが、貴久は、とてもそんな気分にはなれなかった。

　右手には、まだ、あの感触が残っている。劉りゆう芳ほう明めいの部下を撃うち殺した時のあの感触が、こびりついて離れない。

　……人を、殺した。

　その事実が、貴久の心に重くのしかかっている。

　……俺おれのこの手が、人を殺した。

　撃たれた瞬しゆん間かんの、あの中国人の目が、貴久の脳裏に灼やき付いている。怒りも殺意も消えた、素すの表情。撃たれた事が信じられないような、どこかぽかんとしたような顔。

　あの男にも、家族はいた筈はずだ。生きて人とかかわり、人との関かかわりの中で、自分のドラマを築いていた筈だ。

　それを貴久が奪った。あの男の一生を、貴久が断ち切ったのだ。いや、あの中国人だけではない。その後の乱戦の中で、貴久は少なくとも、もう一人、ひょっとするとそれ以上の人間を手に掛けていた。

　殺さなければ殺される状況だったとは言え、貴久は意い識しきして、人を殺してしまったのだ。

　その事実が、時間が経過するごとに、貴久の背中に重くのし掛かってくる。

　……人を殺した。俺は人殺しになってしまった。

　右手にこびりつくこの感触も、あの男の死に際の目つきも、貴久の記き憶おくから消える事はあるまい。貴久が生きている限りついてまわる。まるで、殺人者の烙らく印いんのように。
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　がちゃりと、ドアが開いた。

「ふぃ〜、食った食った」

　右手で腹をさすりながら入ってきたのは、村むら雨さめだった。その唇の端からは、キャンディの棒が覗のぞいている。村雨の後ろには、磯いそ崎ざきと小お澤ざわの姿もあった。

　村雨の左手が壁かべを探り、ぱちりと部屋の明かりを点つける。

　それで初めて、貴久がそこにいる事に気付いたようだ。

「なんだ、山やま口ぐち……いたのかよ」

　村雨が、少し驚おどろいたような表情を見せた。

「いたっていいだろう。ここは俺の部屋でもあるんだからな」

　貴久は、ベッドに腰掛けたまま、じろりと村雨を見上げた。

「ま、そりゃそうだけどよ」

　村雨が、口元に苦笑を浮かべる。

　磯崎は、そんな貴久と村雨のやりとりを後しり目めに、向かいの二段ベッドによじ登ると、そのままごろりと横になった。

「お昼ご飯……食べなくていいんですか？」

　小澤が、そう声を掛けてくる。

「ああ。食いたくない」

「でも、やっぱり少しは食べた方が……」

「そんな気分じゃないんだ。いいから、放っといてくれ」

　つい語気が荒くなり、小澤は、びくっと身を震ふるわせた。

　小澤が心配してくれている事は分かるが、正直、今の貴久には、そんな風に声を掛けられる事自体が迷惑だった。相談したところでどうなる事でもない。ただ、一人にしておいて欲しかった。

「らしくねえじゃねえか、山口。そんな風に優ゆう也やに当たるなんてよ」

　村雨が、机の角に尻しりを乗せるようにして、貴久を振り返った。唇の端から飛び出したキャンディの棒が、ひょこひょこと上下に動いている。

「別に、優也に当たってるわけじゃない」

「じゃあ、なんだ？　なにを、そんなにいらついてんだよ。昨日の作戦の事か？」

「……当たり前だ」

　あの時、荒木の本隊が動かなかったのは、貴久たちを試すためだったとしか思えない。貴久たちを窮きゆう地ちに追いやり、自力で切り抜けられるかどうか試したのだ。そして、そのせいで、貴久は人殺しをさせられたのである。

「まあ確かに、ちょいとハードな経けい験けんだったがな。なんとか生き延びる事はできたし、手柄も立てられた。結果オーライって事でいいじゃねえか」

「手柄？」

　村雨の言いようが、貴久には信じられなかった。

「俺たちは人を殺したんだぞ。それなのに、お前は平気なのか!?」

「やらなきゃやられてたんだ。仕様がねえだろ？」

　村雨は、あっさりと、そう答えた。

「……単純明快で結構だな。お前が羨うらやましいよ」

　貴久は、苦々しく吐き捨てた。

「おう、そりゃどうも。俺はお前と違って、そんな事で悩みっ子ぶりっこしてられるほど、暇じゃねえんでな」

　不ふ穏おんな空気を感じ取ったのだろう。二段ベッドの上段に寝転がっていた磯崎が、ちらりと貴久たちの方を見た。小澤も不安げな表情で、貴久と村雨の顔を見比べている。

　がりっと音を立てて、村雨がキャンディを噛かみ砕いた。残った棒を手で引き抜き、ごみ箱へと放り投げる。そしてゆっくりと、貴久の方に歩み寄ってきた。

「とにかくよ、山口。そんなとこでいつまでもうじうじされてっと、こっちも堪たまったもんじゃねえんだ。ここは一発、自主トレでもして汗を流そうぜ。そうすりゃ、そのうじうじも、すっ飛ぶだろうよ」

「……悪いが、そんな気分じゃない」

　貴久が応こたえると、村雨の右手が、いきなり貴久の胸むな倉ぐらを掴つかみ上げた。

「お前のお気分なんざ、聞いちゃいねえんだよ。いいから来いや」
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　貴久が村雨に引きずられて来たのは、三階フロアの東端にある、トレーニングルームだった。

　戸口から見て右手側の、海に面した窓辺には、各種のトレーニングマシンがずらりと並び、左手側には、サンドバッグやパンチングボールなどが置かれている。一〇人あまりの隊員たちが、それらの機器を使って、汗を流していた。

「ちょいと失礼しますね、先輩方」

　村雨は、隊員たちに挨あい拶さつしながら、トレーニングルームの奥へと、貴久を引き連れていく。

　卜レーニングルームの奥の一角には、簡かん易い的なものとは言え、リングが設置されている。

「おら、とっとと入れや」

　村雨は、貴久の背中を突き飛ばすようにして、貴久を、ロープの隙すき間まからリングの中へと押し込んだ。

「……なにをさせるつもりなんだ」

「お前のそのうじうじを、頭ん中から、吹っ飛ばしてやるよ。ほら、それ嵌はめな」

　村雨は壁かべ際ぎわの棚から、ボクシンググローブを二組取り上げると、その一方を、貴久の胸元めがけて、放ってよこした。

「……馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

　殴り合えば、悩みも消える。村雨が本気でそんな事を考えているのかと思うと、まともに相手をする気にもなれなかった。村雨の放ってよこしたグローブは、そっぽを向いたままの貴久の胸に当たって、足下に転がった。

　そんな貴久を見て、村雨はちらりと笑い、そしてリングサイドを振り返った。

「おい、磯崎。お前、前から山口をぶん殴りたがってたよな。この際だ、俺が許すから、血反へ吐どはくまでぶん殴ってやれよ」

　小澤も磯崎も、村雨がなにをするつもりなのか気になったらしく、ここまで付いてきていたのである。

　磯崎は、しげしげと村雨を眺めてから、リングの上の貴久に、その視線を移した。鼻を鳴らすようにして笑い、ゆっくりと首を振る。

「こんな腑ふ抜ぬけた山口、殴ったって仕様がねえだろう。それに、俺は怪け我が人にんなんだ。やりたきゃ、手て前めぇがやりゃいいだろうが」

「ほおう。そりゃ、遠えん慮りよ深ぶかいこったな」

　村雨は皮肉な笑みを浮かべると、もうひと組のグローブを抱えたまま、ひらりとロープを飛び越えて、リングに上がった。

「じゃあ、しょうがねえ。ちとウェイトは違うが、俺が相手してやらあ」

　そう言うと、村雨は手早く両手にグローブを嵌めた。歯を使って、グローブの留め紐ひもを締しめ上げる仕し草ぐさが、やけに堂にいっている。

「ほら、山口。お前も、早いとこ、グローブ嵌めろよ」

　しゅっしゅっと、軽快にシャドウボクシングを始める村雨を、貴久は醒さめた目で眺めていた。

　村雨は村雨なりに、貴久を元気づけようとしてくれているのだろうが、今の貴久には迷惑なだけだ。とりあえず、ここまではおとなしく付いてきてやったのだから、それで勘弁して欲しい。

「気持ちはありがたいが、本当に今はそんな気分じゃないんだ。またにしてくれ」

　そう言って貴久がリングを降りようとした時である。

　貴久の耳元で、ぶんっと風が鳴った。

　反射的に身をひねった貴久の右の耳元を、村雨の左挙こぶしがかすめて走る。

「おい、村雨……」

　眉まゆを寄せる貴久の前で、村雨が軽くフットワークを使って見せた。

「何度も言ってるだろう。本当にそんな気分じゃないんだ」

「俺も言った筈だぜ。お前のお気分なんざ、知ったこっちゃねえってな」

　村雨がすすっと、間合いを詰めてきた。

　からかうような、当てる気のない右のジャブ。そして再び、左のストレート！

「くっ！」

　貴久は、慌てて、左へと逃げた。一瞬前まで貴久の頭部があった空間を、村雨の左拳が突き抜ける。拳けん圧あつが風となって、貴久の頬ほおをなぶった。

　本気の一いち撃げきだった。今の左ストレートには、本気で貴久を殴り倒そうとする意志が込められていた。

「いい加滅にしろよ、村雨」

　さすがに腹立たしくなって、貴久は村雨を睨にらみ付けた。

「いい顔になってきたじゃねえか。山口」

　村雨が、にやりと笑った。

　貴久とロープとの間に体を割り入れるように位置をとり、上体を左右に振りながら、間合いを詰めてくる。

「おい、村雨。いい加滅にしないと本当に……」

　村雨の踏み込みが、貴久の言葉を遮った。

　グローブを嵌めた村雨の右挙が、貴久の顔面をめがけ、一直線に飛んでくる。

　仰のけ反ぞるようにして真後ろに跳んだ貴久に、すかさず詰め寄り、村雨は再び、左ストレートを放った。貴久は左に跳んで、それを躱かわす。だが、躱した途と端たん、

「ぐふっ」

　貴久の左の脇わき腹ばらに、村雨の右挙がめり込んでいた。一瞬、息が詰まり、貴久の腰が、がくりと落ちる。

「なんだなんだ。からっきしじゃねえか。棒振り合戦は得意でも、素す手でのやり合いは苦手か？」

　脇腹を押さえて咳せき込む貴久の前で、村雨が、右に左に動く。

「もうちっと根性見せてくれねえと、こっちも張り合いがねえぜ。なあ！」

　そして再び、飛び込んできた。

　最初に来たのは、左下から斜めに噴ふき上げるような、右のアッパーカット。貴久はまた後ろに飛び退のいて躱そうとしたが、今度は真後ろにロープがあった。

　背中にめり込んだロープが、その弾力で貴久の体を前方に跳ね返す。それを待ち構えていたかのように、村雨が、貴久の顔面目掛けて、渾こん身しんの左ストレートを打ち放つ。

　こんなパンチをまともに食らっては堪らない。貴久は咄とつ嗟さに両腕を顔の前で交差させ、村雨の挙を受け止めた。

　びしっ。

　叩たたき付けられた左拳が、貴久の両腕を痺しびれさせる。

　受け止めた。

　そう思った瞬間、貴久の目の前が真っ暗になった。

　肩が背中が、なにかに触れる。

　自分の体がマットの上を転がっているのだと、すぐには分からなかった。

　左ストレー卜に続いて放たれた、村雨の右フックが、貴久のこめかみを真横から打ち抜いたのである。

　だが、それもはっきりとは分からない。多た分ぶん、そうだろうと思うだけだ。貴久には、村雨の攻撃が、まったく見えなかった。

「どうしたんだよ、山口。その様ざまぁ」

　暗がりの中に、嘲あざるような村雨の声が聞こえた。

「お前、ガーディアンを倒すんじゃなかったのか。そのために。ユニコーンに入ったんだろうが。なのに、この程度の事でへたり込んでてどうすんだよ。そんな様で、あいつとやり合えるとでも思ってんのか」

　右手がマットに触れている。左足と右膝ひざもマットに突いている。それで貴久には、自分の今の体勢が分かった。

　顔を上げると、揺らぐ視界の中に、貴久を見下ろす、村雨の姿が見えた。

　その村雨を見上げたまま、貴久は足を踏ん張り、立ち上がった。

　貴久が両足で立つのを待ってから、村雨が再び、フアイティングポーズを取る。

「人を殺したっつって、悩むのは結構。お前がまともな証拠だよ。……だがな、それがユニコーンだろうが。お前もそれを知ってて、ユニコーンに入ったんだろうが」

　一歩踏み込むと同時に、村雨が右のジャブを放った。貴久は、ほとんど体の反射だけで、それを躱す。

「俺たちゃ、ユニコーンなんだよ。悪党なんだよ。そしてお前も、その悪党の一員になったんだよ！」

　村雨の左ストレー卜が飛んだ。貴久は、後ろに下がりつつ、右手を跳ね上げて、村雨の拳を体の外側に弾はじいた。

「ここでのし上がるにゃ、悪党を極めるしかねえんだよ。お前もその肚はらを決めて来たんだろうが。今更、甘っちょろい事ぬかしてんじゃねえ！」

　村雨が間を詰めつつ、右のフックを、横合いから打ち付けてくる。

　貴久が屈かがみ込んでそれを躱した時、村雨の右膝が、貴久の脇腹を目掛けて跳ね上がった。

　貴久が、咄嗟に両腕でそれをガードしたのと、

「あ」

　村雨が、やや間の抜けた声を上げたのが同時だった。

「……ボクシングじゃなかったのか？」

　膝をブロックしたままの体勢で貴久が見上げると、村雨は、きまり悪そうに頭を掻かいた。

「悪ぃ悪ぃ。つい出ちまったんだ。詫わびに一発、殴ってもいいぜ」

　そう言うと村雨は、ひょいと、左の頬を差し出してよこした。

　自分でも、どうしてそうしたのか分からない。

　村雨にいいように殴られていた腹いせか。

　それとも自分の中の鬱うつ屈くつを吐き出すためか。

　とにかく貴久は、目の前に突き出された村雨の頬を、思いっ切り、殴りつけていた。

　村雨が顎あごを打ち上げ、思わずたたらを踏んでしまったほどの一撃だった。村雨と違って、貴久はグローブを嵌めていない。握り締めた挙が、ずきりと痛んだ。

「ここぞとばかりにやりやがったな、この野郎……」

　村雨は頭を振ると、血の滲にじんだ唇で、にたりと笑った。

「だが、その程度のパンチじゃ、まだまだだな。ストレートってな、もっと踏み込んで打つんだよ。……こういう風にな！」

　そう言うなり、村雨は左の拳を、貴久の顔面に叩き込んできた。

　まるで、顔の右半分が吹き飛んだような衝しよう撃げきだった。鼻の奥がきな臭くさくなり、がくがくと膝が震えた。

「どうだ、分かったか？　分かったら、もう一発、打ってみろよ」

　その言葉が終わらぬうちに、貴久は思いっきり深く、村雨の懐ふところに踏み込んでいた。

「おわっと」

　渾身の力で叩き付けた貴久の右拳を、村雨は身を反らすようにして、ぎりぎりに躱す。

「……なぜ、避よける」

　飛び退いた村雨を、貴久は横目に見やった。

「殴らせてやるのは一発だけ。そう言ったろ？」

「不公平じゃないか。お前はもっと俺を殴った」

「それが悔しかったら、実力で当ててみろよ。ほら、掛かってこい」

　村雨が、ブローブを嵌めた両手で、手招きする。

　……いいだろう。そうしろって言うなら、そうしてやるさ。

　貴久は、手招きされるままに、村雨の懐に飛び込み、再度拳を振りかぶった。




「……山口さんって、ああ見えて結構、ムキになるタイプだったんだ……」

　リングの中で絡み合う山口と村雨を、小澤優也は半ば呆あきれながら眺めていた。

　躱されても躱されても、山口は村雨に殴り掛かっていく。

「ほらほら、どうしたんだよ、山口。そんなんじゃ、まだまだ当たってやるわけにはいかねえぞ」

　そんな山口をからかいながら、村雨は、時折、手て厳きびしい一撃を、山口に叩たたき込む。

　だが、それでも山口は、諦あきらめなかった。肩で息をしながらも、休む事なく、村雨に向かっていく。

　村雨と山口では体格も違うし、リーチの長さも違う。加えて村雨には、どうやら本式にボクシングを習った経験があるようだ。

　だが村雨は、山口をいたぶっているわけではない。山口の中の鬱屈を発散させようとしてやっているのだ。最初、睨み合いを始めた時は、どうなる事かとはらはらさせられたが、

「結局、仲がいいんですよね、あの二人」

　リングの中で、互いに手加減なく殴り合っている山口と村雨。その二人の関係が、小澤には、なんとも羨ましく思えてならなかった。これからどんな事が待ち構えていようと、あの二人なら切り抜けていける。そんな気がする。

「……けっ、こんな熱血ごっこに付き合ってられるかよ、馬鹿馬鹿しい。俺ぁ、とっとと部屋に帰って、昼寝でもしてるよ」

　磯崎は鼻を鳴らすと、軽く右足を引きずりながら、トレーニングルームを出ていった。
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　共きよう和わ会かい系暴力団真ま弓ゆみ組ぐみと、関東に根を張る中ちゆう国ごくマフィア風ふう牙が会かいの抗争事件は、既にニュースとなって、世間に流れていた。

　現場に残されていた死体は、真弓組・風牙会、双方併あわせて一三名。いずれも、銃器による射殺体だった。真弓組と風牙会の間で、銃器の取り引きが行われる事になっていたという情報から、警けい察さつは、その取り引きの最中になんらかのトラブルがあり、両者の間で銃撃戦が勃ぼつ発ぱつしたと見ているようだった。

「──警察は、真弓組組長、真弓忠ただ志しの身柄を拘こう束そく。また、現場にいたと見られる、風牙会のリーダー劉芳明の行方ゆくえを追っている。……か」

　貴久は、ディスプレイから目を離すと、椅い子すの背もたれに身を沈めた。

　あれだけ大胆な事をしながら、ユニコーンのユの字も出ていない。見事なものだった。

　ユニコーンの名を喧けん伝でんするかのような派は手でな作戦を行う一方で、こうして完全に正体を隠したままの作戦も存在する。これまで貴久が、新聞などで調べてきていたユニコーンの作戦行動など、氷山の一角に過ぎないのかもしれなかった。

　貴久の左手が、机の隅に置いておいたマグカップを取り上げ、口元に運ぶ。

「……つっ」

　熱いコーヒーが傷口に染み、貴久は顔を顰しかめた。

「あの野郎……遠慮なくぶん殴りやがって……」

　右手の指先で、唇の傷を撫なでながら、貴久は一人、苦笑を浮かべた。

　汗を流せば、悩みも消える。体を動かせば、嫌いやな事も忘れられる。

　そんな事を、貴久も信じているわけではない。人はそんなに単純ではない。

　だが、村雨に殴られているうちに、思った事がある。村雨の怒鳴り声の中に、胸を貫いた言葉があった。

　……俺は甘えていた。

　ユニコーンが人を殺す事も辞さない犯罪集団である事は、最初から知っていた筈だった。

『殺せと言われたら殺し、死ねと言われたら死ぬんだ』

　速はや水み敬けい介すけも、最初から、そう言っていた。

　貴久は知っていたのだ。だが、判わかってはいなかった。判ったつもりになっていただけだったのだ。

　ユニコーンの一員となりながら、その手を汚す事は拒こばむ。それでは通らない。村雨に甘っちょろいと言われるのも当然だった。

　その手を汚よごし、魂を汚けがし、地じ獄ごくの底に落ちていく。

　その覚悟が、貴久には欠けていたのだった。
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　午後の七時をまわろうとした時の事である。

　こここんっ。

　玄関のドアが、リズミカルにノックされた。

　このノックの仕方には、覚えがある。ドアの覗き穴に目を当ててみると、果たして、外にいたのは、夏なつ樹きだった。

「……どうぞ」

　貴久がドアを開けると、

「毎度〜。らぶらぶクッキングの夏樹で〜す」

　明るい声を張り上げながら、夏樹が、ひょこんと顔を覗かせた。太ふと腿ももも露あらわなミニスカートに、シースルーの白いシャツ。相変わらず露ろ出しゆつ度どの高い服装である。

「……あら？　どうしたの？　その顔」

　夏樹が、目をぱちくりさせながら、貴久の顔を覗き込んできた。ふわりと、香水の香りが、貴久の鼻び腔こうをくすぐる。

「ちょっと、ハードなトレーニングがありましてね」

　貴久は軽く仰のけ反ぞるようにして、夏樹から身を離した。

「ほぉんとにぃ？　本部でいじめられてるとかじゃないの？」

　心配してくれているのか、からかっているのか、どちらとも取れるような口調で、夏樹が訊たずねてくる。

「ご心配なく。そんな子供じみた事をする人間は、本部にはいませんよ」

　昨夜は危うく殺されるところだったが、そんな事を夏樹に話すつもりは、貴久にはなかった。

「ところで、今日はいったい、どんなご用件で？　ホタテチップスは、こないだので最後ですよ」

「今日は、そっちじゃなくて、ちゃんとしたお仕事で来たのよん」

「というと？」

「任務のお知らせ」

「任務？　今からですか？」

「うん。そうみたい」

　貴久がアパートに戻ってきたのは、今日の夕方。つい二、三時間前の事である。随分、急な話だった。作戦の翌日は完全休養日という慣例にも反している。

「いったい、どんな任務なんですか？」

「ん〜とね、『リューが吐いた。一気に片付ける』。それだけ言えば分かる筈って言われて来たんだけど……分かる？」

　劉芳明の身柄は、ユニコーンが確保している。訊じん問もんをしたか拷ごう問もんでもしたか、いずれにせよ、必要とされていた情報を、劉芳明から訊きき出す事に成功したのだろう。

「分かりました。何時にどこへ行けばいいんですか？」

「待ち合わせ時刻は九時二〇分。場所は……」

　夏樹が口にしたのは、とある私鉄の駅名だった。貴久のアパートからだと、途中で二回、電車を乗り換える必要がある。

「東口から出ると、正面に赤い屋根のホームセンターが見える筈だから、その裏手の駐ちゆう車しや場じように行ってみて。そこに停とまってる茶色いバンと合流するようにって言うのが、指示の内容よ」

　改めて時刻を確認すると、七時一三分。指定された場所までは、一時間半もあれば着ける筈だが、電車の乗り換え等に時間を食うかもしれない。あまりのんびりしている時間はなさそうだった。

「分かりました。じゃあ早速、今から出ます」

「下っ端隊員は大変よね。まあ、怪我しないように、頑張ってきて」

「……はい。そうします」

　夏樹の気楽な物言いに、苦笑を浮かべつつ応え、貴久は、外出の準備をした。

　いったん、奥の六畳間に戻り、机から財布と鍵かぎを取り上げて、ズボンのポケットに押し込む。

「私、このあと八時から本業の予約が入ってるんだけどさ。それまで、ここで休ませて貰っててもいいかな？」

　玄関先から、夏樹が、そう声を掛けてきた。

「ええ、いいですよ。じゃあ、合い鍵を置いてきますから、帰る時は、郵便受けの中にでも放り込んでいってください」

「よかった。うちの店、自宅待機じゃないから、女の子ばっかで固まってると、息が詰まんのよね。んじゃ、お邪じや魔ましま〜す」

　夏樹が、ミュールを脱いで、板の間に上がろうとした時である。

　ぴんぽ〜ん。

　玄関の呼び鈴りんが鳴った。

　……誰だれだ？

　貴久は一瞬、夏樹と顔を見合わせた。
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　貴久が玄関先へと戻ると、ドアの覗き穴から外を見ていた夏樹が、貴久を振り返った。

「女の子。高校生ぐらいの」

　ほとんど声を出さず、口の動きだけで、そう告げてくる。

　夏樹に代わって、覗き穴に目を当てると、ドアの外に、緑みどり川かわ久く美み子こが立っていた。学校帰りと見えて制服姿である。ブラウスの上にブレザーを重ねているその姿に、貴久は今更のように、季節の移り変わりを感じた。

「私、奥に行ってるね」

　脱いだミュールをつまみ上げ、夏樹が貴久の耳元に、そう囁ささやいた。足音を忍ばせながら、そそくさと六畳間の方へと身を隠す。

　それを見送ってから、貴久は玄関のドアを開けた。

「こんばんは、久美子ちゃん」

「よかった。今日はいてくれましたね」

　にっこりと微笑ほほえんだ久美子が、貴久の顔を見て、その表情を曇らせた。

「その顔……いったい、どうしたんですか？」

「ああ、これか。別になんでもないよ。さっき、急いで帰って来ようとしたら、そこの階段に蹴け躓つまずいちゃってさ。それで顔から倒れ込んじゃったんだ。まったく間抜けな話だよ」

「危ないなぁ……本当に大丈夫ですか？　冷やした方がいいんじゃないですか？」

　久美子はそう言いながら、ごく自然に部屋の中に入って来ようとする。手当てをしてくれるつもりなのだろうが、今は中に夏樹がいる。久美子を入れるわけにはいかなかった。

「いや、もう手当てはしたから大丈夫だよ。……それより今日はどうしたの？」

　そう言いながら、貴久は、さりげなく久美子の前に立ち位置を移した。

「あ〜、もう忘れちゃったんですか？　ほら、こないだ約束したじゃないですか。実じつ験けん台だいになってくれるって」

　軽く掲げられた久美子の手には、スーパーのビニール袋が提さげられている。この間、別れ際ぎわに言っていたように、夕食を作りに来てくれたらしい。

「あれから何度か来てみてたんですけど、なんか時間が合わなかったみたいで」

「ここんとこ、夜、外出する事が多かったからね。無む駄だ足あし踏ませちゃったみたいで申し訳ないな」

「ううん、そんなのいいんです。私が勝手に来てただけだし……それに、今日はこうして会えたし」

　貴久に余計な気を遣わせないようにするためだろう。久美子は殊こと更さらに元気な声で応えた。

「その事なんだけどさ……実は、今日も、これから出掛けなきゃならないんだよ」

「そうだったんですか……」

　張り切っていた分、さすがに久美子も、がっかりしたようだった。

「ごめんな」

「ううん。いいんです。連絡もしないで来ちゃった私がいけないんだし。じゃあ、明日だったら、いいですか？」

「……いや、明日も、どうなるか、ちょっと分からないな」

「だったら、いつにしましょうか。山口さんの都合のいい日を教えてくれたら、その日に来るようにしますから」

　あくまで明るくはきはきと、そう告げてくる久美子の姿が、貴久の胸に痛かった。

　だが、言うべき事は言わなければならない。

「あのさ、久美子ちゃん。言いにくいんだけど……」

「はい……なんでしょう？」

　久美子が、小首を傾かしげながら、貴久を見上げた。

　貴久は静かに息を吸い込むと、そっと次の言葉を吐はき出した。

「もう、ここには来ないでくれないかな」

「……え？」

　一いつ瞬しゆん、言われた意味が、理解できなかったようだった。

「でも……どうして、そんな……？」

「君は百ゆ合り子こに似すぎてる。君を見てると、俺はあいつの事を思い出す。いくら忘れようとしても、君を見るたびに、あの日の出来事が蘇よみがえってくるんだ。だから……もう、俺の前には現れないでくれ。頼むよ」

　それは貴久の本心ではない。

　だが、どうしても言わなければならなかった事だった。

　久美子は陽ひの当たる世界で生きていける人間だ。だが、貴久は既にそうではない。このまま貴久のそばにいては、いつか久美子を巻き込んでしまうかもしれない。それだけは、どうしても避さけなければならなかった。

　久美子が呆ぼう然ぜんと貴久を見詰めている。その瞳ひとみが細かく揺れている。

　それ以上、久美子の姿を正視できず、貴久は、玄関のドアを閉めた。
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　どれくらい時間が経たっただろう。

　やがて久美子がアパートの前の道に姿を現した。

　肩を落としたその手に提げられているのは、スーパーの買い物袋。その中には、久美子が貴久のために買い込んできた食材が入っている。

「……なんだか、可哀かわい想そう」

　夏樹が、ぽつりと呟つぶやいた。窓辺に身を寄せ、カーテンの隙間から、窓の外を見下ろしている。

「ほんとにいいの？　あんな事言っちゃって」

　立ち去りかけた久美子が、ふと足を止め、振り返って、貴久の部屋の窓を見上げた。

「……いいんです。もっと早くに言わなきゃいけなかったんです」

　久美子は、百合子の妹だ。

　顔立ちも違えば、性格も違う。だが、ともに育ち、ともに生きてきた二人である。久美子のふとした仕草に、百合子を感じる事は少なくなかった。

『パルメール』で遭遇したあの事件で、貴久は恋人を失い、久美子は姉を失った。

　心の安定を欠いた貴久を、久美子は心配してくれていた。様子を見がてら、夕食を作りに来てくれていた。

　あるいはそれは、傷の舐なめ合いであったのかもしれない。久美子は貴久の向こうに、貴久は久美子の向こうに、百合子を見ていたのかもしれない。

　過去を振り返るだけの時間。思い出に浸るためだけの時間。

　だがそれは、碓かな安らぎを、貴久に与えてくれてもいたのだ。

　久美子は、まだ窓の外にいる。夜道に佇たたずんだまま、貴久の部屋の窓を見上げ続けている。まるで、そうしていれば貴久が部屋を飛び出し、先程の言葉を取り消してくれるとでも期待しているかのようだった。

　だが、貴久は動かなかった。ただじっと、久美子を見下ろしていた。

　貴久は、ガーディアンを倒すと誓った。その力を得るために、悪魔と取り引きをした。

　闇やみの組そ織しきに身を投じ、その手を血で汚した貴久には、久美子の好意を受ける資格はない。

　本来ならば、ユニコーンに加入すると決めた時点で、久美子との関わりを絶つべきだった。今まで、それをできずにいたのは、貴久の弱さであり、甘えだったのである。

　久美子が目を閉じ、そっと息を吐いた。窓に背を向け、とぼとぼと歩み去っていく。

　……さよなら、久美子ちゃん。

　その後ろ姿を見送りながら、貴久は心の中で、別れを告げた。

　君のお姉さんの恋人だった男は、もういない。ここにいるのは、ユニコーンの戦闘員。地獄に落ちるべき男だ。

「では、これから現場に向かいます。あとはよろしく」

　貴久は、夏樹にそう告げ、窓辺から離れた。
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　貴久が指定されたホームセンターに到着したのは、午後九時七分だった。

　夏樹が言っていた通り、駐車場の隅には、茶色いバンが停まっている。

「お、来たか」

　バンに寄り掛かっていた村雨が、貴久に向かって片手を上げた。訓練着でもなければ戦闘服でもない。ごく普通のシャツに、色の濃こいジャケットを羽は織おっている。

「中で奥おく山やまさんが待ってるぜ」

　ぐいっと、親指を突き立てるようにして、バンを示した村雨の左目には、青々とした痣が残っていた。

　貴久は軽く頷うなずくと、後部のドアから、バンの中へと潜もぐり込んだ。

「早かったな」

　貴久を迎えた奥山は、下はジーンズ、上はチェックの長なが袖そでシャツに、ベージュのベストという、釣り人のような格好をしていた。同乗していた他の隊員も、ヨットパーカーやらトレーナーやら、まったく統一性のない服装をしている。

「とりあえず、こいつに着替えろ」

　奥山が差し出して寄越したのは、白いワイシャツと、濃のう紺こんのジャケット。それにジャケットと揃そろいのスラックスだった。

「それと、こいつもだ」

　ひと揃いの衣装の上に、今度は、無骨な防弾チョッキと、革のショルダーホルスターが乗せられる。

「……はい」

　貴久が手早く服を脱ぎ始めると、奥山が作戦の説明をしてくれた。

「ここから、三〇〇メートルほど離れたところに、貸しビルがある。その三階が、風牙会の隠しアジトだ。奴やつらの商売道具の大半が、そこに保管されている。一気に襲しゆう撃げきして、そのすべてを戴いただく。表向きは、昨夜、港で風牙会にやられた真弓組の報復という事になる。そのつもりでいろ」

　隊員たちが、今回、正規の戦闘服を着込んでいない理由が、その説明で分かった。

「見張りは正面に三人、裏手に二人。三階フロアには、おそらく七、八人が詰めている筈だ」

　防弾チョッキを着込んだ上から、ワイシャツを重ね着する。ショルダーホルスターを身に付け、その上からジャケットを着込む。

　着替えを終えた貴久に、奥山は三八口径のオートマティック拳銃を差し出してよこした。

　硬く冷たい鉄の塊。人の命を奪うための道具。

　貴久は、拳銃を受け取ると、いったんグリップから弾だん倉そうを引き抜き、実弾が収まっている事を確認してから、再びそれを装そう填てんし直した。

　拳銃をホルスターに収め、続いて渡された予備弾倉を、ジャケットのポケットに放り込む。

「第一小隊のメンバーは、既に屋上で待機している。表と裏と、そして上。三班に分かれて、一気に攻める。五分で片を付けるぞ。いいな」

　悪の秘密結社ユニコーン。貴久は、その一員である。

　闇に生き、その手を血に汚して生きていく。

　貴久は、その覚悟を決めた。

　非情にも、卑劣にも、なってやる。

　ユニコーンの中で生き抜くために、それが必要ならば。

　ガーディアンに辿たどり着くために、それが必要な事ならば。

「はい。分かりました」

　頷く貴久に、既に迷いはなくなっていた。










　　あとがき




　……はっと気付けば、はや二〇〇三年の一一月でございます。

『ペースを上げて行きたいと思っています』

　などと、二巻のあとがきに書いていたあの男は進歩がありませんでした。




（四巻目のあとがきこそ、お詫わびから始めずに済ませられますように……）




　では、前回に引き続き『徒つれ然づれ近況報告』です。







その一。パソコン。




　ずっと使っていたデスクトップパソコンが大分古くなってきたので、二巻の原稿を脱稿したあと、いい区切りだと思って、パソコンを新調しました。

　機種名はここでは伏せますが、1280×780 と標準より横に長いディスプレイが、ちょっとお得な感じで、しかも画面下に小さな液晶画面が付属しているんです。ネットからデータをダウンロードすると、そこにニュース速報なども流せたりするのが気に入って、その機種に決めました。（昔から、こういう『小技』が付いてる商品には弱いんです。）

　で、前のパソコンから中身をそっくり移して、新しい環境に移行したわけですが……どうも、妙に使いづらい。

　ＯＳが98からＸＰになったという事もあるんでしょうが、一番大きな問題点は、キーボードの反応が悪い事なんです。カタタタタ……とキーｂードを叩たたくと、途中の一文字を認にん識しきしなかったりするんですね。（……あ、ちょうど今も、『キーボード』の『Ｏ』が抜けました。）

　これが非常にストレスが溜たまる。

　その都つ度ど打ち直さなければなりませんし、その度に、リズムが断ち切られてしまうんです。

　それで結局、締しめ切り間ま際ぎわには、昔のパソコンにデータを戻して、そっちでラストスパートを掛けていたりします。

　買い換えた意味なし！







その二。スポーツジム。




　これまた二巻の原稿を書き上げたあとの事ですが、ここのところ運動不足が深刻なので、近くのスポーツクラブに入会してみる事にしました。

　自由業の特権をフルに使って、平日昼間の空いている時間に、エアロバイクを漕こいだり、ぱしゃぱしゃ泳いだりしております。

　それにしても、スポーツクラブに来る人って、独特の方がいらっしゃいますね。

　どうみても六〇過ぎなのにサラブレッドみたいな太ふと腿ももをしてる男性とか、くっきりと浮き上がった腹筋を誇っている四〇歳ぐらいの女性とか。

　う〜ん。凄すごすぎる。

　到底、敵かないっこないので、ライバル視するのは端はなから諦あきらめ、隅っこで細々と汗を流す高たか畑はた京きよう一いち郎ろうでしたとさ。







その三。第10回電でん撃げきゲーム小説大賞。




　なにをどう間違ったのか分かりませんが、今回の小説大賞の審査員に選ばれてしまいました。

　そんな大役を務める柄ではないのですが、編集部の皆さんにはいつもご迷惑を掛けているので、頼まれてしまっては嫌いやとは言えません。恩返しのつもりで引き受ける事にしました。

　それにしても……第10回。

　僕が受賞したのが第１回でしたから、もう一〇年も前の事になるんですね。時の経たつのは早いものです。

　先日も担当さんに、「今度うちの社に入社した子、中学時代に『タイム・リープ』を読んで、それでうちを受けたそうですよ」なんて話を聞かされ、少し、くらっと来たものです。




　最終選考会議は、なかなか面おも白しろい経験でした。

　審査員は、僕のほかに、安やす田だ均ひとし先生と深ふか沢ざわ美み潮しお先生。それにメディアワークスの社長と編集長の全部で五人だったのですが……。

　小説の造り、構成や表現法といった技術的な点に対する評価は、皆さん一致してるんです。

　けれど、それを踏まえた上での総合評価となると、出てくる結果が全然違う。

「うんうん、そうそう。おっしゃる通り。という事は順位は…………え!?」

　とまあ、こんな感じで、最後の最後に意表を衝つかれるという事の連続でした。本当に、ものの見事に意見が分かれてましたね。

　ですが……その後の摺すり合わせの段階で詳しく意見のやり取りをしてみると、やっぱり同じなんですね。ただ個々のポイントに対する比重の置き方が違うだけで。

　その後、五人の間で、様々な駆け引きが繰くり広げられまして、その結果、本年度の受賞作が決定したわけです。




　この本が出る頃ころには、既すでに結果も発表になっている事と思いますが、かなり面白い作品が選ばれたと思います。

　そちらの方も、お楽しみに。







　──そんなわけで、以上、『徒然近況報告』でした。







　なにはともあれ、この三巻で、なんとか貴久も、正規隊員の端くれとなりました。

　ユニコーンの幹部たちも登場し、少しずつ外伝ともリンクしてきた感があります。（作者一押しのあの男はまだ出てきてませんが、おそらく、一番遅くに登場して、おいしいところを全部持っていく事でしょう。）

　メインの登場人物たちもほぼ出で揃そろい、物語もいよいよ加速していきます。




　それでは、次回をお楽しみに。













○予告







「可愛かわいい子には旅をさせる主義でね」

「……あんたに好かれるのも命懸がけだね」




「村むら雨さめ……お前いったい、こんなところでなにやってるんだ？」

「……ん？　いや、別に」




「第二小隊が潰かい滅めつ？　どういう事なんだ」

「さあな。不測の事態って奴だろ」




「おい……マジかよ……」

「肚を決めろ。お前はどっちに付く？」




「私は訓練所の教えに忠実であろうと思います」

「……なにをするつもりだ」

「さようなら。……私の上司が、あなたでよかった」







『Hyper Hybrid Organization』　第四巻『謀略』




　乞こう、ご期待！


高たか畑はた京きよう一いち郎ろう
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高たか畑はた京きょう一いち郎ろう

第１回電撃ゲーム小説大賞〈金賞〉受賞作『クリス・クロス 混沌の魔王』で作家デビュー。緻密に構成されたストーリーを明瞭な文章で紡ぐ作家として多くの読者から支持を得ている。

[image: ]




イラスト／相あい川かわ 有ゆう

漫画家。現在、電撃コミックガオ！誌（メディアワークス）にて「ＤＡＲＫ ＥＤＧＥ」を、コミックバーズ誌（幻冬舎コミックス）にて「バタフライ」を連載中。








電撃文庫

Hyperハイパー Hybridハイブリッド Organizationオーガニゼイション 01-03 通過儀礼イニシエーション






高たか畑はた京きょう一いち郎ろう






二〇十二年八月三十一日　配信
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